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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この作品は、第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈審査員特別賞〉受賞作品「ポンコツ勇者の立身出世」を改稿・改題したものです。





本作品は本編終了後に第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞

『クロス・コネクト　あるいは垂水夕凪の入れ替わり完全ゲーム攻略』（著：久追　遥希）

『あまのじゃくな氷室さん　好感度１００％から始める毒舌女子の落としかた』（著：広ノ祥人）

お試し版が収録されています。
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第一章　神しん剣けん選定




　アルスガルド大陸の中央部にある王都ペンドラゴン。

　そこにある王立士官学校の敷地内にある中庭で、俺は白昼堂々と授業をサボって昼寝を決め込んでいた。

　この王立士官学校に入学して、かれこれ二年以上が経過したが、今の俺は著しくやる気を失ってしまっていた。

　授業も訓練も、はっきり言って全然付いていけない。

　馬術だけは、何とかそれなりにこなせたが、それ以外は何をやっても、人並み以下。

　無理をして入学金を払ってくれた養父に会わせる顔が無いのだが、正直向いていない学校に入学したような気がする。

　卒業後に軍部の士官になるのも怖いし。

　もう、こうなったら授業をサボりまくって、退学になった方が良いような気がしてきた。

　だから今日も、俺は授業をサボっている。

「クロウ！　貴方あなたねえ！　今日くらいは真剣になったらどうなの!?」

　そんな俺に、怒鳴り声を浴びせる女生徒がいた。

　俺や、他の学生が着ている土色の学生服ではなく、鮮やかな青色の燕えん尾び服ふくと、白いタイトなズボンを身につけている。

　日の光に当たり、キラキラと輝く青髪に、澄み切った青い瞳ひとみ。

　白い肌と、女子としてはかなり高い身長。

　平凡な俺とは雲泥の差がある、神々しい程の美び貌ぼう。

　もはや、神がかり的な程の美人だった。

「……なんだアイリスか……」

「アイリスかじゃないわよ！　早く起きなさい！」

「ええ？　今日ってなんかあったっけ？」

「今日は全校生徒が神しん剣けん選定を受ける日でしょ？」

「ああ、なんだそれか……もう全くもって俺には関係の無い行事じゃん」

「そんなのやってみないと解わからないでしょうが！」

「ああ、ハイハイ。解りましたよっと」

　俺は中庭の芝生から身を起こすと、頭を搔かきながら立ち上がる。

　神剣選定とは、この学園内で定期的に行われる恒例行事の一つだった。

　目的は、神剣……正式名、聖せい光こう剣けんエクスキャリバーの所有者に相応ふさわしい者を見つけ出す事。















　実は歴史上、この世界は何度か人類滅亡の危機に瀕ひんしていた。

　理由は解わからないが、人間を一人残らず抹まつ殺さつしようとする魔王が、突然現れるのだ。

　魔王は、現れる度たびに、殆ほとんど例外無く、人類を滅亡寸前まで追い込む程、非常識な力を持っていたのだが、人類が滅亡する事は無かった。

　突発的に現れる魔王は、その都度、突然誕生した勇者が、悉ことごとく打倒してきたからだ。

　魔王は何度倒されようが、長い年月をかけて必ず復活を果たす不滅の存在らしい。

　しかし、復活した魔王は、その都度、新たに誕生した勇者が倒している。

　その歴代の勇者が、魔王を倒す際に使用していたのが、聖せい光こう剣けんエクスキャリバーだ。

　そして、俺達が所属している王立士官学校は、五百年ほど前に魔王を倒し、今の王国を支配している王族の初代国王でもある、先代の勇者が設立した。

　次代の勇者が出現した時、その勇者の手元に聖光剣を届ける為ために。




　俺は、この世界に住む人間なら誰でも知っている、おとぎ話のような歴史的事実を思い浮かべながら、アイリスと並んで校内を歩く。

　ちなみに、アイリスは俺の同級生の中でぶっちぎりの成績上位者であり、主席候補筆頭になる程に優秀な女生徒だ。

　才色兼備を絵に描いたような彼女が、成績最下位の俺と会話している、という光景は、他の学生にとっては奇妙以外の何物でもないだろう。

　しかし、俺はわかっていた。

　アイリスが、決して自分に好感を持っているから接している訳ではないという事を。

　俺とアイリスはこの王立士官学校に同時に入学し、二年間同じクラスだった。

　だから俺はなんとなく彼女の行動を観察している内に、彼女の性質、と呼べるものを理解していた。

　アイリスは単に、常じよう軌きを逸いつした潔けつ癖ぺき症しようであるだけだ。

　同級生の中で最も好成績で、身体能力も抜ばつ群ぐんに高く、容姿にも優れているという、非の打ちどころの無い特長を持ちながらも、常に誰に対しても優しく接するように自ら心がけている。

　しかし、それを他の学生にも強要するのだ。

　真面目まじめに授業を受けて、勉強と鍛たん錬れんに励はげみ、同級生に対しても優しく振る舞う。

　そんな自分自身の行動パターンを、自分以外の全すべての人間に求める。

　成績や運動能力で劣る者を虐いじめる学生なんてのは論外だが、彼女は不ふ真面目まじめな学生を見つける度に、血相を変えて注意勧告し、無視した場合は鉄てつ拳けん制裁も辞さない。

　俺は、貴族出身者である事を鼻にかけ、他の学生を支配し、統とう括かつしていた学生をアイリスが半殺しにしている所を見た事がある。

　イジメの現場など、彼女が目撃した瞬間には血の雨が降るのだ。

　ここまで来ると、潔けつ癖ぺき症しようを通り越した、正しさの権ごん化げ、と呼べる類たぐいの性質だ。

　普通、アイリスみたいなタイプの学生は、他の学生に排除されるのだが、彼女の場合、そんな他者からの攻撃や拒絶を一つ残らず跳ね返せるだけの、ぶっちぎりの力が有った。

「……神しん剣けんってヤツは、何を基準にして持ち主を選ぶのかなあ？」

　俺は、隣を歩くアイリスが腰に帯びている剣を見て呟つぶやく。

　アイリスが持っている剣は、神剣だった。

　と言っても、聖せい光こう剣けんではない。

　聖光剣の姉妹剣である、十二本の神剣の内の一つらしい。

　名前は確か、氷ひよう結けつ剣けんだ。

「さあ。私は入学と同時に所有者と認められたけど、他の神剣を所有している人たちも、みんな自分が選ばれた理由は解わからないそうよ」

「お前なんか画えに描いたような優等生だけどよ、明らかに相応ふさわしくないヤツも選ばれたりしてたよな？」

「誰の事？」

「ヒース王子様」

「ああ……。まあ、ノーコメント、という事にしとくわ」

　ヒース王子とは、現国王の息子の一人で、俺やアイリスの同級生で、自分の身分を鼻にかけて同級生を支配し、気に入らない者を虐いじめる学生の筆頭だった。

　そして、アイリスが在学中に最も多く衝突した学生の一人でもある。

　そんなヒースもまた、神剣に所有者と認められている者の一人だ。

「とにかく、今日は全校生徒が聖光剣に触れる行事が有るんだから、貴方あなたもちゃんと参加しなさい」

「俺、あの神剣に何回か触った事あるけどさあ、毎回無反応だよ？　今さら参加する意味あるかなあ」

「万が一、という事もあるから定期的にやってるのよ」

「万が一って……それ、殆ほとんどゼロって事だろ……」




「ふわあ……」

　王立士官学校内にある礼拝堂に男子生徒が全員集まり、聖光剣エクスキャリバーが運ばれてくる。

　日頃、王家が厳重に管理している聖光剣は、年に数回、この礼拝堂にまで運ばれ、全校生徒が順番に手を触れる、という行事に使われる。

　学生の中に、聖せい光こう剣けんが所有者と認める勇者を選定する為ためだ。

　他の十二本の神しん剣けんも、この方法で所有者を決めたらしい。

　十二本の神剣は、それぞれが凄すさまじい力を持っており、所有者を文字通り、一騎当千の戦士に変える。

　つまりアイリスやヒース王子みたいな神剣の姉妹剣を所有する学生は、他の学生とは一線を画した力を持っているのである。

　だから、校内で傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞えるのだ。

　ちなみに成績最下位でありながら、そんな二人からのイジメと注意を完全に無視している俺は、かなり悪目立ちしている。

　俺は欠伸あくびをしながら、聖光剣に触れていく学生を見つめていた。

　どうせ自分が選ばれる訳がないので、こんな行事には一切興味が無い。

　最強の神剣である聖光剣エクスキャリバーは、何と一本で他の十二本全すべてを合わせても及ばない程の力を持っているらしい。

　所有者は、完全無欠の勇者になる。

　そんな凄まじい力を持つ剣が、士官学校で成績最下位である自分を所有者に選ぶ訳が無い。

　もし選ぶとすれば、悪趣味極まりないだろう。

　どうせなら、アイリスみたいに、超が付く程真面目まじめで、他人に優しくする事を美徳とするような者を所有者に選べば良いのだ。

「……つうか、何で聖光剣の神剣選定は男子生徒だけでやるんだ？」

　神剣選定の最中、暇を持て余した俺は、欠伸を嚙かみ殺ころしながら呟つぶやいた。

「……そんな事も知らないでこの学校に通っていたのか、お前は」

　すると、隣で腕を組みながら座っていた男子生徒があきれ顔で俺を見ていた。

　黄色の燕えん尾び服ふくと白いズボンをまとった、長身瘦そう軀く、金髪碧へき眼がんの美男子野郎。

　神剣の内の一本、雷らい鳴めい剣けんに選ばれたヒース王子だ。

　他の男子生徒は、ヒース王子が礼拝堂の席に座っていると、気を遣って両隣には座らないようにしているのだが、俺は単純に席が空いてるから座ってやった。

　周りの生徒はヒース王子の隣に俺が座った瞬間、何な故ぜかドン引きしていたが。

「聖光剣は、他の姉妹剣と違ってこれまで男しか所有者に選んでいない。歴代の魔王討とう伐ばつ者……つまり勇者は全員が男だ」

「へえ……じゃあ、何でお前は毎回聖光剣に触らないの？」

「……複数の神剣から、同時に所有者に選ばれた者もいない。だから、雷鳴剣に選ばれた僕が、聖光剣に所有者と認められる可能性は無いんだ」

「はあ？　じゃあ何でお前とアイリスって毎回神剣選定に来てんの？」

「神しん剣けんの姉妹剣に所有者と認められた者は、勇者を補佐するのが通例だ。勇者誕生の瞬間を見逃す訳にもいかんだろう」

「一回触って無反応だった俺らが、何回も触る機会があるのは何で？」

「……この学校で文武に励はげんで成長すれば選ばれる可能性があるからだ」

　何を今さら、と言いたげに、ヒース王子は心底、俺に対してあきれ返っている様子だった。

　毎回、聖せい光こう剣けんが無反応だったから、無関心になってただけなんだけど。

「次、クロウの番だぞ」

　そんな事を考えている間に、聖光剣の傍かたわらに立っていた赤毛の教官から声をかけられる。

「早く来いや。やるだけ無駄だろうけど。万が一があるかもしれねえから」

　赤毛の教官がそう言った瞬間、礼拝堂内に、どっと笑い声が響く。

　その教官は、俺よりも頭一つ分くらい身長が低い、小柄な少女だった。

　というよりも、結構な年齢の筈はずだが、少女にしか見えない程、童顔の女性だった。

　名前はカトレア。

　彼女もまた、神剣の一つである爆ばく炎えん剣けんに所有者と認められていた。

　そして、教官の中でも特殊な赤い燕えん尾び服ふくと白いタイトなズボンをまとっている。

　アイリスとヒースが着ている制服と色違いだが、実は二人が着ている制服は、神剣に所有者と認められた者のみが着用を許される、由緒正しい物だったりする。

　まあ、ごく普通の学生である俺には、一切関係の無い服だ。

　俺は聖光剣に触れる為ため、礼拝堂内にある台座に上る。

　その際、カトレア教官をちらりと見つめた。

　赤い髪。赤い瞳ひとみ。童顔で、小柄な体形。

　そして、

「ああ？　テメエ何見下ろしてんだクロウ。アタシを見下ろしてんじゃねえぞ。お前に上から見下ろされるとムカつくんだよ」

　大人げの欠片かけらもない物言い。

　この教官を見る度たびに、神剣が一体何を基準に所有者を認めているのか、全くもって理解出来ない。

　まあ、実はこの教官が士官学校にいるおかげで、校内の秩ちつ序じよは保たもたれているのだが。

　この人も、口は悪いが、アイリスと同じで学生同士のケンカやイジメは徹底的に止めようとする人格者だ。

　俺が知っている神剣の所有者は、アイリス、ヒース、カトレア教官の三人だけで、実際に使われている所を見た事があるのも、その三人が持つ神剣だけだった。

　だから、他に存在している九本の神剣がどれ程の力を秘めているかは知らないが、俺の見立てでは、聖せい光こう剣けん以外の神しん剣けんを所有している者同士の力はほぼ同程度。

　カトレア教官とアイリスの方針が一致している以上、同じ力を持つヒース王子も下手な事は出来なかったのだ。

「ほら。聖光剣に触りな」

「……」

　台座の上にある机に置かれた聖光剣を、俺はまじまじと見た。

　柄つか尻じりに銀色の宝玉が埋め込まれ、刀身、鍔つば、柄全すべてがキラキラと淡あわく輝いている。

　まるで白銀で作られた十字架のような形状のそれは、とても大昔から継けい承しようされてきた物には見えない。

　刃こぼれや、錆さびの類たぐいが一切無いからだ。

　こんな機会が無ければ、一生お目にかかれない程のお宝なわけだが。その神々しさは、確かに世界を何度も魔王の脅きよう威いから救ってきただけの事はあるように見える。

「……」

　神剣選定は年に数回行われるから、俺は何度もこの聖光剣に触れてきた。

　勇者が聖光剣に触れれば、その刀身は太陽のように輝くらしい。

　俺は、他の学生が順番に手を触れた聖光剣の柄を握り締めて、持ち上げてみる。

「……」

　聖光剣は微み塵じんも発光しない。

　何の反応も示さない。

　俺は溜ため息いきを吐ついた。

　何度経験しても、本音ではガッカリしてしまう。

　子供の頃から、世界を魔王から救ってきた勇者には漠然とした憧あこがれがあった。

　まあ、普通の男の子は大なり小なりそうだろう。

　だから、この聖光剣の柄を握り締める度たびに、ひょっとして、もしかしたら、刀身が光ったりしないかと、少しだけ期待してしまうのだが──

「……無理か」

　やはり、聖光剣の刀身は発光しない。

　伝説の勇者にしか扱えない神剣が、自分を選ぶ訳が無いのだ。

　そんな都合の良い話が……。

〈はあ……〉

　聖光剣から、声が聞こえた。

「っ!?」

　俺は思わず絶句し、聖光剣を手から落としてしまう。

〈っわ！　もうちょっと丁寧に扱ってくださいよ……全く……その他大勢の分際で〉

「うお!?　け、剣が喋しやべった！　教官！　この剣喋りましたよ！」

〈……え？〉

　俺が慌てふためいていると、

「はあ？　何言ってんだお前？」

　カトレア教官は小首を可愛かわいらしく傾かしげた。

「いや、何言ってるって……この剣さっきから喋ってるんですよ！」

「……お前……疲れてるんじゃねえの？」

「はあ!?」

「いくら全校生徒からバカだアホだと言われても平然としてるから、ある意味すげえヤツだと思ってたが、案外陰で泣いてたりしてたのか？　お前」

「何の話だ！」

「いや、何の話って……。お前が、剣が喋ったとか言いだすからだろ」

「え？　教官にはこの剣の声が聞こえないんですか？」

「聞こえねえよ。アタシ別に病んでないもん」

「俺も別に病んでねえ！」

　既に聖せい光こう剣けんに触れた男子も、俺の後に触れる予定だった男子も、揃そろいも揃って俺を呆あきれ気ぎ味みに見つめ、「早く壇上から下りろよ」とか、「次俺の番なんだよ」とか言ってくる。

「うるさい！　静かにしろ！」

〈貴方あなた……〉

　俺が壇上で話していると、聖光剣から聞こえる声が、おずおずといった様子で言葉を発する。

〈私の声が……聞こえているのですか？〉

「え？　お、おう！　聞こえてるよ！」

〈なんて事……信じられない……貴方の名前は？〉

「クロウ。俺の名前はクロウだ」

〈クロウ、ですか……私は……〉

　そこでカトレア教官と、何な故ぜかアイリスまで心配そうに俺に近づいてきて、

「お、おいクロウ……お前本当に大丈夫か？」

「クロウ……貴方さっきから何を一人でブツブツと……」

　などと話しかけてきた。

「だからうるさいって！　今この剣と話してんだから黙ってろ！」

　そう言った瞬間、二人は本気で俺の正気を疑ったらしい。

「教官。私が無む理り矢や理りにでもクロウを医務室にまで運びます」

「おう、そうだな。今のコイツは相当ヤバい」

　アイリスは一瞬で俺の背後に立ち、首筋に手刀を当てる。

　俺はそれであっさりと昏こん倒とうするが、意識を失う寸前に、

〈クロウ……本当に私の声が聞こえているのなら……もう一度私に逢あいに来てください……。誰もいない時に、貴方あなたに話したい事が……〉

　そんな言葉が、聞こえた。




　その後。

　神しん剣けん選定の際、突然独ひとり言ごとを呟つぶやき始め、アイリスに気絶させられた俺は、本気で自分の正気を疑い始めていた。

　全校生徒が注目している最中、唐突に剣と会話しようとしたのだ。

　冷静になって考えれば、おかしいのは自分だ。

　聖せい光こう剣けんエクスキャリバーは、所有者である勇者が触れれば、刀身が強く発光するという話は聞いた事がある。

　しかし、いきなり言葉を発するなどという話は、聞いた事もない。

「……」

　俺は、医務室のベッドの上で天井を見つめ、一人考え込んでいた。

　聖光剣から、自分にしか聞こえない声が聞こえてくる。

　そう、聖光剣から聞こえる声は、自分にしか聞こえなかったのだ。

　こういう場合、可能性は二つある。





　１、自分こそ、聖光剣の所有者であり、勇者だった。

　２、心を病んだ事で聞こえる幻聴だった。






「……後者だな」

　俺は即座に結論を出した。

　やはりどう考えても自分が勇者である、という事は考えられない。

　歴代の勇者の事は、歴史の授業の際に何度か学んでいる。

　記録によれば、勇者はそれぞれが、文字通り数百年に一人の割合で産まれる伝説の英雄なのだという。

　一人一人の勇者の逸いつ話わは、それこそ英雄物語として成立するだろう。

　聖光剣がこれまで勇者に選んだ者達は、その誰もが波は乱らん万ばん丈じような生涯を乗り越え、世界を魔王の脅きよう威いから救ってきた。

　それに比べて、俺はあまりにも普通なのだ。

　端的に述べれば、ショボイ。

　それを自覚している為ため、俺は自分が勇者である可能性がゼロだと思っている。

「……よし！　アレは幻聴だ。忘れよう！」

　こうして俺は、聖せい光こう剣けんから聞こえた声の事を忘れようと決心し、元の学生生活に戻る事にした。

　しかし……。




〈クロウ～、クロウ～〉

「……」

〈クロウ～、クロウ～〉

　神しん剣けん選定の翌日から、幻聴は四六時中、どこでも俺を襲うようになった。

〈クロウ～。返事をしてください～。クロウ～〉

「……」

〈クロウ～、クロウ～、ク～ロ～ウ～〉

　まずい事になった。

　非常にまずい。

　俺の名前を呼ぶ声が、常に聞こえてくるのだ。

　授業中も、食事中も、睡眠時も、

〈クロウ～、クロウ～、クロウ～〉

　僅わずか一週間で、俺はノイローゼ気味になってしまった。




　授業に出る事すらままならなくなり、俺は寮の自室で横になっていた。

　まあ、元々まともに授業は受けてなかったけど。

　王立士官学校は全寮制で、校舎は小さめの城下町に匹ひつ敵てきするほど広大だ。

　もちろん学生が住む寮も巨大だが、さすがに全校生徒に一人一部屋を与える程の広さは無い。

　俺が住む寮は、一部屋につき、四人の生徒が住んでいる。

　独房のような狭い部屋に二段ベッドを二つ置いただけの部屋が、寮には数百単位である。

　しかし、今は授業中の為、寮内には俺しかいない。

「……」

　俺はここ数日の間、自分を襲う幻聴の事で思い悩んでいた。

　いくら自分がサボりの常習犯とはいえ、ここまで日常生活に支障をきたせば悩みもする。

　授業に出席したいとは微み塵じんも思わないが、食事や睡眠の最中に幻聴が聞こえるのはヤバい。

　一体これからどうすればいいんだろう。

　俺は真剣に悩み始めていた。

　その時、

〈ク～ロ～ウ～〉

　いつもの幻聴が始まると同時に、

〈やっと見つけた～〉

　銀髪の女が、寮の壁を通り抜けて、俺の眼前に現れた。

「ギャアアアアアアアアアアアアアア！」

　俺は悲鳴を上げた。

　二段ベッドの上の方に眠っていた自分の体に覆いかぶさるような形で、銀髪の女が、扉でも窓でも無く、壁を通り抜けて現れたのだ。

　普通に考えて、幽ゆう霊れいや悪魔の類たぐいが現れたようにしか思えない。

〈うご……おげ……〉

　しかも、現れた銀髪の女は、顔色がやたら悪く、見るからに苦しそうな表情なので、余計に不気味だった。

　よく見れば美人だし、胸が大きくウエストが括くびれたスタイル抜ばつ群ぐんの姿し態たいに、露出度の高いヘソ出しの鎧よろいという、防御力を上げたいのか下げたいのか良く解わからない物を着ている。

　なまめかしい、という形容しか出来ないのだが、

〈うげえ！　本体から離れすぎた……死ぬ……！〉

　ベッドの上で横になっている俺に対して馬乗りになった状態のまま、銀髪の女は今にも嘔おう吐としそうになっている。

「ひいいいいいいいいいい！」

　今度は幻聴だけでなく、幻覚まで現れてしまった。

　俺は誰もいない寮内で、一人悲鳴を上げ続けた。

〈は、早く……礼拝堂に来てください……そこで……待ってますから……〉

「え？」

〈ここは……私の本体から遠すぎて……苦しい……礼拝堂まで来てください……〉

「い、いや、でも……」

〈来ないなら……今よりもっと怖い思いをしていただく事になりま……オゲエ！〉

「いやああああああああああ！」

　銀髪の女が口から吐き出した物を、俺は顔面から思い切り浴びた。




「……」

　俺は言われるがまま、寮から、王立士官学校の中央部にある礼拝堂にまで移動した。

　アレを顔面から浴びせられた筈はずなのに、体は臭くないし汚れてもいない。

　つまり、あの女自体が幻である事は間違いないようだ。

　しかし、あの女の要求を無視する度胸が俺には無かった。

　俺は一人、誰もいない礼拝堂に入る。

　一週間前は全校生徒がクラス毎ごとに入っていき、聖せい光こう剣けんを順番に触るという神しん剣けん選定が行われた場所だが、今日は無人だった。

　一度に千人は入れる程の巨大な礼拝堂は、神剣選定時とは打って変わって静まりかえっていた。

「うげ！」

　その静まり返った礼拝堂の、大量に並べられた長なが椅い子すの一つに、座っていた。

　先ほどの、銀髪女が。

〈やっと来ましたか。待ちわびましたよ〉

　先ほどより顔色が良く、体調も良さそうだった。

　そして、冷静になって眺めてみると、その銀髪女はトンデモ無い美人だった。

　露出度の高い奇妙な鎧よろいが様になる程にスタイルが良いし、肌も異常に白い。

　その白い肌と、長く伸びた銀髪が、礼拝堂のステンドグラスから入る日の光を浴びてキラキラと輝き、人間離れした美び貌ぼうを際立たせている。

「……」












　おかしい。

　精神的にヤバい状態の自分が見ている幻覚にしては、クオリティが高すぎやしないだろうか？

　美術の授業で絵画や彫ちよう刻こくを制作した事もあるが、芸術家としての才能が微み塵じんも無いと、誰もが解わかる程度の作品しか産み出せなかった。

　仮に、俺が究極の美人を妄想して具現化させる魔術や超能力に目覚めたと仮定しても、こんな女が出現する事はないだろう。

　という事は、この女や、ここ最近聞こえていた幻聴は、実の所、幻聴や幻覚の類たぐいではないのではなかろうか。

「最近、俺を呼んでたのは君だったのか？」

〈はい。そうです〉

「君、一体何なんだ？」

〈ちゃんと説明しましょう。長い話になりますから、どうぞ座ってください〉

　そう言いながら、銀髪の女は自分が座っている長なが椅い子すをポンポンと叩たたく。

　隣に座れ、という事らしい。

　俺はおずおずと、銀髪女の隣に座る。

　すると女は唐突にふわりと舞いあがり、そのまま空中を浮遊し、俺の眼前でピタリと止まる。

「……！」

　その動きは、生身の人間ではなく、幽ゆう霊れいのようにしか見えない。

〈私は、聖せい光こう剣けんエクスキャリバーに宿る意志。剣の精霊ホリー〉

「え？　聖光剣って……あの聖光剣？」

〈はい〉

「一週間前に、学生全員で触った、あの聖光剣？」

〈そうです。聖光剣には、己の所有者に相応ふさわしい者を見つけ、育て、教え導き、最終的に魔王を打倒できる勇者に成長させる、という役目があります。だから、聖光剣には私という人格が必要だったのです〉

「はあ……」

〈仮に、聖光剣が単なる強力な兵器に過ぎないのなら、所有者が現れたとしても、その持ちうる性能を引き出す事は出来なかったでしょう。私という人格は、聖光剣の取り扱い説明書や、ガイドブックみたいなものだと思ってください〉

「……？」

〈しかし、私の姿を視認し、会話が出来るのは、聖光剣の所有者だけなのです。だから、代々の勇者は、周囲の者からは、度たび々たび独ひとり言ごとを呟つぶやく変わり者、と見なされていました〉

「え!?」

〈──私の姿が見えるのは勇者だけという事です〉

　恐る恐る話を聞いていた俺は、その時思わず大きく反応した。

　この女は、聖せい光こう剣けんに宿る意志であり、この女が見えて、会話を成立させる事が出来る者は、聖光剣の所有者のみ。

　つまり、この女が見えるのは勇者だけという事。

　俺は生なま唾つばを飲みながら、思わず前のめりになる。

「え？　え？　ちょっと待って。という事は、さっきから君が見えている俺って、ゆ、ゆ、勇者って事？」

〈違います〉

「違うんかい！」

　俺は礼拝堂の長なが椅い子すに座ったままずっこける、という器用な動きをする羽目になる。

「じゃあ何？　俺は何で君と話せてんの？」

〈さあ〉

「いや、さあって……。俺には君が見えてるし、こうやって会話も出来てるよね？　それで、君が見えるのは勇者だけなんだろ？　じゃあ俺って勇者なんじゃないの？」

〈違います〉

「……何でそこまで確信を持って否定するの？」

〈貴方あなたからは聖光剣の所有者としての素養を全く感じません。先日の神しん剣けん選定とやらが行われている最中にこの礼拝堂にいた、他の神剣を持っていた者達からは、それなりの素養を感じましたし、他の学生からも多少は見どころを感じましたが、貴方からは全く何も感じません〉

「……」

〈確信を持って言います。貴方は、この学校の生徒の中でも、特に勇者としての素養が無いと〉

「ああそうですか！　悪かったね！　勇者じゃなくて！」

〈別に悪くありません。大多数の人間は貴方と同程度の素養しかありませんから〉

「……で？　俺に何の用なの。俺には何の素養もありませんって言いたいだけ？」

〈まさか。もっと切実な要望があるに決まっているではありませんか〉

　そこでホリーは俺から視線をそらし、礼拝堂で祈りをささげるシスターのように、憂うれいを秘めた表情になる。

〈私は長い年月を聖光剣に宿る精霊として過ごしました。気の遠くなるような年月ですが、私の意識は常に覚かく醒せいしている訳ではありません〉

「眠ってる時もあるって事？」

〈そうです。考えてもみてください。聖せい光こう剣けんの所有者としか会話出来ない私が……数百年の間に一人しか誕生しない勇者としか会話出来ない私が、永久に等しい時間生き続ける事が出来ると思いますか？〉

「勇者がいないと、誰とも会話出来ないのか……」

〈ですから、私の意識が覚かく醒せいするのは、勇者が誕生した瞬間からなのです。そして、勇者が死ぬと同時に、私は眠りにつくのです〉

「へえ。今、君は覚醒してる訳だから、勇者はすでに生まれている？」

　視線をそらしていたホリーは俺を真まっ直すぐ見つめ、

〈はい。貴方あなたではありませんが〉

「……もうその勘違いはしてないから、話を前に進めようね……」

　俺が何気に傷つく発言をちくちくしてくる。

〈十年程前、私は東方から勇者が出現した事を感じ、意識が目覚めました。それから、勇者の気配は東方から感じ続けています〉

「つまり、次世代の勇者が東方にいて、その勇者は今十歳くらいな訳だ」

〈その通りです〉

「十年前から覚醒してたんなら、俺が入学した時には、君は既に目を覚ましてたんだろ？　何回か聖光剣に触ったけど、何で毎回無反応だったの？」

〈毎回って……この学校で定期的に行われている神しん剣けん選定の時ですか？〉

「そうそう。俺が入学してからも年に何回かやってたし」

〈あの恒例行事は完全に無意味ですよ。新入生ならともかく、既に聖光剣に触れた事のある在校生を集めて、定期的に聖光剣に触れさせても、結果は変わりません〉

　ホリーは俺が座っている長なが椅い子すをトンと蹴けるような仕草を見せる。

〈この学校に勇者がいない事は解わかってましたから、神剣選定の際は剣の中で大人しくしてたんです。勇者が近くに来るまでそうしているつもりでした〉

「今、国中の若者は十五歳になったら、この王立士官学校に入学するから、後五年もすればその勇者もここに来るんじゃないの？」

〈それでは間に合いません〉

「間に合わない？　何に？」

〈魔王の復活〉

　その時、俺は絶句した。

　魔王の復活。

　人類を滅亡させ、世界を滅ぼそうとしている魔の王。

　この世界の住民にとって、恐怖と忌き避ひの対象。

　歴代の勇者が、苦心して倒してきたにもかかわらず、いずれ必ず復活する不滅の王。

　その魔王が、

〈後五年で、魔王は復活します〉

　──もうすぐ復活する。

　自分が生きている間に復活する。

　魔王は世界を滅ぼそうとしている。

　しかし、実際に世界を滅ぼせた事は一度も無い。

　不滅の存在であり、何度倒しても蘇よみがえる魔の王は、復活する度たびに勇者が倒している。

　だから、この世界は滅亡を免れた。

　しかし、勇者が魔王を打倒するまでの間、このアルスガルド大陸には、人間を遥はるかに超える力を持つ魔物が、大挙して押し寄せてくるのだ。

　勇者や、それに準ずる力を持つ戦士ならば打倒できる。

　例えば、神しん剣けんを持つ者達ならば、魔物など何百体いても恐るるに足らないだろう。

　しかし、一般市民は違う。

　大多数の人間は、何も出来ずに皆殺しにされる。

　実際、過去に勇者が魔王討とう伐ばつに手間取った時は、人類が滅亡寸前にまで追い詰められたという記録が残っているのだ。

　この世界で生きている者達は、ほぼ例外無く、同じ事を心の奥底で願っている。

（どうか自分が生きている間に、魔王が復活しませんように）

「……」

　俺は全身から冷や汗を出し、無言で俯うつむいていた。

　他の誰かが、もうすぐ魔王が復活する、と言っても、俺は信じなかっただろう。

　魔王の復活するスパンは、一定じゃない。

　次にいつ、魔王が復活するかは誰にも解わからない。

　いや、正確に言えば、これまで魔王が出現した時期を計算すれば、ある程度の予想はつくかもしれない。

　しかし、そんな計算は誰もしなかった。

　いつ、魔王が復活するか解った所で、勇者以外に魔王を打倒できる存在はいないし、まして、魔王復活を阻そ止しする方法も無いのだから。

　だから、俺は誰が魔王復活を訴えても、信じない。いや、信じなかった。

　だが、これまで魔王を打倒してきた歴代の勇者が使った聖せい光こう剣けん。

　つまり、これまで幾いく度ども魔王を打倒してきた者達が、例外無く使用していた武器が、言葉を発し、告げたのだ。

　五年後に魔王が復活すると。

　この言葉を疑う程、俺はお気楽な思考をしていない。

「……ひょっとして、勇者がこの学校に来る前に、魔王が復活するかもしれないって事？」

〈そうです。それに、勇者がこの学校に入学するかどうかも疑わしいですね。ここ十年、私は校内の学生や教官の会話を聞いて、情報を収集していましたが、どうやら全すべての十五歳以上の国民が、ここに入学する訳ではないようですね？〉

「ああ……貧困層は学費を払えないから……」

〈仮に、勇者が貧困層だった場合、そもそも入学すらしないという事ですよ〉

「なんてこった……」

〈嘆かわしい。五百年前に、先代の勇者がこの学校を設立したのは、生まれてくる全ての子供に、一度は聖せい光こう剣けんに触れさせる為ためだったのに。全ての子供が私に触れる機会を与えられていれば、所有者に相応ふさわしい者は確実に選定出来た。この学校は、本来の目的を逸いつ脱だつしています〉

　そこまで話を聞いた時、俯うつむいていた俺は顔を上げてホリーを見つめる。

「あれ？　ひょっとして、君が俺を呼んだのは、その勇者をここに連れて来いって事？」

〈……話が早くて助かりますねえ〉

「なるほどなるほど！　俺がその勇者をここに連れてくれば！」

〈私は今から五年かけて、その勇者を鍛きたえます〉

「それで五年後に魔王を倒す！」

〈その段階で勇者は十五歳前後ですからねえ。ほぼ全盛期と言って良いでしょう。先代と同じく、短期間で魔王を倒せるかもしれません〉

「よし！　話は解わかったよ！　俺が君と勇者を会わせれば良いんだな！」

〈その通りです〉

　俺は立ち上がり、全身に力をみなぎらせた。

　自分自身が勇者でない、というのはガッカリする事実だったが、考えてみればラッキーじゃないか。

　勇者とは、世界を滅ぼす程の力を持つ魔王に戦いを挑み、打倒しなければならない存在なのだ。

　しかも、失敗すれば全人類が死ぬという状況で。

　俺のような凡ぼん人じんには、荷が重すぎるというものだ。

　だが、勇者を神しん剣けんの下に導く、というお遣いじみた事で、自分のような凡人が、世界の平和を守る立役者になれるというのなら、光栄の極みではないか。

「解ったよホリー。俺が勇者をここに連れてくる！」

〈ありがとうございます〉

「それで？　その勇者は何ど処この誰？　なんて町に住んでるの？　名前は？」

〈解りません〉

「…………は？」

　やる気が全身に満ち満ちていた俺は、しばし固まった。

「え？　今なんて言った？」

〈だから解わかりませんよ。会った事が無いんだから〉

「はあ!?　じゃあどうやって見つければ良いのさ!?」

〈ここから東方にいる、十歳ぐらいの子供を片っ端から連れてくれば良いでしょ〉

「多すぎるわ！　今人口何人だと思ってるの！」

〈何人ですか？〉

「アルスガルド大陸の総人口は三千万人だよ!?　この王都から東方にいる子供なんて、それこそ何万人もいるよ！」

〈うえ!?　マジですか!?〉

「せめて正確な位置くらい指定してくれないと、何年かけても勇者に会えないって……」

〈……クソが……その他大勢共がポコポコ子供作りやがるからややこしい事になってきやがった……〉

「え？」

〈毎回毎回、私がきっちり魔王を始末してやってるから生きてるだけの癖しやがって、平和になったらエロい事ばっかりしやがってクソ蛆うじ虫むし共が……〉

「ちょっと……」

〈こんな事になるくらいなら、前回の魔王討とう伐ばつを少し長引かせて、人間を間引きしとけば良かった……〉

「うおい！　すげえ暴言が出ちゃったよ!?　世界を何回も救ってくれた剣の精霊が言っちゃいけないセリフだよそれは！」

〈ところでクロウ。貴方あなたはこの王立士官学校の学生のようですが、身分は王族や地方貴族という事ですか？〉

「ん？　いいや。単なる一般市民だよ」

〈……では、大多数の民衆を動かすような権けん威いや権限は持っていない？〉

「持ってる訳ないでしょ」

〈よりにもよって何の役にも立たねえその他大勢にしか言葉通じねえのかよ……〉

「君さっきから口が悪いなあ！」

〈じゃあ、他の人間に、私との会話内容を説明して、東方にいる十歳前後の子供をここに呼びよせる、という事は出来そうですか？〉

「……ううん。多分それも無理だと思うなあ。俺ってお世せ辞じにも周りに信頼されてるとは言い難がたいんだよなあ。同級生の中で成績最下位だしさあ。この前、君と初めて会話した時も、幻聴が聞こえてる危ないヤツ扱いされたし」

〈……ちっ！　マジで使えねえよこのカス……〉

「……なあ。チョイチョイ俺に対する暴言吐くの止やめてくんない。さっきから地味に傷つくんですけど……」

〈……あ！　ごめんなさいクロウ。私は霊体なので、本音と建前を使い分ける事が出来ないのです。四六時中、頭に思い描いた事をダイレクトに伝えてしまいますので〉

「それはフォローになってないよね!?　さっきからの罵ば詈り雑ぞう言ごんがまごう事無き本音って事だもんね!?」

〈本当にごめんなさい。私はこれまで勇者……つまり、超天才児である上に、超絶美形だった殿方としか会話した事が無いので、貴方あなたのように才能も容よう貌ぼうも全く優れていないボンクラとの会話には慣れていないのです〉

「まったく謝罪になってねえ！　只ただの悪口にしかなってねえ！」

〈ご不快な点はご容赦ください。私もさっきから何の才能も無い人間との会話に強い不快感を催もよおしていますが、一時的な事だという事で我慢しています〉

「……もう良い。解わかったよ。解りましたよ。君が俺をどう思おうが知った事じゃないしね。とりあえず……」

　俺は顎あごに手を当て、考え込む。

　東方にいるという勇者の存在を感じる事が出来るのは、今、目の前にいるホリーのみだ。

　つまり、このホリーを勇者の近くに連れていく事が出来れば良いのではないだろうか。

「なあ、ホリー」

〈ああ？　その他大勢の分際でいきなり呼び捨てにしてんじゃねえぞこのタコ。身の程を弁わきまえろってんだよクソが〉

「……ホリーさん」

〈様付けしろボンクラ〉

「……ホリー様。君自身がこれから東方に向かって、勇者をここまで連れてくるって事は出来ないの？　さっき、寮で寝てた俺を起こした時みたいに」

〈出来りゃあとっくにやってるに決まってんだろうが。私は剣本体から離れられねえんだよ。バカかテメエ〉

「……」

　俺はこめかみのあたりの血管が浮かび上がり、軽い片頭痛が襲ってきたが、耐えた。

「さっきも調子悪そうだったしね。君って、剣本体から離れすぎると苦しいんだ？」

〈はい。勇者と剣本体が近くにいれば、私もかなり広範囲に移動できるようになるのですが、今の状況では、半径十数メートルが限界です。さっき貴方を呼びに行った時には、限界を超えましたので……〉

　思い切り吐と瀉しや物ぶつを顔面にかけられた事を思い出して、俺は顔をしかめた。

「……ん？　あれ？　という事は、今聖せい光こう剣けんってこの近くにあるって事？　王家が厳重に保管してる筈はずなのに」

〈ああ、聖光剣は日頃、この礼拝堂の地下室で保管されているんですよ。王家の城で保管されている、というのは、盗難防止の為ためのデマです。神しん剣けん選定の度たびに、剣を移動させるのも危険ですしね〉

「そうか……。まあ、君が聖光剣からあまり離れられないなら、剣自体を勇者の所に持って行くって手もあるけど、保管されてる剣を勝手に持ち運ぶ訳にも……」

〈それだ！〉

　ホリーは唐突に俺を指さし、ぱっと輝く笑顔を見せた。

〈貴方あなたが聖光剣を勇者のいる場所にまで運べば良いんですよ！　勇者に近づけば近づく程、私は勇者のいる場所を正確に摑つかめますし、目視すれば一発で解わかります〉

「いや、それは無理だよ。只ただの学生が聖光剣を持ち出す事は出来ないし、事情を王家に説明したって、許可が下りるとは思えない」

〈誰の許可も必要ありません。他ならぬ私が、聖光剣を持ち運ぶ事を許可しましょう〉

「……あのさあ。俺以外の誰にも姿が見えない君が許可したってねえ、何の意味も無いじゃないか。傍はたから見れば頭がイカレた学生が聖光剣を盗んだとしか思えないよ」

〈盗むのではありません。無断で持ち運ぶのです〉

「それを人間は盗むって言うんだよ！」

〈でも、他に手はありませんよ？　お願いしますクロウ〉

「でもなあ。聖光剣の盗難なんて、バレたら処刑されてもおかしくないんだよ？」

〈……別にコイツが処刑されても私が勇者と出会えるなら何の問題も無いんですけど、ここで私がコイツの生死に全く関心を示さないなんて事がバレたら、いくらこのボンクラでもキレるでしょう。仕方ない。ここは色仕掛けで落とす作戦に移行しよう……〉

「さっきから本心がダダ漏れだよ……全部丸聞こえだよ……」

　俺は思い切り溜ため息いきを吐ついた。

　しかし、俺はこの段階で覚悟を決めていた。

　どうせ何もしなければ、五年後に自分を含めた全すべての人間は死ぬのだ。

　数年かけて、話の通じるカトレア教官やアイリスを説得する、という手もあるが、この前の感じだと、本格的に頭がおかしくなったと思われるのがオチだ。

　なら、多少は危険を冒おかしてでも、状況を正確に解っている唯一の人間である自分が聖光剣を盗み出し、勇者の下に届けるべきなのだろう。

　それも、早ければ早いほど良い。

「……凡ぼん人じんが魔王退治に貢献するのも楽じゃないよなあ……」

　独ひとり言ごとを呟つぶやく俺に対して、ホリーは何やら上目遣いになる。

〈ねえクロウ。実は私、貴方あなたの事が……あ、やっぱ無理。生理的に無理。でも色仕掛けしねえとコイツ動かねえしなあ……あ、あ、あ、貴方が、好きだから……勇者の所に連れて行ってくれたら……良い事してあげ……あげ……やっぱ無理。コイツ相手とか無理無理〉

「色仕掛けとかしなくて良いから……。もう解わかったよ。俺が君を勇者の所に連れて行くよ」

〈マジで？　こんなうわべだけの誘惑に引っ掛かるなんてチョロイなあ。このボンクラ〉

「……」

　耐えた。

　俺はホリーの発言に対して、腸はらわたが煮えくりかえったが、耐えた。








第二章　窃せつ盗とう犯はん




　俺とホリーは、礼拝堂の付近で人ひと気けが無い場所、時間帯を選び、何度も入念な打ち合わせをした。

　勇者の下に聖せい光こう剣けんを届けるために俺達が為なすべき事は、主に三つだ。

　王都から東方に向けて旅をするのに必要な金銭の確保。

　礼拝堂地下にある聖光剣エクスキャリバーの入手。

　そして、誰に見つかる事も無く、王立士官学校を脱出し、王都を出る。

「王都の周辺には、各地方に直結した街道がひしめいているんだ。あらゆる場所の物資、人材、金銭を容易に移動できるようにする、大動脈のような街道。旅をするなら、山あり谷ありの獣道じゃなく、その街道を利用した方が良いと思う。そして東方の街道沿いに移動していけば、勇者がいる正確な位置がつかめると思う」

　俺は礼拝堂に近い位置にある図書室で、地図をテーブルの上に広げる。

　ホリーは俺の傍かたわらでフワフワと浮遊しながら、地図を見つめていた。

〈東方には、どのような町が？〉

「山脈がひしめいてる土地柄で、主な移動手段は馬らしい。治めている地方貴族達の頂点に君臨しているのはゴーヤタンテル。独立思想は特に無いし、決まった額の税は王都に献上してるんだけど、なんていうかなあ、アウトロー気質があるんだ」

〈アウトロー？〉

「東方で一番大きい町は、ラバンギルドって町なんだけど、そこではあらゆるギャンブルが黙認されてるんだ。王国ではギャンブルは禁止されてるんだけどな。ラバンギルドだけは黙認されてる。収益の一部を税として治めてるから。それに、貧民層も多いから、周辺の地方にとっては、最大の奴ど隷れい供給地域だよ」

〈ますます、その周辺にいる勇者が士官学校に入学する可能性が低くなりましたね〉

「とりあえず、その町に向かって街道を進む事にしよう。君が勇者に近づけば近づく程、正確な所在が摑つかめるんだろ？」

〈その通りです〉

　俺は地図からホリーに視線を移す。

「次に、君の本体を手に入れる方法だ。君の本体は礼拝堂の地下にあるらしいけど、当然、警備は厳重だよな？」

〈そうでもありませんよ。見張りがいる訳でもありませんし。ただ、地下の宝物庫に収められていますので、当然、扉には鍵かぎがかかってます〉

「その鍵は、王家が管理してる？」

〈いえ。実は士官学校の教官が所有しています〉

「は？　誰？」

〈あの、童顔の赤毛女です〉

「ええ？　よりにもよってカトレア教官かよ……！」

〈当然、合鍵を持っている者は複数いるでしょうが、彼女に鍵の管理を任せるのが一番安全でしょう。なにせ、神しん剣けんに所有者と認められた者ですから〉

「教官が肌身離さず持ってるなら、盗とりようが無いんじゃ……」

〈いいえ。それもやり方次第ですよ〉

「やり方？」

〈私の体は霊体ですが、ある程度の重さなら持ち上げる事が出来ます〉

「は？　それなら、君が剣本体を運んで移動すれば良いんじゃ……」

〈物体を移動させるには、それなりの力が必要です。鍵くらいは持ち上げられますが、剣程の重量になると厳しいですね。勇者が近くにいれば、剣と言わず、大岩でも持ち上げて投げられますけどね〉

「鍵くらいは持ち上げられる……？　そうか。つまり君が、カトレア教官が持っている鍵を盗むんだな？」

〈そうです。こういう場合、貴方あなた以外に私の姿が見えない、という事が有利に働きます。しかし問題は、私が鍵かぎを彼女から盗んだ際に、鍵そのものが消えて見えなくなる訳ではないという事です〉

「ああ、じゃあ、ひとりでに鍵が動いて宙に浮いているように見えるのか」

〈それに、盗みを行う場所も限定されます。以前にも言いましたが、私が万全の状態で動けるのは、礼拝堂の周辺だけです。ですから、鍵を奪うばうのは、このあたりである事が望ましい〉

「それなら大丈夫だよ。俺が教官をここに誘いこめば良いんだから」

〈貴方あなたみたいなボンクラに女を誘う事など出来るのですか？　信じがたい話ですね〉

　常々、ホリーは会話の最中、俺に対して度たび々たび無礼な事を言ってくるな。

　若干慣れてきたが。

「カトレア教官が鍵を何ど処こに入れて持ち歩いてるかは知ってるの？」

　俺がそう聞くと、ホリーは自分の胸を親指でツンツンとつつく。

〈彼女が鍵を出し入れしている様子は何度も見てますから知ってますよ。懐ふところです〉

「じゃあ、俺がカトレア教官をここに連れてきて、適当に話をしてるから、その隙すきに鍵を盗んでくれ」

〈鍵を盗む瞬間はどうします？　彼女の懐から鍵を盗んだ瞬間が一番バレやすいのですが〉

「一瞬だけなら、俺がカトレア教官の視界を塞ふさぐよ」

〈はあ……なんだか不安ですけど、やるだけやってみますか〉

　ホリーの返事を聞きながら、俺は一つ気になっていた事を聞いてみた。

「そう言えばさ、カトレア教官とか、アイリスが持ってる神しん剣けん……」

〈爆ばく炎えん剣けんと氷ひよう結けつ剣けんですか？〉

「そうそう。あれも神剣だろ？　他の神剣にも、君みたいに所有者にしか見えない剣の精霊がいるの？」

〈……聖せい光こう剣けんを他の神剣と一緒にしないでください。聖光剣以外の神剣に、私ほど、高度な人格を宿らせた物は存在しません。所有者を選別し、特殊能力を使用可能にする意志はありますが、自立行動と会話は出来ません〉

「つまり、他の神剣に所有者と認められた連中でも、聖光剣に精霊が宿ってるとは夢にも思わないわけだな？」

〈そうですね。所しよ詮せん、他の神剣は活動時間に限界のある聖光剣を補助する為ために作られた物ですから、私が他の神剣に劣る要素など何も無いのです〉

「まあ、カトレア教官が君の存在に気付く可能性が無いなら、良いさ。さっそく始めよう」




　こうして、神剣の所有者の一人である、カトレア教官から鍵を盗む為の作戦は決行された。

　その日は、授業や訓練の無い休日。

　俺はホリーとの打ち合わせ通り、礼拝堂にカトレア教官を誘いだした。

　この場所に、カトレア教官を連れてきて、しばらくの間会話する。

　その際、俺がカトレア教官の視界を奪うばうと同時に、ホリーに対して合図をする。

　カトレア教官の視界が奪われている間に、ホリーは鍵かぎを盗む、という手て筈はずだ。




「……ったく。最近様子がおかしいと思ってたが、どういう風の吹きまわしだあ？　アタシと二人きりで話したいなんてよう……」

「まあまあ。たまには良いじゃないですか」

　俺はあっさりとカトレア教官を誘い出す事に成功していた。

「教官が迷惑って言うなら、断ってくれても良いですけど……」

「べ、別に迷惑だなんて言ってねえだろ……バカ野郎……」

　カトレア教官は、他の教官と違って出来の悪い生徒である俺と、何な故ぜか頻ひん繁ぱんに雑談をする。

　食堂でも、友達のいない俺が一人で飯を食っているのを見かねて、一緒に食事するくらいだ。

　声をかけたらあっさり来てくれる程仲良くしてくれるのはありがたいが、不ふ真面目まじめな生徒を見つけると、注意せずにはいられないアイリスとは別の意味で、よく解わからない人だ。

　俺は礼拝堂の天井付近を見上げ、ホリーが待機している事を確認する。

　一騎当千の実力を持つ、神しん剣けんの所有者の視界を塞ふさぐ。

　非常に困難だが、何とかするしかない。




　礼拝堂内の長なが椅い子すに、俺はカトレア教官と並んで座る。

　傍はたから見れば、身長差の所せ為いで、学生と教員には見えないだろう。

　カトレア教官から鍵を盗み出す機会を窺うかがっているホリーが、俺達の背後に立つ。

　立つといっても、霊体だからフワフワと浮遊しているが。

「で？　話ってなんだよ？」

「只ただの雑談なんですけどね。俺も、あと何ヶ月かで卒業するじゃないですか。だから、今の内に話しといた方が良いんじゃないかと思いまして」

「な、何を？」

　何故か、カトレア教官は若干オドオドしている。

「教官も知っての通り、俺は良い生徒ではありませんでした。勉強も訓練も、得意な事は何も無かったし、特に頑張った事もありません。教官の教え子の中でも、特別に出来が悪かったでしょう」

「そ、そんな事もねえぞ……。お前、成績は低かったけど、学園内でトラブルを起こさなかったし、教官に生意気な事も言わなかったし。お前より手のかかった生徒は大勢いたぜ」

　カトレア教官は、俺から視線をそらし、自分の髪をくるくると指でいじり始めた。

「むしろ、お前より手のかからなかった生徒はいないかもしれねえ。どの生徒も、大なり小なり、課題をやったり訓練をやらせると文句を言ったり逆らったりしやがる」

「俺はサボるのが上う手まかっただけですけどね」

　そこで俺は真剣な表情でカトレア教官を見つめた。

　視線をそらしていたカトレア教官は、戸惑い気味に俺を見上げる。

「な、なんだよ？」

「学校ってのは、閉鎖された空間だから牢ろう獄ごくと似てますよね。全寮制なら尚なお更さらだ」

「あ、ああ」

「当然、学生同士のケンカやイジメなんか日にち常じよう茶さ飯はん事じです。俺も、学校生活に耐え切れなくなって、実家に帰るヤツを何人も見てきました」

「そうだな。入学したヤツの半分以上が卒業出来ずに脱落しちまう。お前みたいに、特に体力も学力も根性もねえのに耐え抜いて卒業を迎えようってヤツは初めて見たぜ」

「教官のおかげです」

「は？　な、なんだよいきなり……」

「俺みたいな弱いヤツが、周りにイジメられなかったのは、教官みたいに、強くて優しい人がいたからですよ。俺だけじゃありません。教官が学生同士の私闘を禁止して取り締まってくれたから、半殺しにされずに済んだ学生は沢山いますよ。教官がいてくれて、本当に良かった」

「……そんな事……面と向かって言うなよ……バカ野郎……」

　カトレア教官は両りよう眼めに涙を浮かべ、俺から目をそらす。

　成功だ。

　こう見えて人一倍生徒想おもいで優しいカトレア教官は、面と向かって生徒から感謝の言葉をかけられると、すぐに泣く。

　卒業生を見送る度たびにすんすん泣く。

　その時、俺は背後にいたホリーを見て手招きする。

〈……え!?　このタイミングで鍵かぎをパクるんですか!?〉

　半眼になりながら俺達二人を見つめていたホリーは、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会であるこの瞬間に動きだそうとしていなかった。

　俺はホリーに対しては返事せずに、カトレア教官に白いハンカチを差し出す。

「こんな事は、ほとんどの学生が思ってる事ですよ。これからも、教官は学生を見守ってくださいね」

「うん……ありがとう……そんな事言ってくれた生徒はお前が初めてだよ」

　すんすんと泣いているカトレア教官が、俺の差し出したハンカチを手に取り、涙を拭ふいている間、俺はホリーに早くしろと激しく手招きする。

〈うわ～。コイツ最低だ～〉

　うるさいな。さっさとしろ。

　泣きやんだら鍵かぎを盗もうとしてるのがばれるじゃないか。

　ホリーはカトレア教官が着ている、赤い燕えん尾び服ふくの胸元から、礼拝堂地下にある宝物庫の鍵を抜きとる。

　そのカギを、ホリーは俺に渡そうとするが、それを俺は激しく手で制す。

〈……？　ああ、天井付近にいとけば、鍵が見つかる事はありませんか〉

　俺の意図を察したホリーは、盗んだ鍵を持ったまま、礼拝堂の天井付近までふわりと浮きあがる。

　俺以外の目には、鍵が勝手にカトレア教官の胸元から飛び出し、天井付近にまで浮かび上がったようにしか見えなかっただろう。

　まあ、誰も見ていないが。




　数分後、俺はカトレア教官がいなくなった後の礼拝堂内で、手に入れた鍵を握り、何度か宙に放ほうり投げながらもてあそぶ。












「何とかバレずに済んだなあ」

〈貴方あなた、最低のクソ野郎ですね。女を泣かせて懐ふところから目的のブツを盗んだら、あっさりと追い出して放置するなんて〉

「人聞きの悪い事言うなよ。ちゃんと宥なだめすかしてから帰ってもらったんだからな。そんな事よりも、今すぐ聖せい光こう剣けんを確保しておこう」

〈ほう。気が早いですねえ。今から東方に向けて旅立つ、という事ですか？〉

「いや、まだ旅の準備が済んでないから、それは無理だ。とりあえず、今は宝物庫から聖光剣を出して、誰にも見つからない場所に隠しておこう」

〈どうしてそんな事をする必要が？　旅の準備が出来た時に、宝物庫から出せば良いのでは？〉

「カトレア教官が鍵かぎを無くした事に気付いて、探し始めるとヤバイ。他に鍵を持ってる関係者に相談でもされて、宝物庫から剣を移動させるかもしれない」

〈なあるほど。カトレアが鍵の紛ふん失しつに気付く前に聖光剣を盗むのですか。では、その後鍵はどうしますか？〉

「今日中にカトレア教官に返すよ。『礼拝堂に落ちてましたけど、これって教官が落としたんですか？』って言えば、特に怪しまれないだろ」

〈……貴方、本当に最悪な人間ですね……〉




　カトレア教官から盗んだ鍵で入った礼拝堂の地下には、やたら広い地下迷宮があったが、ホリーに案内された俺は、あっさり宝物庫に辿たどりつき、聖光剣を盗み出せた。

〈感謝してくださいよ？　本当は迷子になるくらい複雑で、罠わなも沢山あったんですから〉

「そういう情報は地下に降りる前に言ってほしかったけどね……」

　その後、俺は盗みだした聖光剣を布で包み、校舎内の中庭に埋めた。

　そして、鍵はその日の内にカトレア教官に返した。

「うわ！　その鍵は！」

「礼拝堂に落ちてましたよ」

「そっかそっか！　拾ってくれたのか！　ありがとうな！　大事な物なんだよ」

　満面の笑みで自分を見つめるカトレア教官を見て、俺は胸が痛んだ。

　いつか、事情を説明して謝らないと。

　そうでなければ、罰が当たって死ぬような気がする。




「さて。次は金だ」

〈どうするんですか？　まさか私にスリの真ま似ね事ごとでもさせるつもりですか？〉

「まさか。そんな事はしない。貴族の金なんかいくら盗んでも構わないけど、人の金を盗むなんて最低の事だろ？」

〈じゃあ、どうするんですか？〉

「アイリスに借りる」

〈……さっきから気になってたんですけど、貴方あなたって結構女たらしじゃありませんか？　さっきの教官も、貴方と二人きりになる事にまんざらでもなさそうでしたが〉

「君は一々失礼だなあ。俺はこの学園で成績最下位なんだぜ？　女たらしなんかになれる訳ないだろ。貴族じゃあるまいし」

〈はあ……〉




「……は？　ソレどういう事？」

　アイリスは学園内にある図書室で、眉み間けんに皺しわを寄せた。

「頼むから金貸してくれ！」

「お金が必要な理由は？」

「それは言えない」

「貴方、私に使い道も教えられないお金を貸せって言うの？」

「そうだ。事情は後で説明するから、今は黙って金を貸してくれ！」

「馬鹿言わないでよ。人に頼み事をするんだから、それなりの誠意を見せなさい。何に使うお金なのかくらい教えなさいよ。理由如何いかんによっては、貸してあげなくもないわ」

「……それは言えない」

「だから何でよ！」

　アイリスは読みかけの本を乱暴に閉じると、机の上に放ほうり投げる。

「最近、何か一人でコソコソしてるし！　ブツブツ誰もいない場所で独ひとり言ごとを言ってるし！　貴方一体何をしてるの!?」

「……別に何もしてねえけど」

　俺は、平然と恍とぼけてみせる。

　これから、喋しやべる神しん剣けんと一緒に勇者探しの旅に出るのさ、なんて言えない。

「貴方ねえ、まさかとは思うけど、変な女に目を付けられて、誘惑されたりしてないわよね？　その女に貢みつぐつもり？」

「……」

　微妙に真実に近い事を言われたので、俺は口をつぐんだ。

　貢ぐ云うん々ぬんは別にして、変な女に目を付けられた、というのは事実だ。

　ちなみに、その変な女こと剣の精霊ホリーは、今も俺の背後に無言で佇たたずんでいる。

　周囲に他の生徒がいる時は極力話しかけないように言い含めていたからだが、アイリスの口ぶりだと、俺がホリーと会話しているのは周囲にバレバレだったみたいだ。

　独ひとり言ごとを言い続ける危ないヤツ認定をされつつあるようだ。

「ねえ、クロウ。私達もうすぐ卒業よ？」

「ああ、まあそうだな……」

　返事しながら、またアイリスの説教が始まりそうだなと、溜ため息いきを吐つきそうになったのをこらえる。

「貴方あなた、卒業間近に同級生から、使い道も教えられない金銭を借りるっていうのはどうなの？」

「だから、事情は後から説明するから……」

「私はねクロウ。別に貴方にお金を貸すのが嫌だから言ってるんじゃないの。貴方の将来が心配だから言ってるのよ」

　こういうセリフを本気で言うヤツだから、俺はアイリスと会話するのが面倒なのだ。

　いつもなら両耳を塞ふさぎながらダッシュで逃げて、後頭部を思い切り叩たたかれて終わりだが、今回ばかりはそういう訳にもいくまい。

　俺はこの女から金を貢みついで貰もらう必要があるのだから。

「そもそも、貴方はこの学校を卒業したらどうするつもりなの？　私みたいに地方の軍人になるの？　それとも王家の近衛このえを目指すの？」

　どっちにもなりたくない。

　というより、出来れば一生働きたくない。

　今そんな事を言えば鉄てつ拳けん制裁が待ってるだろうから黙ってるけど。

「この学校の卒業生は、皆、地方の関所や王都の軍部で立派な役職に付くわ」

「……」

　俺は心の底から面倒臭いなあ、と思いながら、アイリスの話を聞いていた。

「どうして王都にある学校でそんな人材を育てようとしてるか解わかる？　今、各地方の領主達は独自に徴ちよう税ぜい権けんを持っていて、一定の税を王家に収めれば、余った税は全部自分の物になるの。言わば、独立国みたいなものなのよ。つまり、今王家の影響力が損なわれると、各領主が自分の領地を広げる為ために、他の領地を攻めようとするかもしれない。その、攻められる可能性のある領地には、この王都ペンドラゴンも含まれるのよ？」

「……」

　相変わらず話が長い女だよなあ、まったく。

　黙って金だけ寄こせ、なんて言っても酷ひどい目に遭うだけだろうし。

　以前、俺が神しん剣けん選定の際に、初めてホリーの声を聞いた時、アイリスは何の躊ちゆう躇ちよも無く、俺の正気を疑って、首筋を叩いて失神させてくれたが、普通、同級生の男子を意識不明に出来るような手刀なんか絶対に使えねえよ。

　意識失うって、下手すりゃ死ぬし。

「…………つまり、今この国は内乱が起きてもおかしくない状況なの。私達王立士官学校の卒業生は、それを未然に防ぐために、各地に派遣されるのよ？　貴方あなただっていきなり戦争が始まるなんて嫌でしょ？　だったらもう少し危機感を持って生きてほしいわ」

「……」

　俺は思わず苦笑した。

　今の俺は、これ以上無いくらい、危機感を持って生きている。

　だって、五年後に魔王が復活するってのに、勇者の下に神しん剣けんが無いという事を知っているから。

　アイリスの言う、戦争や内乱を事前に防止するって話も、魔王復活という危機が判明すれば、全すべて飛んで行ってしまうだろう。

　なにせ、魔王は単独で人類を何度も滅亡寸前にまで追い詰めた存在なんだから。滅亡寸前まで人類が減れば、戦争すら出来なくなるだろうし。

　だが、そんな話を今アイリスにしても、また正気を疑われるだけだろう。

　どう話せば良いものか。

　口から出まかせを言って、金の使い道を偽っても良いのだが、コイツ相手の場合、噓うそがばれた時のリスクがデカすぎるのだ。

　病気の母の見舞いに行きたい、とか、死んでしまった父の葬そう儀ぎ代を、なんて噓をつけば、優しいアイリスは何も言わずに、こちらの言い値以上の金を渡してくれるだろうが、後からそれが噓だと解わかれば、俺はマジで殺される。

　つまり、使い道は後で教えるから、今は黙って金を貸してくれ、という言葉は曲げられない。

　そのあたりは生徒想おもいのカトレア教官とは違う。

　アイリスの潔けつ癖ぺき症しようは、他人の噓を許せない筈はずだ。

「……なあ、アイリス。お前が言ってる事って、全部後付けの理由なんじゃねえの？　ここは本来、神剣の使い手、つまり勇者が出現した時、そいつの手元に素早く神剣を渡す為ために作られた学校じゃなかったっけ？」

「クロウ……貴方……」

　何な故ぜか、アイリスは俺を感かん慨がい深げに見つめる。

「何も考えずに生きてると思ってたけど、ちゃんと危機意識とか持って生きていたのね？」

　いくらなんでも酷ひどすぎるんじゃないのコイツ。

　まあ、否定はしないが。

「そうね。今時、魔王復活がいつになるのか考えて生きている人はいないけど、いつかは必ず魔王が復活するのは、歴史が証明しているわ」

「この学校って、先代の勇者が作ったんだよな？　次の勇者が現れる時に備えて」

「……授業をサボりまくってたのに、よくそんな事まで知ってたわね？　そうよ。初代国王にして、先代の勇者がこの学校を建設したの」

　神しん剣けんが喋しやべって教えてくれたんだよ、なんて言えない。

「まあ、そこまでこの世界の事を考察出来てるなら、私から言うべき事はもう何も無いわ。貴方あなたが卒業後にどうするかは知らないけど、これからもお互いに頑張りましょう」

　そう言いながら、アイリスは爽さわやかな笑顔を向けて、俺に握手を求めてくる。

　俺は「ああ……」と言いながら反射的に握手に応じそうになるが、

「……って違う！　俺はこんな話がしたかったんじゃない！　金貸してくれって言ってるんだよ！」

「お金の使い道を言わないなら貸さないわよ」

「……まあ、理由も話さずに金だけ貸せってのも、虫が良い話だよな」

「当然よ」

「じゃあ、諦あきらめるよ」

「はあ!?　何でよ？　理由を説明したら貸してあげても良いって言ってるのに」

「言えないんだよ……。だからお前にしか頼めなかったんだけどな。まあ、お前が嫌なら別に無理にとは言わねえよ……」

　そう言いながら、俺は図書室から出て行こうとする。

　そんな俺に、アイリスは追いすがり、背後から肩を摑つかむ。

「待ちなさい！　別に嫌でも無理でもないわよ！」

「もう良いって……俺が悪かったんだ」

「いや、だから……ああ！　もう！　解わかったわよ！　貸してあげるわよ！」

「……」

　俺は知っている。

　アイリスは無欲な割に、神剣の所有者となった者達に贈おくられる特別手当によって高収入である事を。

　そして、その収入のほとんどを実家に対する仕送りと、貯金に回している事を。

　そのため彼女は割と気前良く、他人に対して資金援助をする。

　それに、アイリスは困っている人間を放ほうっておくことが出来ない性しよう分ぶんなので、押すよりも引いた方が、金を無心するには効果的なのだ。

　というか、長々と話してないで、さっさと引けば良かった。




「さて！　旅費も聖せい光こう剣けんも手に入った！　東方に向けて出発だな！」

〈貴方……本当に最低の男ですね〉








第三章　勇者との出会い




　王立士官学校内に保管されていた、意志を持つ神しん剣けん。聖せい光こう剣けんエクスキャリバー。

　その剣に宿る意志である、精霊ホリーと出会った俺は、ついに士官学校を抜けだし、勇者がいると思われる町にまで辿たどりついていた。

〈間違いありません。この町から、勇者の気配を強く感じます〉

「……」

　しかし、勇者がいるというその町を目前にしていても、俺は全く感かん慨がいにひたれず、ホリーに対して返事をしなかった。

　というより、返事をする気力を失っていた。

　黒を基調にした私服に着替えて、アイリスから借りた金を使って、乾燥パンや干し肉、野宿に使用する寝袋と外がい套とうを兼ねたマントを纏まとい、布に包んだ聖光剣を肩に担かついでいた俺は、落ちていた棒きれを杖つえがわりにして、焦燥しきっていた。

　理由は明白。

　三日間、飲まず食わずだったから。

　出発から早一ヶ月。

　用意していた携帯食はとっくに底をつき、当初、あちこちの村や町に立ちよって食料を補充しようとしていた俺の計画を完全に無視したホリーが、道順を勝手に変えて突き進んだ結果、俺は山あり谷ありの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを移動させられた挙あげ句く、遭そう難なん寸前の危機に見舞われた。

　さらには盗賊や熊くま、狼おおかみの襲撃を受けまくったのだ。

　文字通り、一ヶ月近く死ぬような思いをして辿りついた町が、なんと当初俺が街道を使って向かうと宣言していた東方の町、ラバンギルドだったのだ。

　全方位を城じよう壁へきで囲み、四方に街道に繫つながる門がある王都と違い、一ヶ所にだけ門がある城下町。

　城壁はあるにはあるが、王都ペンドラゴンに比べれば低い。

　付近には麦畑が広がり、町の住民らしき者達が畑仕事に勤いそしんでいるが、この城下町では盛んにギャンブルが行われているのが有名だ。

　──俺は知っている。

　この街ならば、街道を使えば徒歩十日の距離だったと。

　勇者の気配を感じるホリーの道案内を信じた所せ為いで、わざわざ悪路を選んだ事になったのだと。

〈ほらクロウ。バカみたいな顔で突っ立ってないで、早く町に入りましょうよ〉

「……」

　俺は、怒鳴りちらす気力も失っていた。

　ホリーは肉体を持っていない為ため、俺が疲ひ労ろう困こん憊ぱいかつ栄養失調気味である事に対して、全く共感してくれない。

「……なあ……悪いんだけど、町に入ったら、一いつ旦たん宿で休ませてもらって良いかな？」

〈はあ？　何も仕事してない癖に疲れたんですか？　ただ歩いただけで？〉

　ホリーの言葉を聞いて、俺は疲労と空腹を忘れてキレた。

「ただ歩いただけ!?　人間はねえ！　生きてるだけで疲れるようになってるんだよ！　まして、一日平均二十キロの道を、一ヶ月も歩き続けたんだよ俺は！　近頃の人間にとっては、稀まれに見る健けん脚きやくだよ！」

〈はあ……コレだからボンクラと旅をするのは嫌なんです〉

　倒れる寸前にまで追い詰められている俺に対して、ホリーは小馬鹿にしたように両手を広げて、やれやれ、みたいな仕草をみせる。

「最短距離で移動できなかった原因は君だからな！　本当はもっと楽に移動出来たんだよ！」

〈細かい事をネチネチと。あんな道乗り、勇者ならひとっ走りで走破出来ますよ。山も絶壁もピョーンと飛んだら飛び越えられますし〉

「数百年に一人生まれる天才児と一緒にしないでくんない!?」

〈ハイハイ。解わかりましたよ。町に入った後は宿で休んでいてください。勇者の方は私が探しますから〉

「え？　でも、剣本体と君ってあんまり離れられないんじゃ？」

〈これだけ勇者の近くに来れば、私の力も大分回復していますから、剣本体から、半径数百メートルは離れられますよ。出来れば、町の中心付近にある宿で休んでください。そうすれば、町の全域は無理ですけど、周囲をあらかた散さん策さく出来ますから〉

「解った。じゃあ、宿で休んでるよ……」




　俺はラバンギルド内にある宿で、久しぶりの食事を平らげると、泥のように眠った。

　マトモな食事も、ベッドの上での睡眠も久しぶりだった。

　ついでに言えば、ホリーがいない状態になるのも。

　なにせ、この一ヶ月、四六時中ホリーと一緒にいて、延々と口論しながら旅を続けた。

　悪路には入りたくない。街道を使って安全に移動したいという俺の要求を、ホリーは悉ことごとく無視した。

　彼女は、勇者の気配を感じる方角へ直進する事しか考えなかった。

　ホリーは、勇者となった者としか会話できない。

　そして、勇者の誕生と同時に目覚め、勇者の死と同時に眠りにつく。

　つまり、彼女は勇者という、魔王を打倒して世界を救う英雄としか接してこなかった存在なのだ。

　彼女の判断基準の全すべては、人間という存在の頂点。

　天才児の中の天才児としか話した事のないホリーは、やはり生理的に俺を受け付けない様子だった。

　悪路を進む事に、俺が悪戦苦闘する様子を見る度たびに、ホリーは歴代の勇者の凄すさまじい身体能力を引き合いに出して、あきれ返っていた。

　一ヶ月一緒にいたが、全くもって情が湧わかないようだ。

　そのくせ、俺と会話する事自体は止やめようとせず、聞いてもいない歴代の勇者達の武勇伝を、野宿の度に語っていた。

「……」

　爆ばく睡すい状態から、転寝うたたね状態になった俺は、うつらうつらしながらベッドの上で考え事を始めた。

　今頃、士官学校はどんな様子になっているのだろう。

　聖せい光こう剣けんの盗難が発覚すれば、学校どころか国中が大騒ぎになるだろうし、その場合、鍵かぎを管理していたカトレア教官に疑いや非難が集中する事になる。

　そうなれば、カトレア教官に鍵を返した俺が疑われるのは明白だ。

　なにせ、同級生から金を無心した後に、一ヶ月も雲隠れしたのだ。

　国宝とも言える聖光剣を盗み、どこかの商人に売りつけて儲もうけようとした、などという誤解を招けば、確実に処刑だ。

　そうなる可能性は、この旅が長引けば長引く程高くなる。

　とりあえず、聖光剣を勇者に渡した後は、早急に勇者を連れて王都に戻る必要があるだろう。

　まだ十歳児である勇者を、王都にいる権力者達に保護させる事を、ホリーも反対はしないだろうし。

　そうすれば、俺は重罪人として処刑どころか、勇者と聖光剣を引き合わせた功労者という扱いを受ける。

　と言うより、そうならないと困る。

　俺は王都内で貴族や同級生と一緒に出世競争をする趣味は無い。

　そんな面倒な事は御ご免めんだ。

　どうせなら、大きな手柄を一発であげて、適当な役所で、適当な役職を貰もらい、適当に仕事をしてのんびりしたい。

　勇者の役に立った功労者ならば、その程度の恩恵は貰えるだろう。

　俺が、そんなスローライフを思い浮かべていると、

〈クロオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！〉

　ホリーが宿の壁を通り抜けながら絶叫してきた。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　考え事をしていた最中に、突然現れたホリーに馬乗りになられた俺は悲鳴を上げる。

　俺は思わず、宿の窓の方に目を向けた。

　食事を済ませ、ベッドの上で横になった時には昼ごろだったが、今は夕方だった。

　どうやら、その間、ホリーは勇者を探し続けていたようだ。

〈クロウ起きてください！　大変な事態です！〉

「ど、どうしたんだよ？」

〈勇者を見つけたんです！　でも……〉

「でも？」

〈とにかく起きてください！　勇者がいる所に案内しますから！〉

「あ、ああ」

　俺は身支度を手早く済ませると、急いで宿を後にした。




「……はい？」

　俺は、ポカンと口を開け、間の抜けた表情のまま固まっていた。

　ホリーに案内され、現代の勇者──つまり、聖せい光こう剣けんの真の所有者が住んでいるという家を、他の建物の屋根の上から眺めていた。

　その家は、割と裕福なのか、かなり大きな屋敷だ。

　そして、ホリーが指さす人物を、こっそりと見つめた。

　言葉を話す剣と出会い、五年後に魔王が復活するという話を聞いたのだ。

　今さら、大概の事では驚かない。

　現代の勇者がどんな姿をして、どんな家に住んでいようが、全く驚かない自信が、俺にはあった。

　しかし、ホリーが勇者だと示す人物は、




　ボロボロのワンピースを着た、金髪の小さな女の子だった。




　ボロボロのワンピースを着ている少女は、桶おけを持って表通りを歩き、井戸水を汲くんで、自宅と思おぼしき建物の前に置かれた水みず瓶がめに補充していた。

　灰色のワンピースは汚れきっており、あちこちが破れてボロボロだった。

　本来であれば美しく輝いているであろう金色の頭髪はくすんで、無造作に伸ばされており、全く整えられていない。












　少女が勇者だとすれば年齢は十歳くらいの筈はずだが、発育が遅れているのか、小柄で、服から露出している手足も細い。

　表情は、まだ幼い少女とは思えない程暗く、常に俯うつむき加減だった。

　その様子を覗のぞき見みしていた俺は、隣にいるホリーに小声で話しかける。

「……いや、え？　あの子？　あの子が勇者？」

〈そうです！〉

「はあ？　いや、だってあれ、女の子じゃないか？」

〈そうですよ！　女の子です！〉

「歴代の勇者って全員男なんじゃなかったっけ？　記録に残ってないだけで、女もいたの？」

〈いやいやいや！　史上初なんですけど！　私、これまで女を相棒にして魔王を討とう伐ばつした事無いんですけど！〉

「なんだって!?」

　ホリーの方は、愕がく然ぜんとしていた。

〈おかしい……今回の覚かく醒せいはおかしいですよ。そもそも、貴方あなたのように勇者でもない者に私の姿が見える事自体がおかしいのに、これまで一度たりとも誕生しなかった女勇者が出現するなんて〉

「君が相手を錯覚で間違えている、という事は無いよな？」

〈ないですね。あの子が間違いなく私の所有者となる素養の持ち主です。断じて貴方あなたではありません。貴方の才能が一だとすれば、あの子は現段階で二千くらいです。しかも、伸びしろがあるので、最終的には万単位です〉

「うるせえな！　数字で実力差示すな！」




　とりあえず、俺は布に包まれていた聖せい光こう剣けんエクスキャリバーを手に持ち、ボロボロのワンピースを着ている少女に近づく。

「ねえ、君」

　そして、出来るだけ怪しまれないように作り笑顔を浮かべながら話しかける。

「ちょっと君にお願いがあるんだけどなあ……」

「……」

　少女は俺を一いち瞥べつすると、無言で通り過ぎた。

　そして、再び井戸水を汲くもうとする。

「いや、あのね。君の仕事を邪魔する気は無いんだ。ちょっと確認したい事があってね」

「……」

「悪いんだけど、ちょっとこの剣を握ってもらえないかなあ」

「……」

「別に何もしないから。ちょっとこの柄つかを握ってくれるだけで良いんだ」

「……」

「握るのが嫌なら、触るだけでも良いよ」

「……」

「ほら、指先でちょっと突っついてみるだけでいいからさ」

　すると少女は怯おびえた様子で、俺が差し出した聖光剣を避けて、自宅に向かって駆け去ってしまった。

〈……クロウ……握ってとか、触ってとか言いながら、幼女に棒状の物体を差し出す貴方は、まるで変質者のようですよ……〉

「うるせえな！　君が話しかければ良いんだろうが！　君の姿が見えるかどうか確認すれば一発なんだから！」

〈嫌ですよ。女と話した事一回たりともないし〉

「……ヤベエ……想像以上に今回の勇者の行く末に不安を覚える」

〈ああ、でもあの子、私の姿が見えてるみたいですよ。何回か目が合ってたし〉

「そうか。という事は、やっぱりあの子で間違いないのか」

〈あの子が聖せい光こう剣けんに触れれば、間違いなく刀身が発光するでしょうね〉

「……ん？　しかし、冷静に考えてみれば、そもそもどうやってあの子を連れ出せば良いんだ？　あの子の両親に事情を説明しても、誘拐目的の変質者が娘を連れて行こうとしているとしか思われないんじゃ……」

〈事情なんか説明しないでさっさと拉ら致ちすれば良いんですよ〉

「バカ言うな！　神しん剣けん泥棒に幼女誘拐まで罪状が増えるじゃないか！　命がいくつあっても足りないよ！」

〈あのねえクロウ。人類存亡がかかった重要案件ですよコレは。貴方あなた一人が罪を被かぶって処刑されるかもしれない……なんて事は些さ細さいな事です〉

「些細じゃねえよ！」

〈ああもう……面倒臭いなあ。何で貴方としか話せないんだろ。今度はどんなイケメンと相棒になれるのか楽しみにしてたのに、どうしてよりにもよってこんなボンクラと小便臭いメスガキとしか話せない状況になったのかなあ〉

「おおい！　俺の事はともかく相棒の事は可愛かわいがろうよ！　これから君とあの子がどれだけ協力できるかは、本気で人類の存亡に関かかわる事なんだろ!?」

〈そんな事言われてもねえ。可愛い男の子が美形の青年になり、渋い大人になり、いぶし銀の熟年になっていく様を観察するのが、私にとっては唯一の楽しみだったんですよ？　女がオバサンからクソババアに移行する様を数十年かけて観察して一体何を楽しめと言うんですか？〉

「コイツすげえ不ふ真面目まじめだ！　これまで何回も人類を魔王から救ってくれた剣なのに！　信じられねえくらい不真面目だ！」

〈何か世界を救うのにも飽きてきたし、もうこれは滅亡する方向で話を進めましょうかねえ〉

「飽きるな！」

　そこで俺ははたと気付く。

　道端で、他の者からは独ひとり言ごとにしか聞こえない口論をホリーと繰り広げていた為ため、町の住民は通り過ぎる度たびに、俺の事を頭のおかしいヤツを見るような、警戒心を帯びた目を向けていた。

　それは、これまで聖光剣の所有者となった者達全員が辿たどってきた道だったらしいが。

　その時、俺はパチンという音を聞いた。

　音のした方を見れば、勇者である筈はずの少女が、自宅と思おぼしき建物の前で、男に頰ほおを思い切り叩たたかれていた。

「何サボってやがんだクソガキ！　水みず汲くみもマトモに出来ねえのか！」

「……」

「何だその反抗的な目つきは！」

　再び、少女は男に頰ほおを叩たたかれる。

　少女が小柄だとはいえ、後方に向けて倒れる程の勢いだった。

「さっさと水みず汲くみを終わらせろ役立たずが！　それが終わったら飯の支度があるんだからな！」

　少女を引ひっ叩ぱたいていた男は、そう言い残して自宅を後にし、表通りを歩いて行った。

　その男の後ろ姿を眺めていたホリーは、隣にいる俺の肩に手を乗せる。

〈クロウ。特別に私を使う事を許可します。あの男をぶった切りなさい〉

「そんな事許可されても困るんだよ！　ま、まあ、ムカつくオッサンではあったけどな」

〈物語だったら名前も登場しないレベルのその他大勢の分際で、人類の至宝である勇者の頰を叩きやがって……八つ裂きにしても飽き足らない！　じっくり時間をかけて殺してから消し炭にしてやる……！〉

「あのオッサンが、父親なのかなあ？」

　言いながら俺は小走りになり、勇者である少女を殴った男を追いかける。

〈お？　お？　ぶった切る気になりましたか？　そうこなくては〉

　ホリーの言葉を無視し、俺は男に追いつくと、背後から声をかける。

「あのう、すいません。さっきから見てたんですけど」

「ああ!?」

「女の子をあんな風に叩くのは良くないと思いますよ？」

「テメエには関係ねえだろうが！」

「確かに関係はないですけど、あの子は娘さんなんじゃ……」

「娘な訳ねえだろうがボケ！　あのガキはうちが買い取った奴ど隷れいだよ！」

「奴隷!?」

「用もねえのに呼びとめてんじゃねえよクソガキが！」

　少女を殴った男は相当に短気なのか、俺に向かって拳こぶしを振り上げる。

「……」

　俺は咄とつ嗟さに身構えるが、

「っぎゃ！」

　あっさりと殴り飛ばされてしまった。

「っけ！　ガキが一人前の口利くんじゃねえよ」




　その日の晩、俺は泊まっていた宿に戻っていた。

〈クロウ……貴方あなた、いくらなんでも弱すぎませんか？〉

「ほっとけ！　どうせ俺は勇者じゃありませんよ！」

　俺は濡ぬれタオルで殴られた顔を押さえながらホリーを怒鳴りつける。

〈勇者ではないとはいえ、一応は士官学校の生徒なのでしょう？　一般人と喧けん嘩かして負ける程の戦闘力、というのはどうなんですか？　それとも、肉体派では無く、頭脳派というのですか？〉

「いいや？　成績は最下位だから、頭の方は腕っ節以上に自信無いけど？」

〈本当に、何の役にも立たない男なんですねえ……〉

「馬術だけはそれなりに得意だったんだけどね。後、夜目が利くから夜間の軍事訓練とかは結構こなせた」

　それよりも、と俺は付け加える。

「これからどうする？　あの女の子、あの家に買われた奴ど隷れいみたいだ」

〈奴隷とは、そもそも裕福な貴族や、地主が雑用を押しつける為ために雇う者達の事でしょう？　あの少女がいた家、そこまで裕福そうには見えませんでしたが〉

「ごく普通の農民とか町民も奴隷を買ったりするよ。最近は貧困層が多いから、孤こ児じとかが奴隷として安売りされてるんだ」

　ホリーは俺の話を、眉み間けんに皺しわをよせながら聞いていた。

「あとは、両親が死んだ子供は、親しん戚せきの家に預けられたりするけど、そこで奴隷と同じような扱いを受ける事も多い。俺の友達も、親が死んでから従兄弟いとこの家で生活するようになったけど、学校にも入れてもらえなくて、畑仕事と家事を毎日やらされてたよ」

〈……〉

「多分、あの女の子もそうなんじゃないかなあ」

〈……〉

　何な故ぜかホリーは、俺の話を黙りこんだまま聞いていた。

「ホリー？　どうしたんだよ」

〈私は……今まで何の為に人を守ってたんだろう〉

「は？」

〈先代勇者は、こんな差別のある世界を作りたくて、命をかけていたのでしょうか……〉

「……あのさあ、ホリー。この世界は良い所も悪い所もあるけど、君が見てるのはまだほんの一部だよ？」

　珍しく、悲しそうな表情になっていたホリーは、小首を傾かしげながら俺を見つめる。

「そんな、一部分、世界のほんの一ひと欠片かけらを見ただけで、全否定するなよ」

〈別に、全否定はしていませんが、苦労して守った人類が、こんなに差別がまかり通る世界を形成しているのを見ると、空むなしくもなりますよ〉

「じゃあ、ホリーはどんな世界だったら満足するのさ」

〈どんな？　どんなって……。やはり……全すべての人間が、等しく幸福に過ごせる世界、でしょうか。多数の幸福を守る為ためだったと思えば、魔王との死闘も乗り越えた甲か斐いがあります〉

「美形男子を相棒にする事だけが楽しみとか言ってたくせに良く言うよ……」

　何やら深刻に悩んでいるような表情を見せていたホリーは、顔を真っ赤にした。

〈うっさいですね！　ボンクラの癖に！〉

「じゃあ、あの子と一緒にそんな世界を作ればいいんじゃないの？」

〈は？〉

「あの女の子と一緒に魔王を倒して、あの子を英雄にした後、世界を変えるんだよ。そりゃあ、全すべての問題をあの子一人で解決するのは無理だろうけどさ。この世界は魔王を倒した勇者に対してはかなり優遇するでしょ。なにせ、今の王家の初代国王は、先代の勇者だったんだから。じゃあ、あの子に新しい支配者になってもらって、少しでも世界の問題を改善してもらったら？」

〈……〉

「君が望む世界だろ？　君が自分で作りなよ」

〈……〉

　ホリーは返事もせず、黙ったまま固まっていた。

　何やら、きょとんとした様子で俺を見つめている。

　はて、俺は何かおかしな事を言ったのだろうか。

〈……まあ、それも、あの少女を連れ出す事が出来たらの話ですよ。クロウ、これからどうします？〉

「あの女の子が奴ど隷れいって事は、かえって好都合かも」

〈どういう意味です？〉

「両親とか、親しん戚せきを説得して連れ出す必要もないって事。あの子を買った時以上の代金を払えば、あっさり譲られると思うよ」

〈はあ？　貴方あなた、あの子を金で買う気ですか？〉

「人権侵害だと思う？」

〈そんな面倒な事をせずに、あの子の雇い主である男を、私を使ってぶった切れば良いじゃないですか〉

「良くねえよ！」

〈じゃあ、お金はどうやって用意するんですか？　ここに来るまでに旅費は殆ほとんど使いきりましたけど〉

「ここはギャンブルが盛んな町だって言っただろ？　君と俺で金を稼ぐってのはどうかな？」

〈どうやって？〉

「君の姿は、俺以外の人間には見えないんだろ？　じゃあ、例えばポーカーをやる時に、君が俺の対戦相手の手札を覗のぞいて俺に報告すれば良いんじゃない？　掛け金のレイズとコール、フォールドのタイミングが完かん璧ぺきになると思うけど」

〈相手がイカサマ使った時に対処不可能になりますよ。知っての通り、私をイカサマに参加させるのは不可能です。カードが勝手に宙を舞うように見えますから〉

「……君をイカサマに参加……」

　そこでふと、俺は顎あごに手を当てて考え込む。

　俺はさっきまで、ホリーと協力する事で、ギャンブルを行う際に有利に立ち回ろうとしていた。

　自他共に認める凡ぼん人じんである俺だけにあって、他の人間に無いもの。

　それはホリーの姿が見えて、声が聞こえる。ただそれだけである。

　体力、知力に加えて、おそらくは運気も普通。

　つまり、ありとあらゆるギャンブルが合法化されているこのラバンギルドにおいて、百ひやく戦せん錬れん磨まのギャンブラー達に勝てる要素など皆無なのだ。

　ギャンブルにおいて、勝利するのに必要な要素。

　常じよう軌きを逸いつした強運。

　もしくは絶対にばれないイカサマ。

　今、俺は図らずも、自分以外の誰にも姿が見えない存在、剣の精霊ホリーと協力関係にある。

　それは、ひょっとすると、ギャンブルに勝利する為ための要素が二つとも揃そろっている事を意味するのかもしれない。

「……ホリー。君は、ある程度の重さの物なら持ち上げる事が出来たよね？　カトレア教官から鍵かぎを盗んだ時みたいに」

〈ええ。今は勇者とかなり近くにいますから、もっと重い物でも動かせますよ〉

「もう一つ質問。君って、物を持ち上げたり動かしたりできるけど、建物の壁を通り抜けたりも出来たよね？」

〈私の体は実体がありませんからね。基本的に、幽ゆう霊れいみたいなものだと思ってください〉

「つまり……君は物体を通り抜ける事も、動かす事も出来るわけか……」

〈クロウ。さっきから何を考えているんですか？〉

「サイコロって知ってる？」

〈は？〉

「六面体で、それぞれの面に一から六の数だけ点が刻まれてるヤツで、ギャンブルに良く使う……」

〈いや、それぐらい知ってますよ〉

「だから、そのサイコロを使った出目勝負のギャンブルをしてさ、君が出目を操る事が出来るなら、確実に勝てるんじゃないかと」

〈はあ？　あなたまさか本気で私をギャンブルに使うつもりですか？〉

「駄目かな？」

〈いや、駄目というより、普通に驚きました。私にそんな要求をする勇者は過去に一人もいませんでしたから〉

　そう言いながら、何な故ぜかホリーは楽しそうに笑い始めた。

〈この私をギャンブルに使おうという発想は面白い……！　不ふ遜そんにも程がありますが、その着眼点は買いましょう〉

「そんな事褒められてもなあ……。それで、実際問題どう？　君はサイコロの目を自由に操れる？」

〈楽勝ですよ〉

　ホリーは、心底楽しそうに笑っている。

　何やら上機嫌そうだ。








第四章　ギャンブラー




　俺は町の雑貨屋で適当なサイコロを購入し、自分が宿泊している宿の中で、何度かホリーと一緒にサイコロを振る練習をしていた。

　ホリーは楽勝だと言っていたが、俺には何やら安心しきれないものがあった。

　確かに、俺以外にホリーを視認できる者がいない以上、イカサマがバレる可能性は限りなくゼロに近いし、仮にバレたとしても、イカサマの手段を看かん破ぱする事は不可能だ。

　まさか、無色透明の協力者が、サイコロの出目を操作している、などと言い募る者もいないだろうし。

　万が一、いたとしても、ホリーは他人に見えたり、触れられたりする存在ではない。

　いくら手探りで探されても、発見される事は無いのだ。

　しかし、俺が振ったサイコロの動きが奇妙だと思われたら、イカサマがバレる可能性は大いにある。

　イカサマを立証できなくても、何らかの手段でサイコロの出目を操作していると思われれば、賭と博ばく場を出入り禁止にされるかもしれない。

　まあ、こんな無法地帯に近いギャンブルが盛んな町の中で、白昼堂々とバレバレのイカサマを行えば、殺されてしまうのだが。

「……」

　俺は無言でサイコロをテーブルの上で転がし、ホリーはサイコロを摑つかみ、素早く六の目を出す。

　最初に行った時は不自然だったが、コツを摑んできたホリーは、任意の目を一瞬で出せるようになった。

〈どうですクロウ？　これほど素早く行えれば、不自然ではないでしょう〉

「うん……まあ、君の姿が見えなければね……」

〈大丈夫ですよ。貴方あなたのような例外を除けば、勇者以外に私を視認できる者はいません〉

「それは、あんまり心配してないけど……」

　俺はテーブルの上にあるサイコロを見つめたまま、腕を組んで考え込む。

　とりあえずやるだけやってみるしかないだろう。

　奴ど隷れい一人を買うのに十分な金額を集めれば、さっさと賭と博ばく場から出ていけば良いだけの事だ。




「……」

　俺の目測は甘かった。

　俺とホリーは町の中にある適当な賭博場に入り、そこでサイコロを使用した出目勝負を行った。

　サイコロの目をホリーが操作し、俺が賭かけに勝利出来るようにする。

　たしかにそのイカサマは、想定以上に上う手まくいった。

　やはり、ホリーの姿が俺以外の誰にも見えず、その上で物体を操作する事も透過する事も可能、という部分は大きかった。

　俺は終始、出目勝負で圧勝し続け、順調に金を稼ぐ事が出来た。

　その段階で賭博場を後にする、という予定だったのだが、何な故ぜか賭博場にいたギャンブラーや、従業員と思おぼしき者がわらわらと集まり、連戦連勝を繰り返す俺の賭けに注目するようになったのだ。

　──その時には、既に手遅れだった。

　俺は引き時を失い、腕に覚えのあるギャンブラーの挑戦を次から次に受ける羽目になっていた。

（ヤバい！　これ以上エスカレートすると大変な事になるぞ！　ホリー！　適当な所で負けよう！　もう金は十分集まったよ！）

　俺はサイコロの出目を操作しているホリーに対して、必死に目で訴えかけた。

　だが、ホリーは俺の振ったサイコロの目を、退屈そうな表情で六にする。

〈想定以上に上う手まくいってますねえ。楽勝です〉

（うおい！　勝ちすぎだって言ってんだよ！　いくらなんでもあからさまに怪しいんだよ！）

　口に出して指示を飛ばす訳にもいかず、必死に表情や身ぶりで自分の危機感を伝えようとしたのだが、ホリーは相手が振ったサイコロの目を一にした。

〈これ、なにげに一生金に困らない方法見つけたんじゃないですか？　クロウ〉

（だから勝ち方が極端だっての！　相手だってイカサマしてんのに、こんな勝ち方したらおかしいだろ！）

　ビビりまくっている俺の都合を完かん璧ぺきに無視したホリーが、適当にサイコロの目を操作している所せ為いで、いつの間にか尋じん常じようじゃない金額が集まっていた。

　俺のサイコロを振る動作を見てイカサマを見破ろうと、名うてのギャンブラーが周囲からガン見してくる。

　相手の手番が終わり、俺がサイコロを受け取ると、

「……う！」

　俺は思わずうめき声を上げた。

　この賭と博ばく場では、当然ながらサイコロの持ち込みは禁止されており、使用するサイコロは全すべてこの賭博場にある物だ。












　つまり、賭と博ばく場の経営者が用意したサイコロを使用するのだ。

　当然、この勝負もそうなのだが、今俺が渡されたサイコロは、普通のサイコロじゃなかった。

　明らかに、サイコロの角が丸い。

　出目が不均等になるような細工をしているのが解わかる。

　俺はイカサマに詳しい訳じゃないから、触っただけでどの目が出やすいように細工しているかまでは解らないが、おそらくは一～三の小さい目が出やすく、四～六が出にくいようにしている筈はずだ。

　この賭博場の経営者側の人間が、勝ちまくる俺に対して不利なサイコロを提供している。

　つまり、今俺と出目勝負している相手には、大きな目が出やすいサイコロを渡している筈なのだ。

（このサイコロを使用して勝つのはまずい！　ホリー！　面倒だからって六と一ばかり出してないで、もうちょっと色々な目が出るようにしてくれ！　ていうかもうそろそろ負けて良いんだよ！）

　そう願いながら、テーブルに投げられた俺のサイコロは、ホリーによって六の目が出た。

〈ふふふ。私って何をやらせても完かん璧ぺき〉

（うげ！　駄目だコイツ！　状況が全く解ってねえ！）

　案の上、相手が投げたサイコロの目は一になった。

　その瞬間、周囲にいた者達の雰囲気が変わる。

　明らかに、俺に対して殺気だっている。

　当然だろう。絶対にイカサマをしているのに、その方法が解らないのだから。

　俺は何度も、

「じゃ、俺はそろそろ……」

　と言って席を立とうとするが、その都度、賭博場の従業員に押さえつけられて、賭かけを続行させられる。

　ヤバいぞこれは。

　このまま賭け金が増え続ければ、この賭博場の経営が破たんするレベルにまで金が動く。

　そうなったら、ここにいる連中は俺のイカサマを見破る事を放棄して、有無を言わさず殺そうとするだろう。

　賭博場で生計を立てているような連中はそんなヤツばかりだ。多分。

（くっそおおおおおお！　もっとホリーと打ち合わせしとけばよかったよう！　もう帰りたいよう！）

　俺は半泣きになりながらサイコロを振り、その都度圧勝する。

　その間、次から次へと明らかにイカサマサイコロと思われる物を渡されるが、ホリーという勝利の女神が、見えない手で出目を操作出来る以上、俺に負けは無い。

　だが、こうなってくると、女神では無く死神だ。

（うわああ。今度はサイコロ内部に重りを仕込んで、出目を不均等にするヤツだよう……。一の目にしてくれホリー……）

　俺は半泣きで新たに渡されたサイコロを振る。

　これまでと同じく、ホリーが出目を操作して六の目が出る。

　しかし、

「お！」

　俺は思わず笑みを浮かべた。

　テーブルの上で六の目が出たサイコロは、即座に転がって別の目になる。

　どうやら、重量バランスのせいで絶対に六の目が出ないようになっているらしい。

　良かった。これで負けられる。

　俺が安心していると、あろう事かホリーはサイコロを指先で押さえつけて、無む理り矢や理り六の目で固定してしまった。

〈ふう……。危ない危ない。妙な動きをするサイコロですね〉

（うおおおおおおい！　物理的に不可能な現象を起こすんじゃない！　何やってんだああああ！）

　俺は絶望感に打ちひしがれながらホリーを見つめるが、当の本人は親指を立てながらドヤ顔で笑いかけてくる。

　その時、俺の近くにいた従業員の一人が、無言でテーブルからサイコロを手刀で落とす。

　サイコロが、派手な音を立てて床に落ちた。

「ひい！」

　俺は悲鳴を上げた。

　とうとう賭と博ばく場を運営している側がキレた。

　このままでは殺されるかもしれないと、俺が戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、

「失礼。このままでは公平な勝負が出来ませんな。あちらのテーブルに移動しましょう」

　と言いながら、賭博場の従業員らしき者達は俺の両脇を抱えあげ、無理矢理別のテーブルまで移動させる。

　もう帰りたいのだが、そんな要求は、もうすでに何度も無視された。

　新たな勝負の場として選ばれたテーブルは金属製で、渡されたサイコロも金属製だった。

（は！　こ、これは……！　多分磁石を仕込んだサイコロを使ったイカサマだ！）

　金属製のテーブルを使用し、磁石が仕込まれたサイコロを使用する事で、胴元が、自在に出目を操作する。

　もはや、なりふり構わず俺を敗北させようという腹らしい。

　というか俺は、必要な金額さえもらえたら、残りの勝ち分は返して良いんだが。

「完全に公平を期すため、双方のサイコロを投げるのは私、という事でよろしいですかな？」

　賭と博ばく場の従業員は、強こわ面もてで睨にらみつけながらそんな事を言ってくる。

　どういう理屈でこんな勝負を公平だと言っているんだ、とツッコミたいのは山々だが、ここで逆らっても意味は無い。

　俺は無言で頷うなずく。

「では、まずは少年の方のサイコロを……」

　賭博場の従業員は、金属製のサイコロを振る。

　サイコロは、殆ほとんど回転する事も無く一の目が出た。

　ホリーはそのサイコロの目を六に変更しようとするが、

〈……クロウ！　このサイコロ、全く動きません！〉

　ホリーは苦く悶もんの表情で金属製のサイコロを指先で摑つかんでいる。

（やった！　今のホリーの力じゃ動かせない程に強力な磁石を使ってたんだ！　これで俺は負けられる！）

　俺は、表面的には一の目が出て悔しい振りをしたが、心の中ではガッツポーズを決めていた。

「……」

　しかし、妙な話だ。

　聖せい光こう剣けんエクスキャリバーの所有者である勇者が近くにいない所せ為いで、ホリーの力が本調子ではないとはいえ、今のホリーの力は、普通の人間並みにはある筈はずだ。

　そのホリーが動かす事の出来ない程強力な磁石を使用して、一体どうやってサイコロを回収するのだろうか？

〈あ！〉

　俺がそんな疑念を抱いていると、ホリーは自分の頭を金属製のテーブルに突っ込みながら大声を上げた。

〈クロウ！　このテーブルの内部に、何やら鉄板を持った男が隠れていますよ！〉

　ホリーの言葉で、疑問が解けた。

　多分、サイコロを投げる時だけ磁石をテーブルの内側に貼はり付けておいて、サイコロを回収する段階で磁石を外してしまうのだ。

〈くうう！　なんて卑ひ怯きようなイカサマを！〉

　俺の隣でホリーは地じ団だん太だを踏んでいる。

　俺達の方がかなり卑怯なイカサマをしているとは思うが。

　まあ、これで俺の快進撃も終わり、ここの連中も機嫌が良くなるだろう。

　後は、手に入れた金が全すべて無くなる前に帰らせてもらえれば良い。

　俺が安心しながら、相手側のサイコロが振られるのを見守っていると、

「げ！」

　あろう事か、ホリーは金属製のサイコロがテーブルに触れる前に空中でキャッチし、無む理り矢や理り一の面を上にした状態でテーブルに押しつけた。

　そして、苦く悶もんの表情で裏返ろうとするサイコロを押さえている。

　その場にいた連中は全員が、信じられない物を見たかのようにサイコロを凝視している。

（ひいいいいいい！　止やめて止めて！　そんなに頑張って俺を勝たせないで！）

　当のホリーは俺の気持ちを完全に無視し、

〈大丈夫ですよクロウ。相手の手の内が解わかった以上、もう貴方あなたに敗北はあり得ません！〉

　その気持ちは本当にありがたいのだが、今となっては最高にありがた迷惑である。

　ホリーが金属製のテーブルと磁石入りのサイコロを使用した、賭と博ばく場の運営側が行うイカサマを攻略してしまった以上、そこから先のギャンブルは見るも無残なものだった。

　俺自身にサイコロを持たせる事すら禁止した運営側は、自分達自身が振ったサイコロによって、大量の金貨を俺に奪うばわれていく。

　膨大な量の金貨が俺の周囲に箱詰めされ、積み上げられていくが、俺自身は凄すさまじいプレッシャーにさらされている所せ為いで、今にも気絶してしまいそうだ。

　もう、今日はこの辺で引ひき揚あげようかな、などという次元の話ではない。

　この賭博場の運営側は、このまま俺の勝ち分を認めてしまえば、破は綻たんするだろう。

　本来、賭かけ事などは、勝負しているギャンブラー同士以外には関係の無い世界だ。

　しかし、そのギャンブラーの中には、運営側に勝つように仕向けられたサクラが紛まぎれている。

　さっきから俺と対戦して、有利なサイコロを渡されているヤツらがそうだ。

　そして、敗者からは全額をふんだくり、勝者からも一部の金を貰もらう。

　いつだって、ギャンブルというものは、やっている連中ではなく、運営しているヤツが絶対に儲もうかるようになっているのだ。

　そんな賭博場で、絶対に負けず、しかもバレないイカサマを行えば、最終的には、

「兄ちゃん……俺らの前で随ずい分ぶんと舐なめた事してくれたな……」

　リンチが待っている。

　あまりにも悪い方に状況が進む為ため、俺は周囲を取り囲んでくる強こわ面もての男達に対して、苦笑いを浮かべるしかなかった。




　その後、俺は頭から布袋をかぶせられ、全身をロープに縛られた状態で持ち上げられ、どこかに連れ去られてしまった。

　布袋が顔を覆っているので、自分が何ど処こに向かっているのかも解わからないし、肝心のホリーは、

〈あれ？　クロウ。これは何かの遊びですか？　場所を移動して別のギャンブルを？〉

　などと吞のん気きな事を言ってくるだけだ。

　万が一にも、ホリーの存在を露ろ呈ていさせる訳にもいかないので、俺は返事をしない。

　今のホリーの力では、俺を抱えて運んでいる男達を昏こん倒とうさせて、俺を助けるなどという芸当は出来ないだろう。

　最悪、このまま川に投げ入れられたり、山に埋められる羽目になるんだろうが、抵抗する気力も湧わいてこない。

　やっぱり、何の取り柄も無い俺が一念発起した所で、勇者による魔王の討とう伐ばつに貢献する事は不可能だったのだ。

　諦あきらめの境地に入った俺は、無抵抗に運ばれて行った。

　しばらくすると、俺はロープを切られて、布袋を外された。

　周囲の様子を窺うかがう。

　布で包んだ状態で肩に担かついでいた聖せい光こう剣けんも奪うばわれてしまった。

　幸い、聖光剣を奪った男が近くにいるので、傍かたわらには、ホリーもいる。

「……」

　俺が連れてこられた場所は、薄暗い路地裏だった。

　周囲には、明らかに裏街道を歩いていますよ、という雰囲気を持った男達がいる。

　そして目の前には、偉そうにふんぞり返った小太りの中年男がいる。

「兄ちゃん。随ずい分ぶんとうちの店で勝ちまくってくれたみたいだな」

　その言葉で、俺はこの中年男が、賭と博ばく場のオーナーである事に気付く。

「部下から報告は受けた。明らかにイカサマだが、その方法が全く解らんと」

「……」

　俺は無言で、この中年男の言葉を聞いていた。

　この連中が、俺を殺すつもりなら、既にやっている筈はずだ。

　こんな話をするという事は、俺に何らかの取引を持ちかけるという事かもしれない。

「普通、俺の店でイカサマなんぞしてくれた日には、即あの世に逝いってもらう事にしてるんだがなあ、絶対にバレないイカサマってんなら話は別だ。イカサマは、バレなきゃイカサマじゃねえ」

「……」

「兄ちゃん、もし、今この場でイカサマの手口を教えてくれるんなら、今日の兄ちゃんの勝ち分を黙って渡してやるよ」

　そうきたか。

　多分、コイツは俺のイカサマを、何らかの高等テクニックだと思っているようだ。

　そのイカサマの方法を知り、自分達の賭と博ばく場内で使用するイカサマに取り入れれば、ギャンブルの勝敗は意のままだろう。

　しかし、それは無理な話だ。

　今日、俺が行ったイカサマには、ホリーという存在が必要不可欠だ。

　勇者と合流する、という目的を果たす為ために動いているホリーに、今日行ったイカサマを連日連夜、一ヶ所に留とどまって行い続ける義理など無い。

　この連中に、俺が行ったイカサマの方法を、教えて提供する事は不可能だ。

「……俺は、イカサマをしていません」

　俺がそう言うと、周囲にいた男の一人が、背後から首筋にナイフを突きつけてくる。

「舐なめた口利いてんじゃねえぞクソガキが！　死にたくなかったら正直に吐けや！」

「そうですね。幸運の女神が、俺に微笑ほほえんでいるんじゃないんですか？」

　その瞬間、俺は背後から蹴けりを入れられ、うずくまった所を何度も蹴られた。

　四、五人の男に取り囲まれ、蹴られまくった俺は、団子虫のように丸くなるしかなかった。

　その間、何とか顔を上げてみると、ホリーはフルボッコにされている俺を、虫けらを見るかのような表情で見下ろしていた。

　そりゃ、そうだろう。

　この世界の中で、数百年に一人しか産まれないような天才、魔王を倒す勇者としか話した事の無い女なんだから。

　こんな、一般人を数人相手にしただけで、命が危ぶまれるような俺は、それこそ虫けらやゴミみたいにしか見えないだろうさ。

　そしてしばらく蹴られていると、

「気が変わったか兄ちゃん」

　オーナーの一言で、取り巻き連中の暴行は止やんだ。

　それも一時的なものだろうが。

　このまま俺が、イカサマの方法を教えなければ、殺されるだけだろう。

「気が変わるも何もねえ……俺も今日のバカみたいな強運は迷惑なんですよ」

「ああ？」

「だって、俺から見ても変でしたよ……角を丸めたり、重しを仕込んだり、磁石を仕込んだイカサマサイコロを使っても、俺が勝つんですよ？　最終的には、俺がサイコロに触れてもいなかった。そんな俺が、どうやってイカサマをするんです？　幸運の女神が付いてるとしか思えませんよ」

「……」

　自分達の行っていたイカサマが全すべて見抜かれていた事に気付き、周囲の連中が僅わずかに気け圧おされていた。

　それを見た俺は口元を釣り上げながら、

「それとも……俺とグルになってるヤツが従業員の中にいたとか言うんですか？　それこそあり得ないでしょ？」

　と含みを持たせて呟つぶやいた。

「な？　テメエらまさか！」

　すると、オーナーは、俺が勝ちまくっていた賭と博ばく場にいた部下達に疑いの目を向ける。

　当然、部下達は身に覚えが無いので、必死に潔けつ白ぱくを訴えているが、俺はその連中に二の句を告げさせない。

「コイツら以外の連中を使って、俺ともう一回ゲームしませんか？」

「はあ？」

「アンタを裏切って、俺にバカ勝ちさせた裏切り者がいるのかどうか、それではっきりしますよ？　そうでなくても、賭博場の経営が破は綻たんするくらいに負けを重ねて、しかもその原因が解わからないような部下が、これから先も必要なんですかね？」

「このクソガキが！」

　槍やり玉だまに挙げられている男の一人が、俺の言葉を聞くや否や、再び蹴けろうとするが、

「テメエらは黙ってろ！」

　オーナーの一いつ喝かつで、その男は動きを止めた。

「おい、兄ちゃんは一体何が言いたい？」

「もし、アンタを裏切って、俺を故意に勝たせたヤツがいるとするなら、ここで俺を殺しても、また同じ事が繰り返されるでしょ？　でも、イカサマじゃ無く、単なる強運だとすれば、誰にも罪は無い」

「それで？」

「アンタが、今、この場で決めたゲームでギャンブルすれば、俺はイカサマを仕込む事が絶対に出来ない。それでも尚なお、俺が勝利すれば、今日の勝利はイカサマじゃ無く、強運が原因だったという事です」

「……」

「俺が勝てば、金貨五十枚を頂きます。残りの勝ち分は返しますよ」

　本当は奴ど隷れい一人を買うのに金貨五十枚も必要無いけど、金貨一枚で結構です、なんて言うと、却かえって胡う散さん臭くさいし。

「負ければ、俺を好きにすれば良い。どうです？　そっちには何の損も無いと思いますけど」

　どうもこうも無い。

　コイツらは俺をこの場で殺してしまっても、何の損も無いのだ。

　しかしその場合、あの賭と博ばく場にいた連中は、身の潔けつ白ぱくを証明する手段を失う。

　雇い主に、賭博場の従業員としての実力と忠誠心に疑念を抱かれれば、即座に路頭に迷う羽目になるだろう。だから俺を殺せない。

　それに、

「ここまで譲歩してるのに、ゲームから逃げるんですか？　このギャンブルが合法化されたラバンギルドで」

「良いぜ兄ちゃん！　乗った！」

　ギャンブル中毒の連中は、こんな挑発から逃げる筈はずが無い。




　ゲーム内容は、オーナーの意向でナイフ投げとなった。

　その場にあった樽たるのフタを的に、互いにナイフを投げて、中心に近い方が勝利だ。

　そのゲーム内容を聞いて、俺は胸をなで下ろした。

　ホリーに協力してもらうイカサマ、言わば「見えない手」によるイカサマを、全く活いかせない類たぐいのゲームだった場合、俺に勝算は無い。

　しかし、ナイフ投げならば、ある意味ホリーはサイコロを使用した出目勝負以上に本領を発揮できるだろう。

　何な故ぜなら、相手の投げたナイフを弾はじいて、的に当たらないようにすれば良いのだから。

　そうすれば、俺の勝利である。

〈ねえ、クロウ。この場合、私は相手のナイフを外させるようにすれば良いんですね？〉

　ホリーの言葉に、俺は周囲に気付かれないように、無言で小さく頷うなずく。

〈しかしまあ、貴方あなたは弱いくせに、呆あきれる程悪知恵が働きますねえ。相手側に疑ぎ心しん暗あん鬼きを起こさせて、勝手に仲間割れするように仕向けるなんて〉

「……？」

〈さっきまで貴方を蹴けっていた連中、貴方が負ければ疑いが増しますから、ビビりまくっていますよ〉

「……」

　そんな事は知った事じゃない。

「ルールは単純だ。あの的に向かってナイフを投げて、中心に近い方が勝利。兄ちゃんの相手は俺の側近で、ナイフ投げの達人だ。だから俺を裏切る可能性も無い。もしイカサマじゃねえんなら、コイツ相手にも勝ってみせな」

　オーナーは、俺に対して対戦相手が、いかに手て強ごわいかをわざわざ説明してくれているが、当の俺は、その対戦相手に若干の同情を覚えた。

　ホリーのイカサマが原因で、ナイフ投げは失敗するだろうから。

　そうして、あっさりとゲームは始まった。

　俺の対戦相手として選ばれたヤツは、確かにナイフ投げが得意だったようだ。

　ナイフは真まっ直すぐに、的の中心部に吸い込まれるかのように飛んだ。

　そして……あっけなくホリーの手で弾はじかれ、的に命中する直前で地面に落下した。

　それを見た周囲の者全員は茫ぼう然ぜん自じ失しつとなっていた。

　よほどその男の腕前を信頼していたんだろう。

　投げた本人はもちろん、賭と博ばく場のオーナーも、その部下達も、口を半開きにして固まっている。

「ふう……」

　次は俺の番だ。

　俺は渡されたナイフを手に持ち、的に向けて投とう擲てきする。

　後はこのナイフが的に命中すれば、それだけで俺の勝利だ。

　ホリーという名の、目に見えない協力者の手を借り、俺はあっさりとナイフ投げの達人に勝利する……筈はずだった。

「あ」

　俺の投擲したナイフは、普通に外れた。

　的の中心部に命中する必要はない。

　対戦相手が外した以上、的のどこかに当たれば、それで俺の勝利だったのだ。

　それを、俺は外した。

「！」

　俺は思わず、頭を抱えてしまった。

　失念していた訳ではないが、俺には何の取り柄も無いのだ。

　乗馬だけは得意だが、士官学校で習った剣、槍やり、弓などの武器を扱った訓練では、異常な域で不得手だった。

　そんな俺に、離れた位置にある的にナイフを命中させる、なんて芸当が出来る訳が無い。

〈……クロウ……貴方あなた、本当に何をやっても下手クソですね……一体、何だったら出来るんですか？〉

　今回ばかりは自分でも呆あきれていた。

　この土ど壇たん場ばで、見事に失敗するとは。

「……双方共に外した場合の事は考えて無かったな。まあ、普通に考えて、もう一ゲームか」

　その場を仕切っていた賭博場のオーナーがそう言った時、俺はこれから起きるであろう泥仕合を想像して、思い切り溜ため息いきを吐ついた。




　その後は見るも無残なゲームになった。

　ホリーの妨害が原因で、ナイフが的に当たらない対戦相手と、下手クソな所せ為いで的に当たらない俺は、何度ナイフを投げても決着がつかなかった。

　しまいには、俺の対戦相手に対して、周囲の者が怒号を浴びせ始める。

　そりゃそうだ。

　こんなゲームの対戦相手に選ばれるほど確かな腕前だったはずなのに、何度やっても的に命中しないんだから。

　ふざけているとしか思われない。

　まあ、俺自身が顔面を真っ青にしながら、投げたナイフを悉ことごとく外している所為で、グルだとは思われていないようだが。

〈ああああああ！　もう！　私がやりますよ！　最初からこうすれば良かったんです！〉

　結局、面倒になったホリーが俺の手からナイフを奪うばい、そのまま的に向かって突進し、ナイフを突き刺した事で、ゲームは俺の勝利で終わった。




「……」

〈……〉

　賭と博ばく場の連中から解放され、聖せい光こう剣けんを返してもらい、金貨五十枚を貰もらった俺とホリーは、無言で町を歩いていた。

　グダグダだった。

　最後の俺の投とう擲てき、つまり、ホリーが普通にナイフを突き刺しただけの行為は、周りの者から見れば不自然極まり無いものだったろう。

　ホリーの姿が見えない連中には、俺の手を離れたナイフが、独りでに浮かんで的に飛んでいったようにしか見えない。

　まあそれが原因で、逆に俺の主張した「強運によるギャンブルの勝利」という噓うそが、真実だと思われたようだが。

「とりあえず、金は集まったんだ。後はあの女の子を買うだけか」

〈そうですね〉

「君も、やっと勇者の手元に行ける訳だ。良かったな。これで魔王も倒せるんだろ？」

〈ええ〉

　しかし、ホリーは気の無い返事をする。

　おかしい。

　確かに、俺を見て呆あきれるのは解わかるが、もうすぐ目的を達成できそうだというのに、何な故ぜかつまらなそうな表情をしている。

　この町に来るまでも、着いてからも、何だかんだ言って、ホリーは俺と楽しそうに話していたのに。




　そして、その後……ホリーが勇者と呼んだ少女を見つけた家に行った時。

　俺達が想定していない事態が起きた。

　それはある意味、勇者が十歳の少女だと判明した時以上に驚いた。

　俺達が、金で買おうとしていた奴ど隷れいの少女が。

　当代の勇者であり、五年後に復活する魔王を倒す筈はずの少女が。




　既に別人に買われていた。








第五章　誘拐犯




　宿に戻った俺とホリーは、二人で次善策を考えていた。

　まさか、自分達より先にあの少女を買う人物がいるとは夢にも思わなかった。

〈クロウ。これは一体どういう事でしょう？　まさか、私達以外に、あの少女が勇者であると気付いた者がいるのでしょうか？〉

「あり得ないよ。誰が勇者なのかは、君にしか解わからない筈だろ？」

〈その筈です……〉

「他の神しん剣けんの所有者だって、実際に剣に触れてみるまで、只ただの人間と区別はつかなかったんだ。あの女の子が勇者だって気付いているのは、君と俺だけの筈だ」

〈では、一体何の為ためにあの少女を買うのですか？　労働力、という点で言えば、あんな発育不良の十歳児に価値はありません〉

「……」

　いや、実際には、計りしれない価値があるのだ。

　なにせ、単独で全すべての人間を殺すだけの力を持った魔王を、打倒できる唯一無二の存在なのだから。

　しかし、今その価値に気付いているのは間違い無く俺達だけだ。

　だからホリーの言っている事も解わかる。

　すると、この場合、あの少女が買われた理由はたった一つだ。

「ロリコンだ」

〈は？〉

「ロリコンだよ。幼女に対してしか性的興奮出来ないド変態野郎が、あの子を買ったんだ」

〈はあ!?〉

「だって、他に考えられないよ。労働力として殆ほとんど価値の無い女の子を買うなんて」

〈この世界では、そんな変態行為が横行しているのですか？〉

「まあ、ね。金に飽かせて幼女を買いあさる変態は結構多いよ」

〈……客観的に見れば、貴方あなただってあの子を買おうとしてましたけどね〉

「目的が全く違うだろうが！　一応俺は人類の危機に立ち向かってるんだよ!?」

〈行動は全く同じですけどね……。しかし嘆かわしい。ますます、この世界の危機を救う事に意味を感じられなくなりそうです〉

「そんな事言ってる場合じゃないだろホリー。早くあの子を助ける方法を考えないと」

〈助ける？　金を渡して、譲ってもらえば良いのでは？　金貨五十枚では足りませんか？〉

「金額の問題じゃないよ。大体、奴ど隷れい一人に金貨一枚も必要無いし……」

〈はあ？　じゃあ何の為ために五十枚の金貨を要求してたんです？〉

「金貨一枚で結構です、なんて却かえって胡う散さん臭くさいと思ったんだよ。帰りの旅費も必要だったし」

〈奴隷一人に金貨一枚分の価値も無いなら、金貨五十枚もあれば、十分に買値以上の額を払えるでしょ？　居場所も、私ならすぐに突き止められます。勇者の気配は遠ざかっていないので、まだこの町にいる筈はずです〉

　別の町に移動している、という事態は避けられたようだ。

　つまり、この町にいる誰かが、あの勇者の少女を買ったということか。

「じゃあ、君はすぐに正確な居場所を突き止めるんだ。それで、あの子がいる建物の内部構造を調べてほしい」

〈はあ？　何な故ぜそんな事をする必要が？〉

「金を払うだけで譲ってもらえるなら話は早いけど、場合によっては無理だ」

〈どうしてですか？〉

「そのロリコン野郎が、あの子を気に入っている可能性がある」

〈うわ……〉

「あの女の子を殴ってたオッサンの話だと、売ったのは今日。つまり、俺達がギャンブルしている間に買われたんだ。多分、まだ手を出されてないはず。出来れば今日中に助けたい」

〈ほう？　つまり、誘拐するつもりですか？〉

「場合によってはね」

〈私が拉ら致ちしろって言った時は猛反対したくせに〉

「そりゃ……出来れば誘拐なんかしたくなかったけど、この場合は仕方ないだろ？　俺は色々と準備してくるから、君はあの子が何ど処こにいるか調べておいてくれ」

〈ふう……まあ、いいでしょう〉




　ホリーと別れた俺は、宿屋を一人で出て、万が一の為ために誘拐に必要な物を思い付く限り買って回る事にした。

　それにしても、随ずい分ぶん雲行きが怪しくなってきたものだ。

　この世界は何度も魔王が出現したが、その度たびに勇者が登場して魔王を討とう伐ばつしている。

　客観的に見れば、バカの一つ覚え。

　ワンパターンの物語を半永久的に繰り返している訳だ。

　しかし、今回の勇者と聖せい光こう剣けんの邂かい逅こうが上う手まくいかないのはどういうわけだろう。

　今まさに、勇者と聖光剣は目と鼻の先にまで近づいている。

　後は勇者が聖光剣に触れて、刀身が光り輝き、周囲の人間が勇者の誕生を祝福してこの旅は終わりの筈はずだったのだ。

　それが、魔王復活が間近に迫っている最中に、勇者と聖光剣が会えそうで会えない、という事態に陥っている。

「……」

　まさか、俺が余計な事をしているのだろうか。

　俺にとって、王家が管理している聖光剣を盗み、勇者の下に届ける為に旅をする、という行為はかなりリスキーだった。

　それなりに、一念発起して頑張っているつもりだったのだ。

　しかし、本来はそんな事をしなくても、勇者と神しん剣けんは出会うべくして出会い、最終的に魔王は必ず滅びるものなのだ。

　それは歴史が証明している。

　俺は、五年後に魔王が復活するという事実を知り、それによる被害を未然に防ごうとしている訳だが、まさかその行為が裏目に出ている、などという事は無いだろうか。

　勇者と魔王の戦いは、人類の存亡を懸かけた戦いだ。

　本来、そんな戦いに関かかわるには、俺は力不足の筈。

　演劇だとすれば、村人Ａ。つまり、端役、脇役に過ぎないヤツが物語の主要人物と関わろうとした場合の末路を考えてみれば良い。

　せいぜい、道案内程度の役目しか担えないだろう。

　そんな俺が深く関かかわっている所せ為いで、却かえって勇者と神しん剣けんの邂かい逅こうを遅らせている、なんて事はないだろうか。

「……はあ」

　やはり、勇者に聖せい光こう剣けんを渡したら、ホリーとはさっさと縁を切った方が良いかもしれない。




　買い物を終えた俺は、宿屋に戻ってホリーと合流した。

　どうやら、勇者の正確な居場所を突き止めたようだ。

　しかし、その場所を聞いた俺は、頭の中が真っ白になった。

「……この町で一番大きな屋敷にいたのか……？」

〈ええ。しかも、やたら警備が厳重でした〉

「ゴーヤタンテルの屋敷かよ……」

　ゴーヤタンテル。

　ラバンギルド周辺を統とう治ちしている領主。

　つまり、この地域の最高権力者だ。

「ええ……ちょっと待ってくれよ。じゃあ、ゴーヤタンテルってロリコン野郎なワケ？」

〈さあ？　一応、この目で勇者の存在を確認しておきましたけど、別に何もされてませんでしたよ？〉

「……もしかして、風呂に入れられたりしてなかった？」

〈え!?　何でわかるんです？　確かに、数人の侍じ女じよが、あの女の子を浴場に入れて体を洗っていましたが〉

「マジか……」

　俺は思わず頭を抱えた。

　下世話な話だが、貴族が愛人を新たに補充する時、夜の営みを始める前に、風呂に入れて体を洗うものなのだ。

　風呂なんかごく一部の権力者しか日常的に入っていない。普通の人間は行水で済ませている。

　だから民間人を新たな愛人に加えた場合、貴族連中はその愛人の体をしっかり磨みがく。

　つまり、あの勇者の少女は十中八九、ロリコン野郎に手を出される寸前の状況だ。

「……」

　こんな事は、この世界で良くある事の一つに過ぎないし、本来、一般人である俺が介入できる問題でも無い。

　正義漢ぶって、いたいけな少女を救う筋合いは、俺には無いのである。

　だが、これは非常にまずい状況だ。

　あの少女は、勇者である。将来、魔王を討とう伐ばつする勇者だ。

　それが、ロリコンの権力者に慰なぐさみ物にされた場合どうなる？

　人類存亡の危機に対して、能動的に立ち向かうだろうか？

　絶対に立ち向かわないような気がする。

　人間社会の闇やみや、身分制度の歪ゆがみを直視した人間が、人類の存続を願って、命いのち懸がけの戦いに挑むとは思えない。

　勇者とは、人間の醜みにくさに目を背けなければ務まらない存在なのだ。

　まあ、俺は勇者を見た事が無いから知らんけど、多分そうだ。

「……ホリー。屋敷の構造は調べたの？」

〈大体は〉

「じゃあ、見取り図を描いてくれる？」

〈え？〉

「今日中に、あの子を屋敷から連れ出そう」




　その日の晩、俺とホリーは宿屋を抜けだし、ゴーヤタンテルの屋敷に向かった。

　はっきり言って、俺達だけで領主の屋敷に潜せん入にゆうして、中にいる少女を誘拐する事は不可能に近い。

　というか、俺に出来る気がしない。

　しかし、最悪、俺が背負っている聖せい光こう剣けんをあの少女に届ける事が出来れば、事態は好転する筈はずだ。

　勇者が聖光剣に触れると、その刀身は眩まぶしい程に輝く。

　そんな伝説は、この世界にいる人間全員が知っている。

　つまり、俺の行動の正当性は、あの少女に聖光剣を握らせれば証明出来るのだ。

「……」

　逆に言えば、聖光剣が発光しなければ全すべてが終わる。

　俺にとっては、全てホリーの勘違いだった、で済む話だが、ホリーの姿が見えない他の人間から見れば、幻聴を聞いた男が、王家の保管している聖光剣を盗んだ挙あげ句くに、地方領主の屋敷に不法侵入して捕まった、としか認識されない。

　冷静に考えてみれば、震えてきそうだ。

　ホリーに出会ってから、綱渡りばかりやらされている。

　だが、失敗は許されない。

　どんな形であれ、勇者と聖光剣が出会わなければ人類に明日は来ない。

　俺も含めて全員が魔王に殺される。

　なら、曲がりなりにも状況を把握している俺が行動するしかないのだ。

　内心、ビクビクしながら、俺は深夜の街を歩く。

　俺は夜目が利く。

　夜こそ、俺にとっては行動しやすい時間帯だ。

　もしかしたら俺はこの目が原因で、勇者にしか見えない筈はずのホリーが見えているのかもしれないな。

〈着きましたよ、クロウ〉

　ホリーの言葉で、俺は眼前の屋敷を見つめる。

　王立士官学校の近くにあった王城に比べれば見劣りするが、やはり要よう塞さいと言って良いような建物だ。

　この町自体が高い塀へいに囲まれているというのに、更に屋敷自体も相当高い塀に囲まれている。万が一戦になった時には、塀が二重、三重となるように設計されているのだろう。

　屋敷の出入り口は一ヶ所しか無く、そこには、当然門番がいた。

　それを考慮して、俺は出入り口付近とは反対方向の塀から侵入を試みる。

「ホリー」

　俺は隣にいるホリーに、縄なわ梯子ばしごを渡す。

　あらかじめ、町で買っておいたものだ。

　ホリーは縄梯子を持ったまま宙に浮くと、それを屋敷の周りにある塀の頂上部にかけ、下におろしてくれる。

　何とか長さは足りたようだ。

　俺は縄梯子を使って塀を登る。

　深夜に屋敷の塀を縄梯子で登る者がいても、誰も気付かなかった。

「……」

〈クロウ、どうしました？〉

　縄梯子を途中まで登り、動きを止めた俺の背後で、ホリーが宙に浮かんだまま話しかけてくる。

〈クロウ？〉

「怖くなってきた……」

〈は？〉

「高いし、暗いし、怖い……」

〈はあ!?　この期に及んで何言ってるんですか？〉

「ち、違うんだ……。思ってたより高かったから、登ってる内に疲れてきた。一いつ旦たん降りて良いかな？」

〈良いわきゃねえだろうがこのボンクラ！　さっさと登れ！〉

「い、いや、マジで怖いんだ……」

　自分でも情けないが、本当に怖い。

　縄なわ梯子ばしごで高い場所を登っていると、落下への恐怖が原因で、不必要に力んでしまう。

　その所せ為いで、俺は全身が軽く痙けい攣れんするぐらい疲労してきていた。

〈何震えてんだ！　早く登れタコが！〉

「ちょっと待ってくれ……」

〈勇者ならこんな塀へいはヒョイと飛び越えられるのに！〉

「俺、勇者じゃないっス……」

〈解わかっとるわ！　この役立たず！　私にここまで協力させといて！　すごすご帰れるとは思わないでくださいね！〉

　そもそも、俺がこの女に協力してやっているのだが。

　俺以外の誰にも聞こえない女の声が、深夜の町に響く。

　だがその声は、

〈頑張ってクロウ。もう少しですよ〉

　などという優しげなものではなく、

〈さっさと登れこのボケ！　殺すぞコラ！〉

　などという罵ば詈り雑ぞう言ごんだった。

　俺は半泣きになりながら、何とか塀の頂上にまで辿たどりつく。

「はあ……はあ……、ふう……え？」

　そこで、俺は気付く。

　登ったという事は、反対側に降りなければならない。

　しかし、当然反対側に縄梯子など無い。

「あれ!?　しまった！　どうやって降りるか考えてなかった！」

〈飛び下りれば良いでしょう？〉

「無理だよ！」

　塀の高さは十メートル以上ある。

　こんな高さから落ちれば、良くて両足骨折。最悪死ぬ。

〈飛び降りろ！〉

「だから無理だってば！」

〈早くしろ！　勇者が待ってんだ！〉

「だから本当に無理だって！　これは根性論じゃなくて、俺の体がもたないんだよ！　足が折れたら勇者を助けるどころじゃないぞ？」

〈ちっ！　役立たずが……〉

　悪態をついたホリーは、俺が登る時に使用した縄梯子を取り外して、そのままくるくると巻いて回収し、反対側に下ろしてくれた。

〈ほら、これ使って降りてください〉

「うう……」

　俺は登る時と同じように、半泣きになりながら縄なわ梯子ばしごを使って塀へいを降りる。

　ちなみにその間ずっと、

〈このウスノロが！　さっさと降りやがれ！〉

　というホリーの激げき励れいを受けていた。

　やはり、俺は勇者に聖せい光こう剣けんを渡した後、この女とは縁を切った方が良さそうだ。

「あの女の子がいる場所は解わかってるんだよな？」

〈ええ。昼間の内に調べておきました〉

「じゃあ、まず君が先行してくれ」

〈は？　貴方あなたも一緒に来てくれないと困りますよ。さすがに今の私では女の子一人を抱えて移動する事は無理ですし〉

「だから、俺が潜せん入にゆうするのに邪魔な窓とか扉の鍵かぎを内側から君が開けるんだよ。君は壁を通り抜けられるから楽勝だろ？　ついでに、屋敷の内部に見張りがいないかも確認してくれ」

〈……貴方、本当に人遣いが荒いですね……〉

　文句を言いながらも、ホリーは一人で屋敷の内部に入って行く。

　その間、俺は屋敷と塀の間にある暗がりに身を潜め、ホリーが戻ってくるのを待っていた。

　ホリーが俺の侵入に邪魔な要素を排除し、屋敷の内部がどれだけ厳重に警備されているかを確認する。

　それが終わってからでないと、一般人と喧けん嘩かしても負ける俺が、貴族の屋敷に侵入できるはずもない。

「……」

　ホリーが戻ってくるのを待っている間、俺は恐怖で足が震えていた。

　こういう時に痛感するのだ。

　俺は本当に、ごく普通の人間だと。

　ホリーの言う通り、勇者を筆頭に、特別な才能の持ち主達なら、こんな局面を乗り越える事など造作も無いはずだ。

　真正面から屋敷に侵入し、見張りの兵士を薙なぎ倒たおした後に、華麗に捕まっている少女を救出するのだろう。

　そんな事を考えている内に、ホリーが戻ってきた。

〈……貴方が侵入する為ためのルートは確保してきましたけど……少々困った事になりました〉

「え？」

〈今まさに、勇者が屋敷内を移動してるんですよ。多分、領主がいる寝室に向かってるんだと思います〉

「げっ！」

　間に合わなかったというべきか、ギリギリ間に合ったと言うべきなのか。

「その、領主の寝室ってのは、警備が厳重なのか？」

〈部屋の前まで、見張りに見つからないようなルートで案内する事は出来そうです。しかし、寝室の前には常時、二人の兵士が立っているようでした〉

「二人……か。部屋の前に立っている兵士以外の見張りに、見つからずに辿たどりつく事は出来るんだな？」

〈ええ、まあ〉

「じゃあ、その二人は何とかしよう。案内してくれ」

〈ほう……〉

　何な故ぜかホリーは感心しているかのような声を出した。




　俺は暗くら闇やみの中、屋敷内に侵入する事に成功した。

　ホリーが内側から鍵かぎを開けた窓から入った後、足音を忍ばせて廊下を歩く。

　幸いな事に、いくら地方領主の館やかたといっても、別に戦時下ではないからか、そこまで厳重な警備ではなかった。

　そもそも、高い塀へいを乗り越え、鍵を内側から開ける手段がある者など、そうはいないだろうから、屋敷内の警備を薄くしても問題がなかったのだろう。

〈クロウ……この先の角を曲がった先に、領主のいる寝室があります。当然、二人の兵士はいますよ？〉

　これ以上進めば、姿の見えないホリーはともかく、ごく普通の人間である俺は、その兵士達に視認されてしまう訳だ。

　ここからが正念場だ。

　俺はあらかじめ町で買っておいた物を出すため、肩から下げたカバンを漁あさる。

　その中から、ごく普通の革かわ靴ぐつを取り出した。

〈クロウ？　何をしてるんですか？〉

　俺は小声で、

「ホリー。これを履はいて、反対側の廊下に向かって走ってくれ」

〈は？〉

「だから、そんなふうに浮いてないで、床に下りて足音出して、あの兵士達を誘い出すんだよ。足音立てれば侵入者だと思って追いかけるだろ？」

〈はあああああ!?　貴方あなた、私をおとりにするつもりですか!?〉

　俺以外の誰にも声が聞こえないのを良い事に、ホリーは大声で叫ぶ。

　そんなホリーを無視して、俺は彼女の両足に革かわ靴ぐつを履はかせる。

　他の人間から見れば、靴だけが独りでに動いているような不気味な現象だろうが、この暗くら闇やみでは、十分に屋敷に侵入した不審者の役になりきれるだろう。

「ほら、あの兵士を誘い出してよ。俺がいない方向に。その間に俺は寝室に入るから」

〈……このクズ野郎が……〉

「頃合いを見計らって、靴を脱ぎ棄すてて俺の所に戻ってくれれば良いから」

〈言われなくても戻りますよ！　私は貴方が背負っている聖せい光こう剣けんからあまり離れられませんからね！〉

　革靴を履いたホリーは、プンプンと怒りながら、廊下の角を曲がって行く。

　しばらくすると、

「ん？　何だこの足音は？」

「誰かいるのか！」

　という声が聞こえてくる。

　どうやら作戦通り、わざと足音を立てながら移動しているホリーを二人の兵士が追いかけてったらしい。

　これで、寝室の前は無人だ。

「……」

　後は、俺が寝室に入り、中にいる女の子を連れだすだけだ。

　問題は、領主であるゴーヤタンテルもいる事だが。

　ここまで来たら、後は俺一人でどうにかするしかない。

　俺は意を決して、寝室の扉を開けた。




　寝室の中は、ランプが点つけられており、比較的明るかった。

　そしてそこには、今まさにベッドの脇に立たせた少女の服を脱がせようとしている、小太りの中年男がいた。

「誰だ貴様は!?」

　小太りの中年男は、ドスの利いた声を上げる。

　なるほど。この男が、領主ゴーヤタンテルか。

　普通、こういう局面では、俺はこの男をぶん殴って気絶させるべきなのだろうが、あいにく俺にそんな技量は無い。

　ギャンブルの時同様、イカサマとハッタリで乗り切るしか無いのだ。

「お静かに願いましょうか。ゴーヤタンテル殿」

　俺は心臓が爆発して、今にも口から色々な物を吐きだしそうになる程ビビり倒していたが、そんな態度は微み塵じんも表に出さずに、必死で表面上は余よ裕ゆう綽しやく々しやくでいた。

「お前は誰だ！　見張りの者は何をやっておるのか！」

「貴方あなたの部下なら、既に全員始末しました」

「何!?」

　俺の噓うそに対して、ゴーヤタンテルは激しく動揺した。

　屋敷内にいる見張りの兵士を全員始末した、という一瞬でバレそうなデタラメを信じさせる為ための説得力なら充分にある。

　それほど厳重では無いとはいえ、地方貴族の中で最高の地位にいる自分の屋敷の中に侵入し、たった一人でここまで辿たどりついた俺は、傍はたから見れば不気味だろう。

　それに、屋敷の主人が大声を出しているのに、見張りの兵士が誰も来ないし。

　今、この場に俺が辿りつく事が出来た、という事実のみを印象的に見せて、デタラメを信じさせる。

　このまま大声で騒がれたら、さすがに屋敷内にいる兵士に気付かれるし、時間をかけ過ぎてもホリーが誘い出した二人の兵士が戻ってくるだろう。

　とにかく、余裕綽々であるふりをしなければ。

「落ち着いてください。貴方に対して危害を加えるつもりは全くありません」












「な、何が目的だ。金か？」

　屋敷内にいる兵士達を、単独で全滅させたというデタラメを信じているのか、ゴーヤタンテルは異様な警戒を見せた。

「俺はそこにいる少女を迎えに来ただけなのです」

「なんだと？」

「その少女を黙って俺に差しだしてくれるのなら、貴方あなたの身の安全は保証しましょう」

　俺は満面の笑みを浮かべ、ゴーヤタンテルに対して手を差さし伸のべる。

「な、何な故ぜだ？　こんな何ど処こにでもいる奴ど隷れい娘を……」

「それは貴方が知る必要の無い事だ……」

　瞬間、笑みを浮かべていた俺は目を細め、ゴーヤタンテルを睨にらみつける。

「世の中には知らない方が良い事などいくらでもある。これ以上、余計な事に首を突っ込めば、貴方の一族全体に災いが降りかかる事になりますよ？」

　その時、ゴーヤタンテルは顔面を蒼そう白はくにした。

「さあ、貴方にとっては何処にでもいる奴隷娘を黙って差し出すか、それとも、真実を知り、代償に全すべてを失う事になるか、選びなさい」

　俺が再び笑顔で手を差し伸べると、

「……わ、解わかった。連れていけ……」

　ゴーヤタンテルは、少女をあっさりと諦あきらめてくれた。

（助かったあああああああ！）

　俺は心の中でガッツポーズを決めながら、少女に近づく。

　そして、少女の両肩を摑つかみ、目線を合わせて呟つぶやく。

「事情は後で説明するから、今は俺を信じてくれ。一緒に行こう」

「……」

　少女は虚うつろな表情のまま、何の反応も見せない。

　とりあえず、拒否する様子も無いので、俺は少女の手を引いて寝室を出た。




　ゴーヤタンテルがデタラメに気付くのは時間の問題だ。

　だって本当は、屋敷内にいる兵士は全員無事だし。

　俺は少女の手を引きながら、小走りで廊下を移動する。

　すると、

〈おや、首尾よくいったようですねえ、クロウ〉

　屋敷の壁を通り抜けながら、ホリーが近づいてくる。

　少女は突然現れたホリーに対して、ビクンと肩を震わせる。

　やはり、この少女はホリーの姿が見えて、声も聞こえているようだ。

　本物の勇者で間違い無いのだろう。

「後は屋敷を出るだけだ。でも、あの縄なわ梯子ばしごをこの子に登らせるのは厳しいよな？」

〈単に貴方あなたが登りたくないだけでしょ。その子なら聖せい光こう剣けんを握れば、あんな程度の塀へい、ひょいと飛び越えられます〉

「その場合、俺は置き去りになるけどな」

〈私は別にそれでも構いませんけどねえ……〉

　この女、本気だ。

　勇者と出会えた以上、既にホリーにとって俺は用済みの存在だ。

　今すぐ少女に聖光剣を渡して、俺だけ置き去りにする程度の事は、平然とするだろう。

〈……まあ、ぶっつけ本番で聖光剣を使用させるのも危険ですし、もう少し貴方に付き合ってあげますよ。どうやって脱出します？〉

「……コイツを使おう」

　ホリーがまだ俺に対して協力的な事に胸を撫なで下おろしながら、俺はカバンから瓶びんを取り出す。

〈何ですかそれ？〉

「油だ。そこいらにあるランプで引火させれば良い」

〈は？〉

「屋敷で火事が起きれば、さすがに門番も様子を見に来るだろ？　その隙すきに、正門から逃げよう」

〈はあ!?　放火する気ですか!?〉

「火災現場から人間がどれだけ逃げ出したって、誰も不審に思わないさ」

〈いやいやいや！　そういう問題じゃないでしょ！〉

「大丈夫。石造りの屋敷だから、ボヤで済む。俺達は正門近くで隠れてるから、ホリーはこの瓶を使って屋敷に火をつけてくれ。何ど処こに放火するかは任せる。宿屋で落ち合おう」

　言いながら、俺はホリーに油の入った瓶を渡す。

　ホリーは受け取りながら、

〈貴方って人は……〉

　呆あきれ気ぎ味みに、俺の顔を見つめている。

「じゃあ、俺はこの子と隠れてるよ。隙を見て正門から逃げるから、出来るだけ派手に頼む」

〈……〉

　その時、ホリーは俺から少女の方に視線を動かした。

　気になって当然だろう。

　俺が今、手を引いているのは、当代の勇者。

　歴代の勇者がそうであったように、これから復活する魔王を討とう伐ばつする宿命を背負った、ホリーの新たな相棒なのである。

〈……〉

　しかし、ホリーの少女を見る眼めは、何な故ぜか親しみや、邂かい逅こうの喜びを感じさせるものでは無かった。

　むしろ、若干イラついているように見える。

「ホリー？　どうしたんだよ？」

〈別に……〉

　そう言い残したホリーは、油の入った瓶びんを持ったまま、俺達から離れて行った。








第六章　ポンコツ勇者御一行




「いやあ。大変だったなあ」

〈大変だったのは私だけです〉

　ホリーが油を使って放火している隙すきに、俺は少女を連れて屋敷を脱出し、宿泊していた宿にまで戻る事が出来た。

　だが、気が付けば朝である。

　賭と博ばく場の件から丸一日、緊張しっぱなしだった。

　しかし、まだ気を抜くわけにはいかない。

　領主の屋敷から少女を誘拐し、さらには放火まで行った以上、この町からはさっさと出て行った方が良い。

　だが、その前に、一番肝心な仕事が残っていた。

　俺は、宿屋のベッドの上に座り、虚うつろな表情のまま、無言で佇たたずんでいる少女を見つめた。

　とりあえず、この子に事情を全すべて話さなければならない。

「……ちょっと良いかい？」

　俺はその場でしゃがみ込み、少女と目線を合わせる。

「いきなりこんな事を言われても困ると思うけど、君は勇者だ」

「……」

「意味が解わからない事だろうけど、君は勇者なんだよ。これからこの剣は君のものだ。君はこの剣を使いこなす為ために修行して、魔王を倒さないといけない」

「……」

「でも、それ以外の事では、君は自由だ。君はこの世界で一番強い。だから、この世界で一番自由な存在なんだよ？」

「……」

「……あー、最初に聞いておくべき事を忘れてたな、俺は……」

　俺は、ベッドの上に座ったまま何の反応も示さない少女の肩に手を置く。

「君の名前は？」

「……シオン」

「俺はクロウ。そっちのお姉さんはホリーって言うんだ」

「……」

「まあ、いきなり君が勇者だとか、魔王を倒せとか言われても訳が解らないだろうけど、一つだけ、信じてほしい事があるんだ、シオン。そこにいるホリーは、君の味方だ。何があっても君を裏切らず、君を守ってくれる人なんだよ？」

「……」

　シオン、と名乗った少女は、相変わらずノーリアクションだった。

　何を言っても無反応。

　しかし、考えてみれば当然かもしれない。

　いきなり君は勇者なんだ、とか言われても困るだろう。

　まして、女の子だし。

　俺は振り返ってホリーに話しかける。

「どうすりゃいいんだよコレ。何言っても返事しないんですけど？」

〈一応、名前は答えたでしょう？　質問には答える、命令には従うというスタンスなのでは？　奴ど隷れいだったようですし〉

「ええ？　勇者に命令とか出来ねえよ俺」

〈はあ？　私には散々命令してたでしょうが。勇者と私は同価値なんですけど？　何で扱いに差をつけるんですか？〉

「そんな絡むなよ……というか、冷静になって考えてみれば、何で俺が説明しなきゃいけないんだ？　こういうのはホリーの仕事だろ？」

〈一応、そういう事になってますけど、今回は初めての事が多すぎて、正直私も困惑しています〉

「これまでの勇者との出会いはどんな感じだったの？」

〈それは、私に勇者が触れた瞬間に、剣が眩まばゆく輝いて、周囲の人間が『勇者様だ！』的な反応で大騒ぎになって終わりですよ。大概の勇者は周りの反応を見て、自分の立場を自覚します〉

「あ、そうだ！　すっかり忘れてた」

　俺は肩に担かついでいた聖せい光こう剣けんを手に持ち、包んでいた布を外すと、シオンに差し出す。

「シオン。この剣を持ってみてくれるかい？」

　命令、と判断したのか、シオンは無言で聖光剣に手を触れた。

　瞬間、

「どうわ！　眩まぶし！」

〈こ、これは、凄すごい……！　まだ幼いのにこの輝き！　凄すさまじい素養を感じる！〉

　シオンが触れた聖光剣は、太陽のように輝いて見せた。

　思わずシオンが聖光剣を手放すと、発光は収まった。

「とりあえず、シオンが勇者である事は確定か……。これからどうしようかなあ」

　シオンが手放し、床に落ちた聖光剣を鞘さやに戻してから、俺は椅い子すに座る。

　無事に勇者の下に神しん剣けんを届ける、という当初の目的を果たせた訳だ。

　後は、王都に戻ってシオンが勇者であると証明するだけか。

〈王立士官学校では、定期的に神剣選定を行っていましたよね？　アレって、適合者が現れた場合はどうしていたんですか？〉

　今後の事を考えていると、ホリーが目の前まで近づいてきて、何もない虚こ空くうに座るような仕草を見せた。

　俺と目線を合わせる為ためなんだろうが、傍はたから見るとただの空気椅子だった。

「聖光剣に適合者が現れた場合に何をするのかは解わからないな……」

〈他の神剣の場合はどうなったんですか？〉

「貴族の場合、神剣が授与されて終わり。民間の出身だった場合は、神剣と一緒に、特別手当と名誉貴族の称号が授与されてたよ。アイリスとカトレア教官がそんな感じだ」

　後は、卒業後の階級が半端なく上がる。

　普通は少しよう尉い。首席で中ちゆう尉いなのに、神剣所有者はいきなり少しよう将しようだからなあ。

　まあ、貴族は普通に民間出身者より階級が上がるのが早いけど。

〈では、奴ど隷れいだったシオンも、名誉貴族とやらになれるのでは？〉

「まあ、そうなるだろうなあ。それで、魔王を倒した暁には、次期国王の座に選ばれてもおかしくな……アレ、待てよ。よく考えてみればかなりまずい状況だぞコレ」

〈何がですか？〉

「シオンはまだ子供だろ？　彼女が勇者で、次期国王の座に着く可能性があるって解れば、ありとあらゆる場所にいる権力亡者が、彼女に近づいてきて利用しようとするかもしれない」

〈なあるほど……利用どころか、幼いのをいいことに言いくるめて、夫になろうとする馬鹿が現れてもおかしくありませんね〉

「それならまだマシだ。次期国王になれると思ってた現国王の親族なんかは、嫉しつ妬とに狂って命を狙ねらいかねないぞ」

〈命を狙う？　シオンのですか？　まさかそんな事が……〉

「それがあり得るご時世だから困っちゃうんだよなあ……」

　俺は椅い子すに座ったまま、背中をぐっと伸ばしてのけ反ぞり、天井を見上げながら呟つぶやく。

〈何な故ぜですクロウ。シオンに万が一の事が有れば、五年後に復活する魔王を倒す手段が永遠に失われる事になりますよ？　シオンが死ねば、人類が滅亡してしまうのです。それが解わかっていながら、己の権力を守る為ために、シオンを殺そうとする輩やからがいるでしょうか？〉

「いるんだよそれが。権力亡者ってのは、自分が生きてる間の事しか考えないからな。シオンの存在が、自分達の財産や地位を脅かすと思えば、後先考えずに殺そうとするかもしれない」

〈信じがたいバカですねそれは。ではどうします？　三人で身を隠して、魔王の復活に備えましょうか？〉

「勇者に逃亡生活させるのもアホらしい話だよなあ。一応、人類存亡の危機に立ち向かう存在なのに、国家権力がバックアップしないってのはおかしいよ。せめて彼女が五年間、聖せい光こう剣けんの使い方を安心して練習する場所と時間を提供する程度の事はしてもらわないと」

〈それは……私も同意見です。これまでの勇者も、単独で魔王を倒した訳ではありませんので〉

「え!?　そうなの？」

　天井を見上げていた俺は、視線をホリーに戻した。

　ホリーは空気椅子状態のまま足を組んでいる。

〈もちろん、魔王自身とは一対一で戦う事になりますけど、魔王の率いる配下の相手は、他の人間に任せた方が良いのです。魔王と戦う際に、勇者が体力を消しよう耗もうしていてはいけませんから〉

「勇者と魔王が、サシで勝負する為に、他の人間は魔王の部下と戦ってた訳か。そういう役目は、やっぱり他の神しん剣けん所有者に任せた方が良いよな？」

〈当然です。元々あの十二本の神剣は、活動時間に限界がある聖光剣を、魔王討とう伐ばつに集中させる為、他の敵を排除させる事が役目なのです〉

「じゃあ……シオンに害を与えないような性格で、しかも神剣を持ってるアイリスとカトレア教官の協力は不可欠だよな……。やっぱり、王立士官学校に戻ろう」

〈シオンに近づくであろう権力亡者はどうしますか？〉

「それも、アイリスとカトレア教官が何とかしてくれるだろ」

　あの二人は人格も実力も申し分ないし。勇者の仲間って役割がこれ以上無いってくらい似合ってるよ。俺と違って。

〈……クロウ。そこは、俺が何とかする、と言ってほしいのですが〉

　しかしホリーは、俺の発言に対して不満そうだった。

「無む茶ちや言うなよ。シオンを王立士官学校に送り届ければ、俺はお役御ご免めんだろ？」

〈しかし、私と会話が出来るのは貴方あなただけなのですが……〉

「シオンがいるじゃないか。これからは彼女とのコミュニケーションに集中した方が良いよ」

〈え……〉

「大体、俺みたいなボンクラと一緒にいるのは、一時的だから我慢できるってくらいに不快なんだろ？　じゃあ、もう一緒にいる必要ないじゃないか」

〈む……〉

　何な故ぜか、その時ホリーは頰ほおを膨ふくらませた。

「よし！　とりあえず、明日から出発の準備だな。シオン。君が着る服も買ってあげるよ。明日一緒に買い物に行こう」

「……はい」

「さあて、とりあえず、今日は早めに休む事にして……」

　これからの予定を考え始めた時、俺はシオンの両足が泥だらけになっている事に気付いた。

　どうやら、裸足はだしで屋敷からここまで歩いた所せ為いらしい。

　これは配慮が足りなかったようだ。女の子を、裸足のまま連れ歩くような真ま似ねをしてしまうとは。

　しかも、相手はこの世界で最強の力を持つ勇者である。

　今は、あどけない様子で大人しくしているが、これからの生活で彼女が自分の置かれた状況と立場を理解した時の事を考えると、下手な言動は命取りである。

　俺は、とりあえず部屋を出てシオンの足を洗う為ための水を汲くむ事にした。

　すると、

「何ど処こに行くの？」

〈何処に行くんですか？〉

　シオンとホリーの声がハモった。

「え？　いや、水を汲みに行くだけだよ。すぐ戻る」

　納得したのか、二人は黙って頷うなずいた。

「……」

　俺は部屋を出ながら、思わず首を傾かしげた。

　何な故ぜ、二人揃そろって俺の一挙手一投足に気を配っているのだろうか？

　勇者と聖せい光こう剣けんが出会った以上、俺は既に用済みの存在の筈はずだが。

　まあ、これからあの二人は一いち蓮れん托たく生しようだ。

　今のように、ちょくちょく二人きりにして、会話させた方が良いだろう。

　そんな事を考えながら、俺は宿屋の近くにある井戸から水を汲くみ、桶おけに入れて部屋まで戻る。

　すると、ホリーはシオンを見向きもせず、部屋の窓から外の景け色しきを眺めていた。

「……？」

　その時、俺はこれでもかと眉み間けんに皺しわを寄せた。

　やはりおかしい。

　ホリーには五年後に復活する魔王に備えて、勇者を鍛きたえ上げるという役目がある。

　それなのに、勇者に対してまるで関心を示さないとはどういう事だ？

　まあ、それは後で聞けば良いだろう。

　とりあえず、シオンの足を洗う事にした。

「シオン。こっちにおいで。足を洗おう。裸足はだしで歩いてたから汚いぞ」

「……いいです……自分で、します……」

「良いから良いから。この椅い子すに座りなさい」

「……」

　シオンを椅子に座らせた俺は、彼女の両足を桶に浸つからせると、ごしごしと指先で擦こすり始めた。

　昨日風呂に入ったようだが、足の裏までは本格的に洗っていなかったようだ。

　シオンの足裏を擦っていると、桶に入った水が黒く濁にごっていく。

「お客さん、大分汚れが溜たまってますねえ……」

「……」

　シオンは何やら赤面し、モジモジとしているが、俺にされるがままになっている。

「明日、服と一緒に靴も買わないとなあ」

「いいです……別に何も……」

「何を言っちゃってるんだよ君は。これからはワガママ放題の暴君になっても文句言われない身分になるんだからな？　俺の事は、召使いだと思って接しなさい」

「……？」

「その代わり、さっきも言ったけどそこにいるお姉さんの言う事は良く聞くようにね。その剣の使い方を教えてくれる先生だから」

「はい」

「剣の練習さえしてれば、後は何をするのも自由だから、好きにすれば良い。その代わり、絶対に練習だけはサボらない事。良いね？」

「はい」

　俺はシオンの足を洗いながら話しかけ続ける。

「好きな食べ物とかある？　今から買ってくるよ？」

「いえ、そんな事は……」

「遠慮しなくても良いのに」

「でも、ご主人様に、こんな……」

「俺は君の主人じゃないよ!?　て言うかホントに人前で俺の事そんな風に呼ばないでね？　勇者にそんな事言わせたりしたら、命がいくつあっても足りないよ」

　慌ててシオンを見つめると、彼女は俺に対して小首を傾かしげた。

「……？　じゃあ、なんて呼べば……」

「クロウって呼び捨てにすれば良いよ。『おいクロウ、余は空腹じゃ』みたいな感じで」

　俺の提案に対して、シオンはしばらく無言になる。

　それから、何な故ぜか俺の顔をガン見してきた。

「……じゃあ、お兄ちゃんって呼んで良いですか？」












「……それはそれで世間に誤解を招くような気がするなあ」

「……駄目ですか？」

「いや、好きに呼べば良いけど……」

「はい……お兄ちゃん……」

　シオンは更に赤面し、真正面で自分の足を洗い続けている俺を見つめてモジモジしていた。

　その時、無言で俺達を見つめていたホリーが、ぼそりと呟つぶやいた。

〈……ロリコン……〉




　翌日。賭かけで稼いだ金銭で旅の準備を整えた俺は、シオンの手を引いて、聖せい光こう剣けんを肩に担かついだまま、王立士官学校に戻る為ために街道を使って移動していた。

　勇者の気配に対して直進する事しか考えていなかったホリーの所せ為いで、悪路を進む羽目になった時とは違う。

　絶対に、移動が容易な街道から外れず、寄り道もしないで真まっ直すぐに王立士官学校に戻る。

　そう決心し、移動してから早三日。

　その間、ホリーは目め茶ちや苦く茶ちやな指示を出す事は無かったし、シオンも十歳とは思えない程の健けん脚きやくぶりを発揮したので、旅は順調だった。

　特に、真新しい衣服と靴を用意してもらい、初めて町の外に出たシオンは楽しそうに景け色しきを眺め、見る物全すべてに目を輝かせている。

　移動する時に手をつなぐ必要のある勇者を連れて、その勇者以外に触れる事が許されないとされる聖光剣を担いでいる自分は一体何をやっているんだろう、という疑問以外には、特に問題は無いように思えた。

　しかし……




「なあ……ちょっと気になる事が有るんだけど……」

　旅が始まってから三日目の野宿。

　寝袋に包まれ、スヤスヤと寝息を立てながら眠っているシオンを起こさないように、少し離れた位置で、俺はホリーに話を切り出した。

「町で旅の支度をしてる時も、旅の最中もずっと気になってたんだ」

〈……〉

「君さあ、シオンと殆ほとんど話してないよね？」

　ホリーは腕を組んだまま、無表情に俺を見つめている。

「大体、何で未いまだに俺が君の本体を持ち運ばないといけないわけ？　君は今から出来るだけシオンとコミュニケーションをとって、聖せい光こう剣けんの扱いに慣れてもらう必要があるんじゃないの？　ちょっと重いかもしれないけどさあ。聖光剣はシオンが肩に担かつぐのが無難なんじゃないの？」

〈……あの子より、貴方あなたに運んでもらいたいです……〉

「は？　何で？」

〈いや、そんな真顔で聞かれても困りますけど……〉

「……君さあ。まさかとは思うけど、あの子より俺と一緒にいる方が良いとか思ってないよね？　いや、まさかね。ボンクラは嫌いだもんなあ」

〈いえ、まあ、貴方と一緒にいる方が良いとは思ってますけど〉

「うおい！　今さら俺を気に入ったとかいうんじゃないよな!?」

〈はい。気に入りました〉

「否定しねえよコイツ！　何で？　シオンの何が気に入らないの？」

〈実は私……女と子供が嫌いなんです。それこそ反へ吐どが出るくらい〉

「世界の危機を救ってきた神しん剣けんが女子供を反吐が出るくらい嫌いとかいうな！」

　俺は、通常なら確実に嚙かんでしまいそうになるくらい長い言葉でツッコミを入れた。

　しかし、ホリーの方は本気のようだ。

　まるで深刻な悩みを打ち明けている最中のように、沈みこんだ表情を見せる。

「……ああ、何か訳があるの？」

〈私……これまで沢山の勇者と一緒に魔王を倒してきました〉

「うん」

〈その勇者達は、一人の例外もなく、美男子でした。貴方と違って〉

「……」

　いちいち俺に対する罵ば倒とうを挟はさんでくる事にイラっとしたが、俺は黙って話を聞いていた。

〈しかし、勇者は魔王を倒して、世界を平和にした後、必ず私以外の女に手を出して、その女に子供を産ませます〉

「……は？」

〈私は、意識が覚かく醒せいする度たびに新しい美男子に出会い、その美男子が私以外の女に手を出して子作りする様を見てきました〉

「う……む……」

〈つまり、私の人生は、覚醒と共に恋が始まり、必ず失恋して眠りに落ちる、という事を延々と繰り返しているのです〉

「はああああああああ!?　じゃあ何？　君って歴代の勇者に対していちいち恋愛感情を抱いていた訳!?」

〈貴方には抱いていませんけど〉

「うるせえな！　解わかってんだよそんな事は！」

〈ですから、私にとって女というのは恋こい仇がたきであり、子供とはその恋敵が、私の大好きな勇者の子こ種だねで産む存在なのです〉

「はあ。それで？」

〈シオンは、その気に食わない女であると同時に子供なので、最悪です〉

「最悪は君だよ！　なんてこった……。この世界はこんなメンヘラ女に守られていたのか……」

　俺は頭を抱えながら項垂うなだれてしまうが、ホリーは自分の頰ほおに両手を当てながら赤面する。

〈だって、恋する乙女は無敵ですから〉

「うるせえな！　上う手まい事言えてないよ！」

〈どうして……〉

　赤面していたホリーは、唐突に表情を暗くする。

「は？」

〈どうして勇者は必ず最終的に私を捨てて他の女に手を出すんでしょうか！〉

　そう叫んだホリーは両手で顔を覆うと、いきなり号泣した。

「いや、どうしてって……、君って剣じゃん。魔王倒したら用済みになって仕し舞まわれるに決まってるだろ」

〈私はこんなに愛していたのに！　わあああああああああん！〉

「泣くな！　仕方無いだろ！」

〈私の勇者に対する恋心が聖せい光こう剣けんのエネルギー源なのに！〉

「マジで!?　じゃあ君って毎度必ず本気で恋しちゃってたのか！」

〈もう嫌！　失恋するって解って恋するなんて耐えられない！　限界ですよ！〉

「いやいやいや！　そんな事言われても困るんだよ！　もうちょっとこう……シオンに対する母性本能的な愛の力で魔王を倒してくれよ」

〈あんなメスガキ、心底どうでも良いです……〉

　号泣していた筈はずのホリーは、いきなり素に戻った。

「だからそんな事言われても困るっての！　あの子以外に君を使えるヤツはいないんだろ？　あの子の素養は高いんだろ？　じゃあ頑張って魔王を倒してくれよ！」

〈でもクロウ……。冷静に考えてくださいよ〉

「いや、今の君の話を冷静に考えたくないんだけど……」

〈私は……正確には解りませんけど、かなりの年齢に達した大人の女です〉

「大人ってレベルの年齢じゃないけどね……」

〈そんな大人の女と、十歳ぐらいの少女が、本気でパートナーシップに目覚めると思いますか？　普通に気まずいんですけど〉

「今まで組んだ勇者も全員年下だったんだろ？　そこは年長者として、余裕を持って接してくれよ」

〈だから、これまでは美男子に恋してたからイケたんですってば！〉

「だあ！　もう！　コイツ全く使えねえよ！　どうすりゃ良いんだ！」




　翌日の朝。

　俺は寝不足でフラフラになっていた。

　昨夜、ホリーと二人で延々と不毛な会話を続けていた所せ為いだ。

　ホリーがシオンを発見してからのそっけなさと、ガッカリしていた様子の理由がようやく解わかった。

　俺が想定していた以上に、ホリーは同性を嫌っている。

　この先、シオンが大人に成長してもそれは変わらないかもしれない。

　いや、むしろ悪化する可能性もある。

「……」

　俺は、寝ねぼけ眼まなこで、寝袋の中で眠っているシオンを見つめた。

　もうこうなったらシオンの方を説得して、ホリーと仲良くなってもらうしかない。

　ホリーも自分に懐なつく少女を拒絶する事はないだろう……。多分。

「う……あ……！」

　そんな事を考えていると、シオンがいきなり跳ね起きて、周囲をキョロキョロと見回す。

　そして、俺と目が合うと、ほっとしたような表情になる。

「どうした？」

「……お母さんに会う夢見た……」

　ああ、なるほど。母親が恋しい訳か。

「君のお母さんは今、どうしているんだ？」

　寝袋からもぞもぞと体を出しながら、シオンは呟つぶやく。

「知らない……」

　知らない、か。

　てっきり、両親と死別したから奴ど隷れいをしているんだと思ったんだが。

「シオン。君はなんで奴隷になったんだ？　家族は？」

「……お父さんは死んじゃった」

「……」

　ヤバい。

　深刻な話が始まりそうな雰囲気だ。

　そもそも、こんな幼い少女が奴隷をやっていた理由なんか、ロクでもないに決まっている。

　俺達の近くで浮遊しているホリーは、シオンの身の上話に微み塵じんも興味がないのか、空中で体を横にして明後日あさつての方を向いているし。

　ていうか、ちょっとは興味持てよ。

「お父さんが死んだ後、お母さんが若い男の人と暮らすようになったの」

「……」

「その男の人は、毎日私を殴るようになって……」

「……」

「お母さんは私の事が邪魔になったって言って、伯お父じさんの所に預けたの」

「……」

「伯父さんは、私が寝てる時に、体を触ろうとしてきて……」

　ひいいいいいい！

　重い！　重すぎるよう！

　俺に聞けるような身の上話じゃないよう！

「逃げだした私を、ご主人様が拾ってくれたの。でも、ご主人様は別のご主人様に私を売って、その時に……お兄ちゃんが私を……」

　あれ？　その話の流れだと、俺もこれまでシオンをたらい回しにしてきた連中と同じなんじゃねえの？

　というか、この子からホリーに懐なつけって要求するのは酷こくな気がしてきた。

　むしろ、周囲の人間が優しく接して、信頼を得る努力をすべきだ。

「……」

　俺は、空中で横になり、明後日の方向を見つめているホリーを見る。

　優しく接して、信頼を得るとか、絶対無理だろ。この毒舌精霊では。




「はあ……」

　街道近くを流れる川に近づき、顔を洗いながら、これから先の事を考える。

　他の誰が信じるだろう。

　現代の勇者と聖せい光こう剣けんがコミュニケーション不全を引き起こしているという事態を。

　非常にまずい事になった。

　そもそも、聖光剣に意志がある事自体が認知されていない。

　勇者が未いまだ十歳の少女、という事も信じがたい。

　ホリーという存在と、シオンが勇者である事実を認知しているのは俺だけだ。

　つまり、俺以外にこの事態を把握している者はいない。

　というよりも、五年後に魔王が復活する話もだ。

「……」

　俺は自分が背負うには重すぎる責任に押しつぶされそうになっていた。

　ホリーにボンクラ、ボンクラと連呼されるのは業ごう腹はらだったが、実際に自分は凡ぼん人じんに過ぎない。

　身体能力、知識量共に秀でた面は無い。

　強くもないし、賢くもないのだ。

　唯一、他の人間に無いものがあるとすれば、今現在、世界は極めて危うい状況にあるという事実を知っているという点だけだ。

「……」

　俺は、川かわ面もに映った自分の顔を見つめながら、これから自分が行うべき事を考え始めた。

　その時、

「きゃああああああ！」

〈クロウ！　クロウ早く来てください！〉

　シオンとホリーの悲鳴が聞こえた。

　俺は即座に立ちあがって、昨夜野宿していた街道沿いの平地に戻った。

　野宿していた場所にシオンがいない。

　悲鳴が聞こえる方向を見ると、馬に乗った男がシオンを小脇に抱えたまま走り去ろうとしている。

「シオン！」

「お兄ちゃん！」

　馬に乗った男は、悲鳴を上げるシオンを抱えたまま、その場から離れていく。

　よくよく見れば、聖せい光こう剣けんも無い。

　盗まれたのだ。

　聖光剣とシオンを。

「ヤベエ！」

　俺は馬に乗った男を必死に追うが、追いつく筈はずが無い。

　人が馬に走力で及ぶ事はあり得ないし、それ以前に俺は足が遅い。

　当然、シオンを誘拐した馬上の男との距離は離され続ける。

「クソがああ！」

　俺は怒号を上げながら走る。

　何だこの状況は。

　おそらく、あの男は賊ぞくの類たぐいだろう。

　そうでなくとも、金目の物に見える聖光剣と、一人きりでいた少女を誘拐するような輩やからだ。

　つまり、こすずるいコソ泥野郎だ。

　そんな野郎に誘拐されて抵抗できない勇者ってのはどうなんだろう。

　勇者を守る事も出来ない聖せい光こう剣けんは？

　それを必死に追いかけている俺は一体何だ？

　何で自分がこんな事をしなければならない。

「お兄ちゃん！　お兄ちゃん！」

「シオン！」

　違う。

　そんな事はどうでも良い。

　勇者とか、聖光剣とか、五年後に復活する魔王とか、そんな事はどうでも良い。

　許せない。

　この状況を打だ破は出来ない自分が許せない。

　幼くか弱い勇者は許せる。

　やる気の無い聖光剣も許せる。

　復活しようとする魔王も許せる。

　今、目の前にいるコソ泥野郎すら許せる。

　俺が許せないのは、

「なんで俺には何にも出来ねえんだよおおおおおおおおおお！」

　何の取り柄も無い自分自身だ。

　悲鳴を上げて、助けを求める少女一人救えない。

　そんな自分こそ許せない。

「ホリー！　頼む！」

〈クロウ？〉

　俺は、傍かたわらにいたホリーに声をかける。

　ホリーの本体である聖光剣は、今現在、シオンを誘拐した馬上の男が持っている。

　しかし、ホリーは何とか俺の近くにいる事が出来た。

　それも、これ以上本体が離れれば不可能だろう。

「俺にシオンを助ける力をくれ！」

〈……〉

「俺にアイツを助けさせてくれ！」

〈……！　御み心こころのままに！〉

　ホリーは唐突に、俺に向かって飛び込んでくる。

「……！」

　瞬間、爆発的な力が俺の体内を駆け巡った。

　自分の体の中に、自分以外の何かが入っている。

　異物感などというレベルでは無い。

　自分が、自分ではない者に変化したかのような感覚。

　全身から、力が漲みなぎる。

　俺は、自分の体ではあり得ない程の走力を発揮し、一瞬で前方を走っていた馬に追いついた。

　そして、人間離れした跳躍力で馬上の男に飛び膝ひざ蹴げりを行い、落馬させると同時に、シオンを抱きとめる。

　馬から蹴り落とされた男は、シオンを抱えている俺を睨にらみつけながら、腰に差した剣を抜く。

　いつもの俺なら恐れ慄おののく事態だが、今は違う。

　シオンを地面に下ろし、一瞬で相手を殴り飛ばして気絶させた。

「……何だこりゃ……」

　自分が殴り飛ばした男を見下ろしながら、俺は自分の変へん貌ぼうぶりに戸惑う。

　凡ぼん人じんの自分が、まるで別人のように強い。

「これは、君のおかげなのか、ホリー」

〈……ええ、まあ……〉

　何な故ぜか、バツが悪そうな表情でホリーは俺の体内から出ていく。

　すると、

「わあああん！」

　シオンが泣きながら俺に抱きついてくる。

「ん？　ああ、ごめんなシオン。目を離した俺が悪かったよ。最近は物騒だからな。子供を一人きりにしたのは迂う闊かつだったな」

　言いながら、俺は苦笑した。

　五年後には、人類を滅亡させる程の力を持つ魔王を打倒する勇者を、まさか俺が助ける事になるとは。

〈……〉

　その時、バツが悪そうな表情だったホリーが、何故か無言で俺を凝視していた。

「……ん？　どうしたホリー」

〈貴方あなた……体は何とも無いんですか？〉

「何が？」

〈知っての通り、私の力を使いこなせるのは勇者だけなので、勇者以外の人間に、先ほどのように憑ひよう依いを行うと、確実に死ぬんですけど〉

「何だって!?」

〈貴方あなたは覚悟の上でしょうけど、先ほど私が行った憑ひよう依いは、命と引き換えに、人間の限界を超えた力を与えるものです〉

「うおい！　初耳だよ！」

〈これまで、危機に陥った勇者を助ける為ために、他の神しん剣けんの所有者に私が憑依した事が何度かありますが、悉ことごとく死んでしまいました。聖せい光こう剣けんどころか、他の神剣にすら認められない貴方では、憑依して数秒以内に即死する筈はずですが〉

「なんでそういう事を最初に言っておかないんだよ！」

　ホリーに怒鳴りちらしながらも、俺は自分の体を確認してみる。

「……あれ？　別に何とも無いんだけど……。何でだろ？」

　その間、俺に抱きつきながら泣きじゃくるシオンが全く離れないのが困ったが。

　別に何ど処こも怪け我がはしていないし、頭や胸、腹なども痛くない。

　体調に変化は無いような気がする。

　ホリーは眉み間けんに皺しわをよせ、顎あごに手を当てながら俺をジロジロと観察している。

〈……そもそも、貴方に私の姿が見えて、声が聞こえる理由も解わかりませんし〉

「勇者にしか見えない君が見えて、勇者以外に耐えられない憑依に耐えられる……？　俺って本当に勇者じゃないのか？」

〈違いますね〉

「……何でそこまではっきり断言出来るの？　多少は才能ある可能性は？」

〈貴方に勇者としての素養なんか微み塵じんもありませんよ。私に憑依された状態の勇者の戦闘能力は、あんな常人に毛が生えた程度ではありません〉

「……ホリー。さっきの憑依ってヤツ、今のシオンにやればどうなる？」

〈そうですね。彼女なら、身体能力が平常時の数千倍に高まるでしょう。おそらく、一切の副作用を受ける事無く、持続時間も貴方より遥はるかに長いと思います〉

「じゃあシオンに憑依してれば一瞬で解決してたじゃないか！　何でそうしなかったんだよ!?」

〈え～。なんか嫌です～。女の体の中に入るのって～〉

「そういう問題じゃないだろ！　君本気で勇者と一緒に魔王を倒す気あるの!?」

〈でもねえ……当の本人の同意無しに憑依する事は出来ませんし〉

「……」

　俺は、未いまだに泣きじゃくっているシオンと、無責任極まりないホリーを交互に見て、顔を引きつらせていた。




　とりあえず、俺達は王都に戻る為の旅を再開した。

　本当は、賊ぞくが乗っていた馬を拝はい借しやくして、一気に王都まで駆けたかったのだが、ホリーから憑ひよう依いの危険性についての説明を受けている最中に馬は逃げ出してしまった。

　気絶している賊ぞくが目を覚ますと面倒なので、俺達はさっさとその場を後にする。

　しかし……。

「お兄ちゃん……」

　昨日まで俺と手を繫つないで歩いていたシオンは、俺にべったりとくっついて離れなくなった。

　端的に言うと、超懐なつかれた。

　元々、奴ど隷れい状態から解放して、仕事や雑用を一切やらせなかっただけで好印象だったようだが、さっきの救出劇が原因で、シオンの俺に対する信頼感はマックスになったらしい。

　まあ、いつまでも虚うつろで、暗い表情でいられるよりはずっと良いんだが……。

〈ロリコン野郎……〉

　逆に傍かたわらにいるホリーの機嫌が超悪くなった。

　というか、さっきの救出劇は実質、ホリーがシオンを助けたのだ。

　つまり、神しん剣けんが勇者の身を守るという、極めて真っ当な行為だったはずだ。

　今後、シオンとホリーが、勇者と神剣として協力し合い、魔王を倒さなければならない以上、今回の件は幸さい先さきが良い事だったはずなのに。

「えへへ……」

〈ロリコン……〉

　俺が間にいる所せ為いで、二人の距離は微み塵じんも縮まってない。

　ちょっと……いや、かなり責任を感じる。

「……なあホリー……」

〈なんですかロリコン〉

　俺の右腕にシオンが纏まとわりついているので、ホリーは左隣にいたのだが、さっきからまったくこちらを向かない。

「さっきの憑依ってのが、聖せい光こう剣けんの能力なのか？」

〈ええ。神剣を扱う者の基本技能、憑依、放出、展開の内の一つですね〉

　神剣を扱う際の知識か。

　そういう情報はさっさとシオンに教えた方が良さそうだ。

「解わかりやすく、詳しく説明して。シオンも聞いておきなさい」

「うん。お兄ちゃんがそう言うなら聞く」

〈……〉

　ホリーはイラっとした様子で俺の右腕に纏わりついているシオンを見つめたが、

〈憑依とは、神剣の力を体内に取り込んで身体能力を上げる技術です。憑依を行わなければ、神剣使いは常人と大差ない身体能力しかありません〉

　神しん剣けんに関する説明を初めてくれた。

「アイリスとカトレア教官が華きや奢しやなのに怪力なのはそれが原因か……」

〈放出は神剣が持つ固有の能力の発動です。聖せい光こう剣けんの場合は、光の具現化。ありとあらゆる物体を消滅させる圧倒的な熱量の光を、任意の場所に発揮出来ます〉

　聖光剣だから光、か。

「という事は、氷ひよう結けつ剣けんとか爆ばく炎えん剣けんは……」

〈文字通り、氷と炎の具現化ですよ。まあ、出力は聖光剣と比べるべくもありませんが〉

「展開ってのは何？」

〈離れた位置にある神剣を遠隔操作する技能です。自分から離れた位置にある神剣を手元に戻す為ための技能ですが、極めれば数キロ離れた位置にある神剣を空間転移させて、手元に戻せるとか。まあ、そこまでの使い手は見た事がありませんが〉

「空間転移？」

〈一瞬で別の場所に移動するという事ですよ。距離や障害物を無視してね〉

「へえ……」

　憑ひよう依い、放出、展開か。

　身体能力を上げる。特殊能力を発動する。手元を離れた神剣を操作する。

　三つとも重要な技能だ。

「シオン。解わかったか？」

「えへへ……。お兄ちゃん……」

　微み塵じんも聞いてねえ！

　ホリーは再びイラっとした様子でシオンを睨にらむが、当のシオンは俺の事しか見てない。

　ヤバい！　本格的にヤバい！

　勇者と神剣のコミュニケーション不全が全く改善しない！

　早く王都に戻ってアイリスとカトレア教官に相談しなければ。

　女子同士が仲良くなる方法なんか俺には解らない。

　一刻も早く王都に戻って、シオンが勇者だという事実を明るみにしよう。








第七章　囚人




　王都に戻れば全すべてが終わる。

　そう楽観視していた俺は、王都に戻った瞬間、王国軍の兵士に取り囲まれた。

　なんだ？　どういう事だ、と訝いぶかしく思う前に、理由は直ぐに解わかった。

「王立士官学校所属のクロウ！　聖せい光こう剣けんを窃せつ盗とうした容疑で拘束する！」

　兵士達の隊長格らしい男がそう叫んだからだ。

　ていうか完全にバレてる。

　早く潔けつ白ぱくを証明せねば。

　まあ、潔白も何も、聖光剣を窃盗したって容疑は真実なんだけどね。

　俺の周囲を、槍やりを構えた兵士達が取り囲む。

　城下町にいる住民達も、遠巻きに固唾かたずを吞のんで見守っていた。

　傍かたわらにいたシオンが不安そうに、俺の手を握ってくるが、これはチャンスだ。

　この場で、俺の背中にある聖光剣をシオンに握らせて、刀身を発光させれば良いのだから。

　しかし、

「動くな！」

　俺が背中の聖光剣に触ろうとすると、兵士達が槍を突きつけてくる。

　まずい。この状況で剣を抜くなんてのは自殺行為だ。

「ホリー。ホリー！」

　俺は、独ひとり言ごとを呟つぶやいていると思われる事を厭いとわずに、ホリーに話しかけた。

　ホリーが俺の背中にある聖光剣を抜いて、それをシオンに渡せば、この状況は一瞬で解決するのだ。

〈解ってますよ〉

　俺の意図を読んでくれたのか、ホリーは聖光剣を鞘さやから抜き放つ。

　傍はた目めには、俺の背中にある聖光剣が独りでに動いているように見えるので、兵士達は激しく動揺して、一歩後ずさった。

　いいぞホリー。このまま聖光剣をシオンに渡せば……

〈この私に武器を向ける事の意味……理解させてあげましょう……〉

　その時、ホリーは何な故ぜか俺に聖光剣を渡しながら憑ひよう依いしてきた。

（ちょっ!?　ええ!?　何してんだホリー!?）

　と俺は悲鳴を上げようとしたが、声が出ない。

　あれ？　なんか体も全く動かないぞ？

「この身の程知らず共がああああ！」

　俺に憑ひよう依いしたホリーは、俺の体の支配権まで奪うばったのか、勝手に動かして勝手に話している。

　ホリーに憑依されている俺は、目にも留まらない程の剣速で聖せい光こう剣けんを振り回し、周囲の兵士達が持っている槍やりを細こま切ぎれにしている。

　その様は、まさに剣の達人の大立ち回りなのだが、

（ひえええ！　全身の関節が痛いてええええ！　筋肉がプチプチいってるううう！）

　俺自身は、本来なら不可能な運動行為が原因で、全身に激痛が走っていた。

　肝心のシオンは、暴れ回っている俺を邪魔しないようにしゃがみこんでるし。

　ていうか、シオンに聖光剣を握らせれば解決するのに何やってんの？

　俺の体を勝手に動かすホリーは、ものの数分で周囲の兵士が持っていた槍を破壊し、丸腰にしてしまう。

　その後、次から次に丸腰の兵士を殴り飛ばし、蹴けり飛ばす。

　その度たびに手足に激痛が走るが、

「ははは！　身の程知らずの雑ざ魚こ共が！　もっと私を楽しませてみろ！」

　それを無視してホリーは兵士に対する暴力行為を続ける。

　しかも、発言内容が悪人みたいだった。

「ははははは！　懐なつかしい！　コレが生身の肉体を動かす快感！」

　俺の口調は、ホリーが原因で訳の解わからないものになっていた。

　まあ、武器だけ壊して、人間の体に聖光剣を当てようとしていないので、ギリギリ勇者の扱う神しん剣けんとしての倫理観は残っているようだが。

（ホリー。もう良いだろ？　早く聖光剣をシオンに渡……っげ！）

　その時、俺は心の中で絶叫した。

　ホリーが俺の体で暴れ回っている間に、野や次じ馬うまが増えまくっていたのだが、その中にアイリスとヒース王子がいる。

（ホリー！　今すぐ聖光剣をシオンに渡せ！）

　だが、遅かった。

　アイリスは氷ひよう結けつ剣けんを抜き放つと、何の躊ちゆう躇ちよもなく俺に斬きりかかる。

　当然、今の俺はホリーに憑依されているおかげで、筋力も技術も跳ねあがっているので、あっさりと聖光剣を構えて氷結剣を防ぎ、鍔つば迫ぜり合あいの体勢になったのだが。

　非常にまずい。

　この、アイリスの様子を考慮すると、俺がカトレア教官を騙だまして鍵かぎをパクり、聖光剣を盗み出した件で、アイリスは激怒している。

「……クロウ。貴方あなた、何がしたかったの？　聖光剣を盗みたかったなら、どうして戻ってきたの？」

　アイリスは、怒り狂うというより、心底俺の行動の真意が理解出来ない様子だった。

（うげ！）

　よく見ると、氷ひよう結けつ剣けんと鍔つば迫ぜり合あいしている聖せい光こう剣けんが凍結していた。

　凍りついている聖光剣と氷結剣が、くっ付いて離れなくなっている。

　そのまま、アイリスは俺の腹を思い切り蹴けりつけ、吹き飛ばしてしまう。

（……！　な、なんつう筋力だ……！）

　ただ蹴りつけただけで、男一人を数メートル吹き飛ばすなんて。

「とりあえず、聖光剣は返して貰もらうわ。別に私のじゃないけど……」

　なんて言いながら、アイリスは氷結剣とくっ付いている聖光剣を手に持つ。

　蹴り飛ばされ、地面をゴロゴロと転がった俺は、

（ホリーヤバいぞ！　早く聖光剣を取り戻さないと！）

「……あ……クロウ駄目です……。なんか急に体が動かなくなってきました」

（なんだって!?）

「まあ、所しよ詮せん貴方あなたではこの程度が限界ですか……」

（散々暴れといて無責任な事言うな！）

　ホリーと自分の体内で不毛な言い争いを続けていたが、

「ぐああああああ！」

　突然、全身を襲う激痛が原因で、地面に倒れ込んでしまう。

「……まったく……お前の事は全く理解できん」

　地面に倒れ込んだ俺は、地面に雷らい鳴めい剣けんを突き刺しながら、あきれ顔を向けてくるヒースを見て、自分に何が起きたか理解出来た。

　ヒースの神しん剣けん、雷鳴剣の能力……多分電撃の類たぐいを食らってしまったのだ。

　早く、早く聖光剣をシオンに渡さなければ。

　そう言いたかったのだが、俺の視界は暗転してしまう。




　その後、意識を取り戻した俺は、

「出せ！　出してくれ！」

　鉄てつ格ごう子しを叩たたきながら悲鳴を上げていた。

　俺がいる場所は、王都内にある城の地ち下か牢ろうだった。

　王都内では国宝である聖光剣が盗まれた件は知れ渡っており、王国軍が総出で出動し、犯人捜しを行っていたようだ。

　そこへ、犯人である俺はノコノコ戻ってきたのである。

「頼むよ！　俺の話も聞いてくれ！」

　自分以外誰もいない、薄暗い地ち下か牢ろう内に、悲鳴が空むなしく響く。

　甘かった。

　見通しが甘かったのだ。

　数百年に一度出現する魔王を打倒してきた、代々の勇者全員が愛用していた聖せい光こう剣けん。

　世界の危機を、幾いく度ども救ってきたという伝説の神しん剣けんを、盗んで持ち出せば、こうなって当然だった。

　王都に戻れば、すぐにアイリスかカトレア教官に会って事情を説明できると考えたのも甘かった。

　いや、それよりも、やはり聖光剣はシオンが持っているべきだったのだ。

　幼く、小柄なシオンに、聖光剣を担かつがせる事には、俺も抵抗を覚えたが、今になって考えると、彼女に持たせて、聖光剣の刀身が発光する様を見せれば、即座に彼女が勇者だと認められただろう。

　しかし、俺は有無を言わさず地下牢に放ほうり込まれ、連れていたシオンもおそらく放置されている。

　自分の判断ミスが、むざむざ自分自身を危機に追い込み、シオンも一人きりにしてしまったのだ。

　どうすれば良いのだろうか。

　悲鳴を上げるのを止やめて、地下牢内にある硬いベッドに座り、頭を抱える。

　今、自分の潔けつ白ぱくを証明する方法は、シオンに聖光剣を握らせる事だ。

　それ以外に方法は無い。

　しかし、シオンが今何ど処こにいるのかも、聖光剣が何処にあるのかも解わからない。

　どうすれば良い？

　いや、既にどうしようもないのだろうか？

　国宝を盗んだ罪で、明日にでも処刑されるかもしれない。

　俺が死ねば、シオンが勇者であると知っている者がゼロになる。

　つまり、五年後に世界が滅びる可能性が高まる。

「いやいや！　五年後の世界より今の俺だろ！　どうすりゃ良いんだよ！」

　さっきから、ホリーが目の前に現れない事を考えると、ホリーの本体である聖光剣は、この地下牢からかなり離れた位置にあると考えて良い。

　ホリーの活動範囲は、所有者であるシオンとの邂かい逅こうでかなり広がった筈はずだが、今現在、シオンとホリーは別行動中だ。

　以前のように、聖光剣が保管されていた王立士官学校の敷地にある礼拝堂周辺しか移動できなかった状態に逆戻りしているのかもしれない。

　そもそも、彼女が今現れても、俺を牢から出す事は出来ないのだが。

　情報を整理し、予測を立てれば立てる程、状況が切迫している事が解わかる。

　戦せん々せん恐きよう々きようとしていると、コツコツ、という足音が聞こえてきた。

　誰かが、この地ち下か牢ろうに向かって、階段を下りているようだ。

「誰か来たのか!?」

　足音の主は、手にロウソクの明かりを持って、俺のいる地下牢の前まで真まっ直すぐに向かってきた。

　その顔を見て、

「ヒース！」

　俺は思わず鉄てつ格ごう子しを摑つかみながら叫ぶ。

　鉄格子越しに、俺の眼前に現れたのは、ヒースだった。

「ヒース！　俺の話を聞いてくれ！」

「……クロウ。以前からバカだとは思っていたが、まさかここまで救いようの無いバカだとは思わなかったぞ」

「違うんだって！　訳があったんだ！　頼むから事情を説明させてくれ！」

「ふん。聖せい光こう剣けんを盗み出した事に、正当な理由があったと？　そんなものがあるなら、是非聞きたいものだ」

「良く考えろよヒース！　俺は一いつ旦たん王都を離れてたんだぜ？　盗む事だけが目的なら、わざわざ戻ってくる訳ないだろ？」

「……僕も、そこが疑問だった。臣しん下かの者達は即刻死刑と決めたようだが、お前が何の為ために自分からここに戻ってきたのか、理由を聞きたくなってな」

　ヒースのおかげで命拾いしている、という事を知り、俺は余計に焦る。

「聞いてくれヒース。俺には、聖光剣の声が聞こえるんだ。その声が、勇者の居場所を教えてくれた。だから、俺は聖光剣を持ってその勇者の所に行って、今まさに戻ってきたんだよ。だから、俺が連れていた女の子は、勇者なんだ！」

「…………」

　ヒースは無言になって地下牢の前から去っていく。

「待て待て待て！　ヒース待ってくれ！　別に錯さく乱らんしてる訳じゃないんだ！」

「無理だ。信じられない。どう考えても今のお前は完全に錯乱している。話す価値など無い」

「だから待てって！　魔王の復活が五年後に迫ってるんだ！　俺が連れていた女の子に聖光剣を渡さないと、五年後に復活する魔王が世界を滅ぼしちまう！」

「……」

「俺が連れていた女の子に聖光剣を渡してくれ！　でないと五年後に世界が滅んじまう！」

「……解った」

「解わかってくれたか！」

「お前は完全に頭がイカレたようだ」

「うおおおおおおおおい！　待て！　本当に待ってくれヒース！」

「もう良い。お前と話すのはこれで最後だ」

「駄目だっての！　本当に五年後に魔王は復活するんだぞ！」

　鉄てつ格ごう子しを摑つかんで必死に叫ぶ俺を見て、牢ろう屋やから離れようとしていたヒースは足を止める。

　そして、鉄格子越しに俺を見つめる。

「今だから話すが、僕はお前の事が怖かった」

「はあ!?」

「覚えているか？　クロウ。僕とアイリスは、一度だけ士官学校の課題でお前に負けたんだ」

「？」

　ヒースとアイリスが俺に負けた？

　一体何の事だ？

「お前は常々、自分には何の取り柄も無いと卑ひ屈くつになっているが、少なくともカトレア教官はお前を買っていた」

「何の話だよ？」

「後輩を引き連れて、オリエンテーリングをする課題があっただろう」

「ああ……。あの課題の事言ってるのか……」

　オリエンテーリング。

　年下の後輩を部下として引き連れ、指定された目的地に辿たどりつくまでの時間を競う課題。

　出発地点から目的地までの間には、数人の教官が待機しているポイントがあり、そこでは士官として必要な課題や訓練を課せられる。

　どんな順番でポイントを回り、引き連れている部下の誰に課題を受けさせるのか。

　士官として、人の上に立つ者としての技量を試される課題だった、と思う。

　正直、全く覚えていない。




　だって、全部後輩に丸投げしたし。




　ルートを決めるのも、各ポイントの課題をクリアするのも、全部後輩に任せた。

　常々、アイリスからの注意と、ヒースからの皮肉を無視していた俺は、二人が校内で有名人だった事もあり、後輩の間でも「何も出来ない先輩」として悪目立ちしていた。

　だから俺が引き連れる事になった後輩達は、必死になってルートを決め、課題に取り組んだ。

　結果、俺が同級生の中で、最高順位でオリエンテーリングを終えたのだ。

　他の生徒は啞あ然ぜんとして、カトレア教官は何な故ぜか爆笑していたが、俺自身は結局何もしていなかったので、全く誇らしいとも思えなかったが。

「いつか、お前は士官として、人の上に立つ者として、誰も予想出来ない事をするかもしれないと思った。だから僕はお前が怖かったんだ」

「え～。それは完全に気の所せ為いだと思うけどなあ……」

「だからこそ、こんな形で予想を裏切る行動に出たお前に、僕は失望した」

「待て待て待て！　やっぱり待って！　お前の本能は正しいんじゃないかなあ！　結果論だけども！　俺は世界の危機を救っているよ！　なあ！」

「もう良い。僕は帰る」

「ヒース！」

「一応、教えておいてやろう。お前が礼拝堂地下にある宝物庫の鍵かぎを盗んだ所為で、鍵の管理を一任されていたカトレア教官は、責任を追及されて解任された」

「……え？」

「お前に金銭的援助をしていたアイリスは、共きよう謀ぼうを疑われて危うく処刑になる所だった」

「な……！」

「カトレア教官に至っては、神しん剣けん所有者の地位を剝はく奪だつされたんだ」

「……！」

「それは全すべてお前の所為だ」

「そ、んな……！」

「お前が行方不明になってすぐに、聖せい光こう剣けんが無くなった事が発覚した」

「……」

「当然、疑いの目はお前に向けられた。お前が行方不明になる直前に、アイリスから資金援助を受け、カトレア教官が紛ふん失しつした鍵を拾っていた、という事実もすぐに発覚した」

「……」

「だが、あの二人は最後までお前の無実を信じていた。お前が聖光剣を盗む筈はずが無いと」

「……」

「それで、結果がこれだ。お前が何を考えてこんな事をしたのかは知らんが、これだけは言える」

「……」

「お前は自分を信じていた相手を騙だまし、裏切った」




「……」

　ヒースが立ち去った後、静まり返った地ち下か牢ろう内で、俺は腕を組んで考え込んでいた。

　先ほど浴びせられたキースの言葉が原因で、死の恐怖や、薄暗い地ち下か牢ろうに閉じ込められている孤独感が消えてしまう。

　むしろ、無音で、無人だった為ため、自問自答に集中出来た。

　何な故ぜこんな事になってしまったのだろうか？

　このままでは、十中八九自分は処刑される。

　国宝である聖せい光こう剣けんを盗んだ罪で、王都中を引きまわされた後、公衆の面前で処刑だ。

　そうなると、今現在別行動中のシオンとホリーを合流させ、五年後に復活する魔王に備える、という当初の目的を果たせなくなる。

　いや、本当に自分はそんな事を望んでいたのだろうか。

　一介の学生に過ぎず、知力、体力共に、周囲の者より劣っている凡ぼん人じん。

　そんな自分が、五年後に迫る世界の危機の為に立ち上がる。

　似合わないにも程がある。

　では、何故自分は行動を起こしたのか。

　聖光剣を盗み出し、王都から離れた場所にいる勇者を探す旅に出る。

　僅わずか一ヶ月程度で終わる、小さな冒険に過ぎなかったが、日頃、士官学校の授業もマトモに受けていない事を思えば、我ながらあり得ない程の行動力だ。

　その結果がこれ。

　処刑されて死ぬ羽目になるし、友人のアイリスと、恩師のカトレア教官に思い切り迷惑をかけ、シオンが勇者であるという事実を衆目にさらす事も出来ない。

　つまり、何の結果も得られずに、他人に迷惑をかけて死ぬだけなのだ。

　その結果をもたらした要因は、何だろうか。

「……」

　解わかっている。

　本当は解っている。

　自他共に認める凡人である自分。

　特殊な才能、秀でた技能を持たない自分が、一念発起した理由。

　それは簡単だ。




　特別な存在になりたかったのだ。




　無理だ。不可能だ。自分には何の才能も無い。

　自分は普通の人間で、特別な存在には絶対になれない。

　世界の重要案件に携たずさわれる存在じゃない。

　戦の勝敗を左右する軍人にも、国の法律を変える官僚にもなれない。

　戦争が起きれば前線で戦い、死ぬかもしれないと震えるだけ。

　国中が貧困に喘あえげば、真っ先に貧乏になるだけ。

　普通だ。

　普通の存在なのだ。

　自分の生活、人生、運命を、自分の意志で決める事が出来ない。

　思うがまま、自由に生きて、誰はばかる事無く突き進む事が出来ない。

　全すべて、自分より上の立場にいる者に支配されている存在。

　それが自分だ。

　それが、クロウという名の一般人なのだ。

　それが嫌だった。

　ずっと嫌だったのだ。

　普通は嫌だ。

　自分の人生も、生き死にも、全て、何もかも、出会った事の無い権力者、支配者の都合で振りまわされ、翻弄されるという、凡ぼん人じんの運命が嫌だった。

　ごく普通である、という事実が、気が狂いそうになるぐらいに嫌だった。

　特別になりたい。

　特別な存在になりたい。

　普通では無く、特別になりたいのだ。

　凡人は嫌だ。天才が良い。

　その他大勢は嫌だ。主人公になりたい。

　自分の代わりがいくらでもいるなんて思いたくない。

　この世界で、ただ一人しかいない、唯一無二になりたかったのだ。

　どんな方法でも良い。

　どんな方法でも良いから、俺は特別な何かになりたかった。

　いや、何かじゃない。

　俺がなりたかった者は、勇者だ。

　世界を救う勇者。

　頑張って、命を懸かけて、何があっても最後まで諦あきらめる事無く戦って、最後には世界を救う勇者になりたかったのだ。

　ホリーという存在に出会い、彼女が見える者が自分だけ、という事実に優越感を覚えた。

　ホリーの要求が、離れた位置にいる勇者の探索、と聞いた時、俺は正直、思ったより簡単な役目だと思った。

　少しの間、旅をするだけで済みそうだと。

　実際にそうだった。

　俺に出来た程度の旅だ。

　同じ条件なら、他の誰にでも出来ただろう。

　つまり、俺は本心ではこう思っていたのだ。




　お手軽に、勇者の真ま似ね事ごとが出来る、と。




　簡単な仕事をするだけで、勇者による、魔王の打倒と世界の救済を手伝える。

　つまり、俺は少し頑張るだけで、特別になれるという打算で、ホリーに協力し、シオンをここに連れてきた。

　つまり、この結果は必然だ。

　身の丈に合わない事をした。

　身の程を弁わきまえなかった。

　そして何よりも、覚悟と信念が足りなかった。

　何の才能も無く、努力もせず、勇者や英雄を目指したのだ。

　世界を救おうとしたのだ。

　そんな事をすれば死ぬ。

　誰にも出来ない事を出来るような存在に成りたいと思いながらも、誰にでも出来る程度の事をするだけで夢が叶かなうと思った。

　浅はかな考えだった。

「……俺は無能だ……凡ぼん人じんだ……落ちこぼれだ……」

　一人呟つぶやく。

「俺には力が無い。俺には学が無い。俺には金が無い。俺には何も無い」

　その事実を忘れてはならない。

　自分が、ごく普通の凡人である、という事実を忘れてはならない。

　そんな自分が、特別になるには、他の人間には出来ない事をするしか無い。

　それは、偶然に与えられた能力や機会では駄目だ。

　聖せい光こう剣けんに宿る意志、ホリーを知覚し、会話が出来るという、他の人間には出来ない、一種の才能というものに頼っているだけでは、特別な何かにはなれない。

「いや、違う！」

　特別などでは無い。

　他の何者でもなく、この世界で唯一無二の、たった一人しかいない自分になる為ためには、他の誰にも真似出来ない事をするしか無い。

　これは、勇者や英雄に成りたがった癖に、何の努力もせずに、覚悟も決めなかった事に対するツケだ。

　それは清算する。

　クロウという存在が、クロウという存在である為ためには、ソレしか無い。

　人間は、自分に出来る事しか出来ない。

　当たり前の事だが、出来ない事は出来ないのだ。

　ならば、出来る事を全すべてやる。

　そして、結果を受け入れる。

　成功しても失敗しても受け入れる覚悟を持って、自分が出来る事を全てやる。

　そうして初めて、人は悔い無く死ねるのだ。

「何だ……？　俺に出来る事は何だ……」

　今の自分の最重要事項は、シオンに聖せい光こう剣けんを握らせる事。

　それさえ叶かなえば、自分の命が助かり、五年後に復活する魔王も倒せる。

　しかし、今の自分には出来ない。

　牢ろうを脱出し、聖光剣を盗みだし、シオンと合流する。

　不可能だ。

　この地ち下か牢ろうから出られない以上、自分の力で達成する事は不可能なのだ。

　仮に脱出出来たとしても、何ど処こにあるか解わからない聖光剣を盗める筈はずも無い。

　聖光剣の管理は、一度盗まれた事で更に厳しくなっている筈だ。












　ホリーと連絡を取れたとしても、本体の聖せい光こう剣けんが無ければ意味が無い。

　万が一にも、協力してくれる可能性があるのは、アイリスとカトレア教官だが、これ以上彼女達に迷惑はかけたくない。

　それに、今のアイリスを相手に誤解を解くのは至難の業だし、神しん剣けんを所有していないカトレア教官に協力を要請するのは酷こくというものだ。

「……ヒースか……」

　今度、この地ち下か牢ろうを俺が出る時は、処刑が執しつ行こうされる時だ。

　その時、自分に近づいてくる可能性のある唯一の知人。

　ヒース王子。

　この国の王の息子。

　王立士官学校で同級生だった男。

　学校の生徒を支配し、権力者として君臨しようとした、いけすかない男。

　一番嫌いな知人。

　その男の顔を見た時。

　それが、最後の賭かけに出る時だ。








第八章　勇者




　俺は、翌日の朝に地下牢から出された。

　そのまま処刑場に向かってまっしぐら、という事態も覚悟はしていたが、想定外の事が起きた。

　なんと、国王自らが謁えつ見けんの間にて、俺の話を聞こうとしているそうだ。

　謁見の間には、玉座に座っているダリア王と、玉座の傍かたわらにはヒース王子と数人の大臣らしき者がいた。

　当然だが、俺の周囲には数人の兵士が付き、体は縄で拘束されたままだ。

「全すべての容疑を認めます」

　両腕を後ろ手に縛られた状態で、謁見の間に連れてこられた俺は、国王の前で、堂々と宣言した。

　何の才能も無い癖に、デタラメを並べるのだけは得意な俺は、内心ビビりまくりながらも、胸を張って話すハッタリ野郎にだけはなれる。

　表面上、今の俺は死を恐れない勇ゆう敢かんな存在、に見えるだろう。多分。

　玉座に座っているダリア国王は、怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

　既に白いものが混じった金髪で、髭ひげを蓄たくわえていたが、老けこんでいる様子は見えない。

　むしろ、わざわざ最高権力者でありながら、表向きは盗ぬす人びとに過ぎない俺に事情を聞こうとする程には、健全な肉体と精神を有しているようだ。

　罪人を有無を言わさず殺して良いとは思っていないのだから。

「……自分の罪を認めると？」

「はい。俺は聖せい光こう剣けんを盗み出しました」

「動機は何だ？」

「申し上げても信じてもらえる話ではありませんので、申し上げる事は出来ません」

　瞬間、俺の近くにいた兵士が棍こん棒ぼうで殴りつけてきた。

「貴様！　王に対してその口の利き方は何だ！」

　数人の兵士が、幾いく度ども俺を棍棒で殴りつけてきたが、俺は無言で耐えた。

　すると、一人の兵士の棍棒が俺の額に当たり、中ほどで折れてしまった。

　額から血が派手に流れるが、それでも俺は何も言わない。

　僅わずかに、兵士達が気け圧おされていると、

「止やめよ。罪状は認めているのだ。拷ごう問もんする理由は無い」

　国王は、兵士達を手で制した。

「クロウと言ったな？　お前の行動は死罪に相当するが、それでも己の罪を認めるというのか？」

「認めます」

「認めれば、お前は死ぬのだぞ？」

「構いません」

「……解せん……一度盗んだ聖光剣を持って、王都に戻ってきたという事も解せんが、何より弁明しない事が解せんのだ」

「弁明する事は何も有りません。俺は聖光剣を盗みました。それは事実です。死に値する行動でした」

「既に聖光剣は戻っている。理由如何いかんによっては、お前の命を救う事も出来よう。一体何な故ぜ聖光剣を盗み出し、そして戻ってきたのだ？」

「……」

　そこで、俺は僅かに逡しゆん巡じゆんを覚えた。この国王、想定した以上に話が通じる。

　わざわざ、罪人に直接声をかける事を考慮しても、普通の権力者とは違うように見える。

　もしかしたら、正直に全すべてを告白すれば、試しに聖光剣をシオンに握らせる、くらいの事はしてくれるかもしれない。

　元々、士官学校の学生による神しん剣けん選定を積極的に行っていた国王なのだ。

「……」

　駄目だ、と思い直す。

　聖せい光こう剣けんが言葉を発して、自分を勇者の下に導いた、という話は信じられるとは思えない程に荒こう唐とう無む稽けいだ。

　シオンが少女、というのも、現実味を薄くする。

　命惜しさに戯たわ言ごとを言っている、と僅わずかでも思われれば、全すべてが終わる。

　捨てるのだ。

　自分の全てを失う覚悟を持たなければ、この状況は好転しない。

「陛へい下か。全ての罪を認め、命を差し出す代わりに、一つお願いがございます」

「何？」

「俺を処刑した後、シオンという名の少女を探し出し、聖光剣に触れさせてください」

「何だと？」

「命惜しさに申し上げている訳ではありません。処刑を執しつ行こうした後で構いません。シオンを、聖光剣に触れさせてください」

「……」

「もし、この願いを叶かなえてくださらないのなら、それも構いません。ただし、シオンという名だけは覚えておいてください」

「何な故ぜだ？」

「いずれ、近い内に魔王が復活した際に、思い出してください。シオンが、聖光剣の所有者に選ばれた者だからです」

「何!?」

「父上！　それは戯言です！　愚にもつかない虚言を……！」

「ヒース！」

　俺は、謁えつ見けんの間に響き渡る程の大声で、父親である国王に言い募ったヒースの名を呼んだ。

「お前が俺を殺せ！」

「な？」

「俺の死刑はお前が執行しろ！　今すぐ俺を殺せ！」

「な、何を言っている……？」

　たじろいでいるヒースに向かって、俺は縛られたまま近づいていく。

「命いのち乞ごいはしない！　命は差し出す！　だから俺が死んだ後は、お前がシオンを助けろ！」

　俺は真まっ直すぐに、目の前にいるヒースを見つめた。

「今は信じられなくても良い。五年後だヒース。五年後に魔王が復活した時、シオンを手伝え」

「……」

「さあ、もう言うべき事は言った。処刑場に連れていけ」

「……」

「ヒース。お前は俺が正気を失ったと思っているんだろう？　そう思いこんだまま俺を殺せばいい。お前が俺を絶対に信用しないヤツだってのは知ってるんだよ。そのくせ、後で絶対に後悔する。お前は、相手の言葉の真偽を確認する事無く手を下した事を一生後悔しながら生きる……いや、生きないな。多分自殺するよ」

「何……？」

「今、俺の言葉が正しかったかどうかを確認するのは簡単だ。シオンに聖せい光こう剣けんを握らせれば良い。そんな簡単な事を検証もせずに、同級生を自分の意志で殺した、という事実を、お前は一生背負って生きれる程強くないって言ってるのさ」

「黙れ！」

「黙らねえよ。黙らせたかったら首を刎はねろ。ほら。殺せよ。命惜しさにかける言葉なんか一言も無い。俺は、五年後に魔王が復活するという事実を知って行動を起こした。それを誰も信じないなら是非も無い。俺を殺せば良い。精々、五年後に魔王が復活してから後悔しろ。それとも、俺を殺した後でシオンに聖光剣を握らせて後悔するかい？　まあ、その時は『クロウを殺したのは仕方無かった』って言葉をシオンに伝えろよ」

「……だったら、望み通り今すぐ殺してやる！　玉座の間を血で汚す訳にはいかん。即刻処刑場までこの男を連行しろ！」

　ヒース王子の指示で、俺の周囲にいた兵士が摑つかみかかってくる。

「待てヒース」

　それを、玉座にいたダリア国王が止める。

「この者の言葉が、万が一真実であったら何とする？」

「ありえません！　この男がシオンと呼んでいる者は少女です！　女なのです！　これまで勇者と呼ばれた者達の中で、一人として女はいましたか!?」

「う……む。確かに、解せん話だ。しかし、この者は自分から王都に戻ってきたし、今の発言も死を覚悟しての事だと見える。検証する価値はあるのではないかな？」

「この男が勇者を探した方法をご存じですか!?　聖光剣が喋しやべって案内したと言うのです！」

「何!?」

「歴代の勇者が、聖光剣に対して言葉をかけていた、という事実は文ぶん献けんにもありますが、聖光剣の声が聞こえるのは勇者本人だけの筈はず。勇者以外の者が、聖光剣と語り合ったという事実は歴史上ありません」

「確かに……」

「剣と会話はする。連れてきた勇者は女。コレが事実だとすれば、この男は歴史上初めて誕生した女勇者を連れてきた、歴史上初めて誕生した勇者以外の適合者という事になります。そんな事があり得ると思いますか？」

「つまり……完全に乱心していると？」

「そう考えるのが自然です。乱心している為ため、死も厭いとわなくなっただけでしょう」

「ふうむ……。確かに、女勇者もさることながら、そもそも聖せい光こう剣けんが言葉を発した、という事が信じられんな……」

「では、今すぐ刑を執しつ行こうしてよろしいでしょうか？」

「うむ。許可しよう」




　この展開は想定内だ。

　ヒースは俺を嫌っている。

　だから、どんな言葉をかけても信用はしない。

　しかし、ヒースは相手の言葉を忘れ去る程に器用では無いのだ。

　自分では気付いていないようだが、ヒースは思ってもいない悪態をついて、アイリスと口論になった際、必ず後悔する。

　カトレア教官に注意を受けた際にもだ。

　この男は、四六時中、自分の失言、失態を後悔している割には、秀でた実力、容姿、身分を鼻にかけて、周囲の者を見下さずにはいられないという悪癖を直せない。

　今も、俺を処刑する事に何の疑念も抱いていないだろう。

　しかし、この男は後悔をする。

　後悔しないように慎重に行動する事は決して無いが、自分がした事に確信を持つ事もあり得ない。

　俺の目から見れば、あり得ない程のバカ王子だった。

　庶民が何人死のうが知った事では無いと開き直る事も出来ないし、庶民に寄り添った思考を持って、相手を対等に見るという行動も取れない。

　傲ごう慢まんに相手を見下し、理由も無く相手を見下している自分に嫌気が差している。

　愚か者ではあるが、悪党では無いのだ。

　どうしてそんな性格になったのか、ずっと解わからなかったが、父親である国王を見て何となく解った。

　多分、こういう話の通じるタイプの国王になりたいのだろう。

　しかし、実際問題、王族と庶民は対等では無い。

　名君、と呼ばれて尊敬されるには、民の言葉に耳を傾ける事は必ひつ須すだ。

　だが、現実的には上から見下しながら生きている事に変わりは無い。

　だから、こんな妙な性格の王子になったのだ。

「……」

　両脇を兵士に抱えられ、謁えつ見けんの間から出ていく時、俺は少し後悔を覚えた。

　ヒースに意味深な言葉をかけ続け、シオンという名を頭に覚え込ませる。

　それだけが、俺の目的だった。

　この男の性格なら、しばらくしてから同級生を殺害した事を悔やみ、相手の言葉が真実だったかどうかを確認したくなる。

　つまり、シオンに聖せい光こう剣けんを握らせ、刀身が発光するかどうか確認したくなるのだ。

　何な故ぜか？

　発光しなければ、俺が乱心していたという事が確定するからだ。

　激情に駆られて同級生を殺したは良いが、相手の言葉が万が一にも真実だった場合、自分は不当な殺人を犯した事になる。

　絶対にそんな事はあり得ないと、自分に言い聞かせ続けても、いずれ確信を得たいと思い始める筈はずだ。

　俺が乱心し、正気を失った結果、処刑されただけ、という事実を確認したい。

　シオンに聖光剣を握らせ、刀身が発光しない所を見たい。

　そんな欲求に襲われる筈だ。

　その時に、シオンが勇者であるという事実が認知される事になるだろう。

　ヒースの性格を知り尽くした俺は確信している。




　つまり俺は、自分が死ぬ事を前提に行動を起こした。




　自分が殺されるという事実を許容し、計画を練ったのだ。

「……ふう……」

　今となっては、心残りもある。

　あのダリア国王は、想像していたよりも遥はるかにお人ひと好よしだった。

　国の最高権力者とは思えないほどに甘い。

　ヒースを介さずに、あの国王とだけ話していれば、シオンを城に連れてきて、試しに聖光剣を握らせる程度の事はしてくれたかもしれない。

　そうすれば、俺も死なずに済んだ。

　しかし、もう良いのだ。

　俺は自身の生存を諦あきらめていた。

　アイリスとカトレア教官に迷惑をかけた。

　ホリーが見える事を良い事に、シオンを利用しようとした。

　自分は最低の男だ。殺されて当然だ。

　しかし、俺には見える。

　アイリスとカトレア教官を従えて、魔王に戦いを挑むシオンの雄姿が。

　そこに、ヒースはいないだろう。

　後悔と罪悪感にのたうち回る事になるヒースは、おそらく使い物にならなくなる。

　だが、元々俺はヒースが嫌いだし、そこは別にどうでも良い。

　聞く耳を持たない本人が悪いのだ。

「へへ……」

　ろくでなしの男二人はさっさと舞台を退場し、強さと美しさを併せ持った女性陣に、主役の座を任せようじゃないか。

　俺はそう思いながら、笑顔で処刑場に向かった。

〈……そうは問屋がおろしませんねえ……〉

「!?」

　玉座の間から連れ出され、城内の廊下を移動中に、ホリーの声が聞こえてきた。

〈貴方あなた……、このまま処刑されちゃった後に、シオンの手元に聖せい光こう剣けんが届けられる算段をつけたつもりですか？　自分が死んだ後の事を、他人に任せるなんて、無責任で穴だらけな計画としか言いようがありませんよ〉

　ホリーの声が聞こえる、という事は、聖光剣が近くにあるということか。

〈どうやって助かろうとするのか様子を窺うかがうつもりでしたが、まさかこんなに下らない作戦だったとは……やはり貴方は私がいないと何も出来ない無能野郎なんですねえ〉

「……！」

　それは、確かにその通りだけど、ホリーとも話せず、シオンとも合流できない状況下で、出来る事なんか何も無かったのだ。

　残された手段は、ヒースにシオンを探させるようにするしか無いと思った。

〈良いですかクロウ。聖光剣は、新たな保管場所を模も索さくする為ため、仮の保管場所に置かれているだけで、今は数人の兵士が見張っているだけです〉

　ホリーは俺の傍かたわらに浮遊し、何やら説明を始めてくる。

　当然、縛っている俺を処刑場に連れて行こうとしているヒース王子や、兵士達にはホリーの姿は見えていない。

〈シオンは未いまだ、王都内に留とどまっています。王城に連れ去られた貴方を心配して、城の周囲をウロウロしてます。そのシオンの下に、聖光剣を届ける事が出来れば、この件は一発解決ですよ〉

「……」

　周りに人がいるので、俺は返事をしない。

　しかし、王城の近くにシオンがいるのなら、ホリーはかなり本調子の筈はずだ。

　だから聖光剣の本体から離れて、ここまで移動する事も出来たのだろうか。

〈では、今から聖せい光こう剣けんをシオンの下に届ける事にしましょうか〉

「……は？」

　その時、何の前触れもなく、シオンは俺の体内に憑ひよう依いした。

　すると、俺の両手首からバキバキと嫌な音が聞こえてくる。

（痛いてええええええええええええええええええええ！）

　俺の両手首の関節を外したホリーは、俺の体を拘束する縄をあっさり取り払うと、即座に外れた両手首を頭上に振り上げ、元に戻して見せた。

　そのまま、有無を言わさず兵士が持っていた槍やりを摑つかみ取とり、常じよう軌きを逸いつした膂りよ力りよくで振りまわす。

　槍を持っていた兵士は投げ飛ばされ、廊下にある窓ガラスから外に放ほうり投げられてしまう。

　俺が抵抗している事に気付いた他の兵士が動き始める前に、ホリーは巧みな槍そう術じゆつを見せた。

　頭上で槍を振り回し、柄つかを周囲の兵士に叩たたきつけ、一瞬で無力化して見せる。

　次から次に兵士を槍で叩きのめしている様子を見て、ヒースは驚きよう愕がくしている。

　そりゃそうだろ。凡ぼん人じんの俺が、一人で数人の兵士を圧倒してるんだから。

　しかし、さすがに神しん剣けんの使い手であるヒースの相手は不可能だ。

　それは、つい先日アイリスと対たい峙じした時にも証明されている。

　ヒースは腰に帯びた神剣に手をかけた。

「させるわけねえだろうがバカ王子が！」

　ホリーは俺の口を使って、悪態を思い切りつく。

　それと同時に槍の柄つか頭がしらをヒースの鳩尾みぞおちに思い切り叩きつける。

「剣を抜かせなきゃテメエらは凡人なんだよ！　このバカが！　ちっとも神剣を使いこなせてねえ！」

　ホリーは一いつ気き呵か成せいにヒースを攻め立て、反撃させる暇も与えずに連続で突きを全身に浴びせる。

　穂ほ先さきではなく、柄頭を使っている分、殺さないように考慮していると言えなくも無いが、下手したら重度の打だ撲ぼくで死にかねないような攻撃だ。

「トドメだ！」

　その時、俺は本気でホリーの正気を疑った。

　最後の突きで、ホリーはヒースの急所を突いたのだ。

　股こ間かんを、つまり金的を突いた。

　俺は、人間の眼球がくるんと回転し、白しろ眼めを向いて口から泡が出る、という光景を、生まれて初めて見た。

　酷ひどい。酷過ぎる。

　あまりにも残虐な行為に、俺はドン引きしていた。

「クロウ！　このまま一気に聖せい光こう剣けんを回収しますよ！」

　ホリーは使っていた槍やりを投げ捨て、王城内の廊下を全力疾走する。

（……！）

　速い。

　先ほど、屈強な兵士を反撃させる間もなく無力化した時もそうだが、今の俺は常人離れした身体能力を発揮している。

　全身から、際限無く力があふれてくる。まるで別人の体になったようだ。

（……!?　っ！　う……ぐ……）

　しかし、突然左胸に痛みが走り、心臓が激しく脈打つ。

　それでも俺は周囲の景け色しきが目まぐるしく変わる程の走力で、王城内の廊下を走り続けた。

　自分の移動速度が速すぎて、何ど処こを走っているのか解わからない程だ。

　その間、心臓の鼓動は激しさを増し、胸の痛みも強くなってくる。

（……）

　勇者以外にホリーが憑ひよう依いすれば即死する、という話が頭をよぎる。

　死ぬかもしれない。

　一瞬で死なないだけで、しばらくすれば死ぬのかもしれない。

　しかし、俺は一いつ旦たん処刑される事を前提に行動すると決めた。

　だから、俺が命を懸かけたり、削ったりする事で、シオンの下に神しん剣けんを届けることができるなら、俺はそれを許容する事にした。

　ところが、ホリーは唐突に俺の体から出た。

　勢い余って、俺は前のめりに倒れる。

〈クロウ……貴方あなた、体は大丈夫ですか？〉

「だ、大丈夫だ……聖光剣は何処にある……」

　俺は廊下の壁にもたれながら、ヨロヨロと立ち上がる。

〈王の寝室にあります。安直ですが、ベッドの下に隠していました。それを知っているのは、国王と王おう妃ひだけの筈はずです〉

「じゃ、案内して……」

　俺は、全身から冷や汗が吹き出し、心臓が異常に脈打っているのを感じていたが、それを無視して廊下を走り始めた。

　俺が処刑場に向かう最中に、逃走を計ったという事はとっくにバレている筈だ。

　周囲の兵士を全員叩たたきのめしたが、倒れているヒースや兵士を見れば、即座にバレる。

　場内にいる兵士は、全員が俺を探しまわっている筈だ。

　しかし、隠された聖せい光こう剣けんに向かって、最短ルートで移動出来ているとは思うまい。

　案の上、城内は大騒ぎになっていたが、国王の寝室に近づく程に、人ひと気けは少なくなっていた。

　まあ、ホリーが案内してくれている上に、時折部屋に入ったり、柱の陰に隠れたり、天井付近にまでよじ登って兵士をやり過ごすように指示してくれているからだが。

　俺は、ホリーに憑ひよう依いされた後遺症か何かの所せ為いで、頭が上う手まく働かなくなってきた。

　何も考えずに、ただひたすらホリーの指示に従い、付いて行っているだけだ。

　そうして俺は、何とか国王の寝室にまで辿たどりついたのだが、案の上、見張りの兵士がいた。

〈……クロウ……例の手を使ってみますか？〉

「……」

　ホリーの言う例の手とは、おそらく、ゴーヤタンテルの寝室に侵入した時に使った作戦だ。

　要するに、ホリーに足音を立たせてのオトリ作戦。

「駄目だ……アレは夜間にしか使えない。国王の寝室を守る兵士は、そもそも不用心なわけないし……もう一回憑依して、あの二人をぶん殴ってくれ……」

〈え？　で、でも、貴方あなたの体が……〉

「大丈夫だ……別に体調に異常は無いから」

〈……顔色が目め茶ちや苦く茶ちや悪いんですけど……〉

　珍しく、ホリーが俺の事を心配そうに見つめてくる。

「いや……これは、日頃運動不足なのに、急に動いたから疲れてるだけだよ。体は平気だから……」

〈……本当ですか？〉

「俺が無理する訳ねえじゃん」

　俺は、精一杯の作り笑顔を見せた。

　すると、ホリーは戸惑い気味に、俺の体に憑依する。




〈クロウ？〉

「……」

〈クロウ！　クロウ！　大丈夫ですか!?〉

「え？」

〈クロウ！　しっかりしてください！〉

「いや、え？　何が？」

〈何がじゃありません！　貴方倒れましたよ！〉

「ええ？　マジかよ。何も出来ずに意識飛んじまったのか……」

〈いえ……見張りの兵士は倒せましたけど……〉

「は？」

　見ると、確かに国王の寝室前にいた兵士が、二人とも昏こん倒とうしている。

「あれ？　終わったのか？」

〈はい。ですが、私が体から出た瞬間に、貴方あなたまで倒れたので〉

「んん？」

　全然覚えていない。

　まあ、兵士を無力化出来たのなら問題は無い。

　激しく鼓動していた心臓も、なんだか落ち着いてきたし。

〈クロウ……貴方……〉

「大丈夫大丈夫。なんか慣れてきたよ。君に憑ひよう依いされるのに」

　言いながら、俺は国王の寝室の扉に手をかけ、中に入った。

　後は、ベッドの下に隠している聖せい光こう剣けんを手に入れれば良いだけだ。

「誰ですか？」

　しかし、寝室には人がいた。

　見張りがいたんだから、中に護衛対象がいて当然だろうが、国王は謁えつ見けんの間にいたし、俺は何の為ための見張りだったのかなあ、と深く考えもせずに侵入したのだが、よく考えてみれば、これは当然の事かもしれない。

　国王の寝室にいたのは、王おう妃ひだった。

　絢けん爛らん豪ごう華かなドレスに身を包み、長い金髪をカールさせた、いかにも金持ちの貴族様、という感じの女だった。

　今の俺が忙しすぎて、頭がフラフラなので、容姿や服装のディテールを詳しく眺める余裕が微み塵じんも無く、俺は特に関心を向けなかったのだが、

「……」

　ヒースの母親にしては、随ずい分ぶん若いなあ、とだけ思った。

　見た目、二十代くらいに見える。まあ、どうでも良いけど。

　今は、一刻も早く聖光剣を盗んで、この場から逃げなくては。

　俺は王妃を完全に無視して、寝室のベッドの下に隠してある聖光剣を取り出す。

「ちょ、ちょっと貴方……いきなり何を……」

　説明する時間も無いし、あったとしても会話する気力も惜しいので、俺は王妃を完全に無視して寝室を出ようとした。

　すると、寝室の扉が勢いよく開く。

「うげ！」

　俺は思わず間抜けな悲鳴を上げた。

　扉を開けて寝室に入ってきたのがアイリスだったからだ。

　しかも、既に氷ひよう結けつ剣けんを抜いている。

「……逃げたって聞いたから、何ど処こに行ったのかと思ったけど、まさか国王陛へい下かの寝室にいるとはね。しかも、ちゃっかり神しん剣けんを見つけてるなんて。その執念は何処から来るのかしら？」

「アイリス……」

　やべえ。コイツはヒースと違って慢心とか油断とは無縁だ。

　しかも、彼女の背後には数人の兵士がいて、続々と人数が増えている。

　絶対に突破は不可能だ。

「廊下で、何人かの兵士が倒れていたけど、貴方あなた、まさか実力を隠していたの？　王立士官学校に入学したのは、聖せい光こう剣けんを盗むチャンスを窺うかがう為ためだったとか？」

　的外れなんだけど、真実っぽい事を言うヤツだな、コイツは。

　しかし、今はアイリスと問答をする余裕は無い。

　絶対にこの場から逃げて、聖光剣をシオンの下に届けなければ。

　扉が駄目なら、窓から飛び降りるか。

「……」

　無理だ。国王の寝室は三階にある。

　そこから飛び降りても、両足を骨折するだけだ。

　この部屋から強行突破して、一階にまで降りて、城外に出て城下町にまで出るにはどうすれば良いんだ。

　俺は、手に持っている聖光剣を鞘さやから抜いた。

　結局、俺は一体、何度この剣を使う羽目になったんだろう。

　本来の持ち主では無いのに。

「また私と勝負するつもり？」

「いいや？　勝負なんかしない」

　俺は鞘から抜いた聖光剣の切っ先を、王おう妃ひの喉のど元もとに突きつけた。

「クロウ！　貴方……！」

「氷結剣を捨てろ」

「卑ひ怯きようよ！　人質をとって恥ずかしく無いの!?」

　アイリスはそんな事を言いながら、俺を睨にらみつけてくるが、俺は黙った王妃の背後に立ち、王妃に聖光剣を突きつけた。

「ああ、恥ずかしいね。でも、失敗すれば皆死ぬんだ。一人残らず確実に」

「……？」

「氷ひよう結けつ剣けんを床に捨てて、こっちに蹴けれ」

　アイリスはしばらく俺を睨にらみ続けていたが、やがて氷結剣を床に放ほうり捨てて、俺の方に蹴ってきた。

　俺は氷結剣を拾い上げると、窓から放り投げた。

「ホリー。憑ひよう依いしてくれ」

〈え？　このまま王おう妃ひを人質にして逃げるのでは？〉

「無理だ。人質とったまま三階から一階に移動するなんて」

〈でも……〉

「ここから先、シオンの所に行くまで、憑依を解除しなくて良い」

〈……〉

「俺の体使って、シオンの所まで走ってくれ」

〈……〉

　ホリーは、無言で俺を見つめている。

　俺のやっている事は最低だろうな。

　恩師を騙だます。

　同級生から金を借りる。

　聖せい光こう剣けんを盗む。

　ギャンブルでイカサマ。

　貴族の家に不法侵入。

　そして放火。

　しまいには王妃を人質にするときた。

　最低最悪のクズ野郎で、傍はたから見ればゴミみたいなヤツだ。

　それでも──。

「ホリー……」

〈……〉

「俺に世界を救う力をくれ」

〈……！　御み心こころのままに！〉

　瞬間、俺の全身の力が爆発的に高まった。

　文字通り、俺は矢のように飛んだ。

　寝室を飛び出し、廊下を走り抜け、妨害する兵士を一人残らず蹴散らしながら。

「……」

　夢みたいだ。

　どこにでもいる、凡ぼん人じんに過ぎない俺が、城の兵士を蹴散らしながら全力疾走出来るなんて。

　ずっと、こういう男になってみたかったんだ。

　勇者になりたかった。

　どんな逆境も、身一つで解決出来る、超人的に強い英雄に。

　そして、世界の危機を救うのだ。

　叶かなった。

　俺は、死力を尽くして、世界を救う勇者になれる。

　このまま城外に出て、シオンの下に聖せい光こう剣けんを届ける事が出来れば、俺は、

「ぐあ！」

　世界を救う勇者に。

「……が……あ……」

　気がつくと、俺は倒れ込んで、空を見上げていた。

　仰あお向むけに倒れて、空が見えるという事は、城外に出たという事か？

　しかし、記憶が、意識が飛んでいるから、なんだか良く解わからない。

〈……っく！　後もう少しなのに！　城じよう壁へきが！〉

　ホリーが、何やら動揺している。

　俺は、自分の体を確認する。

　服が、黒コゲになっていた。

　気がつくと、鼻血が噴き出している。

　服が破れた所せ為いでよく見えるが、腕が、露出している体が、余すところなく内出血で真っ赤に染まっていた。

「クロウ……お前……」

　声が聞こえる。

　見ると、カトレア教官が、爆ばく炎えん剣けんの切っ先を、俺に向けていた。

　ああ、そうか。教官が、爆炎剣の炎を俺に向けて撃ったのか。

　城から飛び出した俺を、撃ったんだな。

　という事は、神しん剣けんの所有権を取り戻せたんだ。

　良かった良かった。

　なんだか、視界が真っ赤に染まって、よく見えないのだが。

「ホリー……」

〈あの城壁の向こうにシオンがいるんです！　あの壁一枚隔てた場所に、シオンがいます！〉

　ホリーは、泣き叫んでいる。

　とっくに憑ひよう依いを解除して、俺の傍かたわらで泣いていた。

　俺は、ホリーが指さす城壁を見た。

　なるほど。国王やその臣しん下かの宿泊施設である城館を出る事は出来たが、城館と城下町を遮る城じよう壁へきを出る事までは出来ず、中庭で倒れていたようだ。

　高いなあ。三十メートルはある。

　勇者だったら飛び越えられるんだろうけど、俺じゃ無理だ。

　シオンは、俺が城に連れてこられたから、心配して城壁の周りをウロチョロしてたのだという。

　──だから、あの城壁一枚隔てた所に、シオンが立っている。

　俺は、立ちあがって、城壁に向かう。

　聖せい光こう剣けんを、シオンの所に。

「もう諦あきらめなさい！」

　立ち上がり、城壁に向かってフラフラと歩き始めた俺の足元が、凍っている。

　カトレア教官の傍かたわらに、アイリスがいる。

　もう、俺が窓から投げ捨てた氷ひよう結けつ剣けんを手元に戻して、俺に追いついたのか？

　ああ、展開か。

　手元を離れた神しん剣けんを回収する為ための技能。

　それを使って、氷結剣を回収したんだな。

「理解に苦しむな。一体お前は何がしたかったんだ」

　ホリーに金的を食らったヒースもいる。

　というか、兵士が俺の周りに数百人はごった返している。

　しばらく意識が飛んでいる間に、大変な事になってたなあ。

「……」

　鼻から流れる血が、ビチャビチャと音を立てて、足元に落ちている。

　ふと、顔に手を当てると、眼球からも血が流れていた。

　ヒースが、雷らい鳴めい剣けんを持って、俺に近づいてくる。

　俺のそんな様を見て、アイリスとカトレア教官が、なんだか悲しそうな表情になっている。

　ああ、アンタ等ら、まだ俺に同情とかするのか。

　だから騙だまされるんだ。

　もう、俺は目的を果たした。だから、

「後は……頼むな……ホリー……」

〈クロウ？〉

「壁を通り抜けて……シオンに……展開を……」

〈……！〉

　ホリーは俺の傍そばを離れ、城壁を通り抜けてしまう。

　ここまで剣本体が来れば、霊体のホリーは自在に壁を通り抜けて、壁の向こうにいるシオンと合流できるのだ。

　そして、ホリーとシオンが合流する事さえできれば。

　──離れた位置にある神しん剣けんを遠隔操作し、手元に戻す展開という技能が使用出来る。

　俺の手元から、聖せい光こう剣けんが消えて無くなる。

「む!?」

　俺に近づいていたヒースは、聖光剣が消えてなくなった瞬間を目にして固まる。

「え？」

「何？」

　アイリスと、カトレア教官も絶句する。




　その時、閃せん光こうが走った。








終章　結局、ポンコツ




　何が起きたのか誰にも解わからなかった。

　閃光に引かれて集まってきた野や次じ馬うま達。

　俺を連行する為ために動員された兵士達。

　固唾かたずを吞のんで見守っていたアイリス。

　何な故ぜか泣きそうになっていたカトレア教官。

　今まさに、俺を斬きろうとしていたヒース。

　その全員が、何が起きたのか解らなかった。




　誰が気付くだろう。

　閃光の正体は、その場にいた全員が、俺から取り戻そうとしていた聖光剣だった。

　そして、そんな発光現象を起こす事が出来るのは、聖光剣に持ち主だと認められた者のみ。

　聖光剣を握ったシオンが、城じよう壁へきを粉砕しながら、壁の向こうからこちらに入ってくる。

　その砕き方は圧巻だった。

　聖せい光こう剣けんを使わず、素手で無造作に壁を砕き、内部に入って見せたのだ。

「……」

　俺は、真っ赤に染まる視界の中でシオンを見て、安あん堵どの息を吐つく。

　賭かけではあった。

　壁を隔てているとはいえ、聖光剣が近くにある状態でホリーとシオンが合流すれば、憑ひよう依い、放出、展開という神しん剣けんの基本技能は使える筈はずだった。

　そして、展開を極めた者は、離れた位置にある神剣を空間転移させて、手元に戻す事すら可能だとホリーは言った。

　初めてホリーに憑依されたシオンに、そんな事が可能だろうか。

　そこだけが懸け念ねんだったが、杞き憂ゆうだった。




　その時、シオンの身長が目に見えて伸びていった。

　子供用のワンピースを着ていた為ため、胸元を中心にはち切れそうになる。

　すらりと伸びた白い手足。地面に届く黄金の髪。

　そして何よりも、眩まぶしく輝く聖光剣が霞かすむ程に、見る者全すべてを魅み了りようする圧倒的美び貌ぼう。

　ホリーが俺に憑依した時、全身に激痛が走り、しまいには血が噴き出したが、本物の勇者の場合は、ああなるのか。












　多分、全盛期の肉体に、強制的に成長させたんだ。

　俺は、その時、本能的に理解出来た。

　俺に解わかったくらいだから、多分、神しん剣けんに所有者と認められたアイリス、カトレア、ヒースの三人にも解る筈はずだ。




　彼女は本物の勇者だと。




　シオンの表情と肉体、いや、全身から放たれる圧倒的な存在感。

　それが明確に主張してくる。

　彼女は──勇者であると。

　三人に遅れて、野や次じ馬うまや兵士達の間にもどよめきが起き始める。

　この国にいる者は、全員が聖せい光こう剣けんを見た事がある。

　聖光剣が発光する時は、勇者が出現した時だという事も知っている。

　それでも、聖光剣が実際に発光する所を見た事が無かったので、半信半疑だったろう。

　しかし、今まさに、目の前で眩まぶしい程に発光している。

　日頃見知った聖光剣が発光している。

　つまり、

「勇者？」

「勇者だ……」

「勇者……」

「勇者だよ！」

　目の前に出現した新たな勇者に、周囲にいた者達全員が歓声を浴びせ始めた。




「お兄ちゃん！」

　いきなりシオンは駆けだし、俺に近付いてくる。

「お兄ちゃん。大丈夫？　血ち塗まみれだよ……」

「……」

　俺は思わず苦笑した。

「お兄ちゃん？」

　随ずい分ぶんと、立派な姿に成長しているのに、話し方はまるで変わっていない。

　ホリーが憑ひよう依いしても、意識はそのままらしい。

　だが、まあこれで本当に大丈夫だろう。

　誰が見ても、シオンが勇者である事は明白。

　つまり、俺の死刑も中止される筈だ。

　もう大丈夫だ。

　シオンが勇者であると証明出来た上に、俺自身の命も助かった。

「はあ……」

　俺は、急激に意識がもうろうとしてきた。

「……お兄……ちゃん……」

　大人の体になったシオンが、心配そうに見つめてくる。

　しかし俺は、そのまま視界が暗転してしまった。





「んあ？」

　間の抜けた声を上げて、俺は意識を取り戻した。

　気が付けば、見覚えの無い寝室で、ベッドの上にいる。

「あれ？」

　自分の体をさすりながら、俺は未いまだに自分が生きている事を確認する。

　全身が筋肉痛になっているが、目や鼻から噴き出していた血は止まっている。

「あ、やっと気付いた。本当、貴方あなたって吞のん気きよねえ」

　声のした方を見ると、ベッドの脇にある椅い子すに、アイリスが座っている。

「あれ？　俺……」

「貴方、意識失って倒れたのよ。あのシオンって子が城じよう壁へき砕いてすぐに」

「そうか……そうだったよな……」

　俺はベッドから上半身だけを持ち上げる。

　随ずい分ぶんと体がだるい。

「あれからどれくらい経たった？」

「二日」

「何？」

「貴方、失神してから、丸二日眠りっぱなしだったのよ」

「そっか……。処刑の前夜、ビビって一睡もしてなかったし、その前はずっと旅してたからな。一気に緊張の糸が切れちまったんだ」

「……ごめんねクロウ」

「何が？」

「理由も知らずに貴方あなたの邪魔をして。私があの神しん剣けん選定の時、貴方の話を聞いていれば、今回の処刑騒ぎは起きなかったわ」

「ああ……良いって別に。俺の自業自得だよ」

「でも……」

「お前の言う通りだよ。理由も説明せずに、お前と教官騙だまして聖せい光こう剣けん盗んでさ。シオンの事も利用して出世の足掛かりにしようとしてたんだぜ？　罰が当たったんだよ。反省してる」

「反省しなきゃいけないのは私よ……」

　アイリスは本気で意気消沈しているようだった。

「貴方は誰にも信用されてない状況で、勇者探しを成功させて、この王都に連れて帰ってきたのに。私は何も解わからずに邪魔しただけだし」

「……そう言えば、カトレア教官の神剣所有権はどうなった？」

「それは大丈夫。返却されたわ」

「そうかあ……そうだったよな。俺も爆ばく炎えん剣けんの炎食らったし」

「今頃、赤い燕えん尾び服ふくで王都中を走り回ってるわ」

　それを聞いて安心した。

　迷惑をかけてしまったアイリスとカトレア教官の待遇を元に戻せた上に、シオンが勇者である事を周知の事実に出来た。

　しかも、自分は生きている。良い事ずくめだ。

　これ以上無い程に運が良かった。

「国王陛へい下かを始め、王都にいる貴族が軒のき並なみ貴方に対して謝罪したがってるわ。貴方の言葉を検証せずに処刑しようとして悪かったって。それと、貴方を名誉貴族に加えるってさ」

「……断るよ」

「へえ、どうして？　出世街道に乗れるじゃない」

「身の丈に合わない事しても、酷ひどい目に遭うだけだって気付いたんだ。俺には何の力も無いからな。今度の事で、それがよく解ったよ。貴族に加えられたりしたら、余計大変だ」

「……まあ、貴方に選択の余地はもう無いんだけどね」

「は？」

　なんだか意味深な事を言うアイリスに対して、俺は首を傾かしげる。

　ふと、俺は今、自分がいる寝室をキョロキョロと見回す。

　地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされ、処刑寸前にまで追い詰められていた自身の境遇を思えば、些さ細さいな事に過ぎないと思っていたが、やたら広くて、豪華な装飾を施された寝室だ。

　というより、こんな部屋に寝泊まり出来るのは、一部の貴族だけではないだろうか。

　ベッドも、巨大でフカフカだった。

「というか、ここは何ど処こだ？」

「部屋を出れば解わかるわ。ここが何処かって事も、今の状況も」

「？」




「……なんだこりゃあ!?」

　寝室から出て、廊下を歩き、建物の外に出た段階で、俺は自分が休んでいた場所が、王都の城である事に気付いた。

　しかし、そんな事に驚いたのではない。

　渡り廊下を通って、城じよう壁へきの上にある展望台に、アイリスの案内で登った時、城下町の様子を一望して、思わず悲鳴を上げた。




　町が、壊かい滅めつ状態だった。




　城の周囲に建設されていた城下町の一帯が、跡形も無く破壊し尽くされていた。

「なんだ!?　一体何が起きてこんな事になった!?」

　俺は展望台の上で、傍かたわらに立つアイリスに質問した。

　町の壊れ方が普通じゃない。

　城下町全域が壊れている訳では無く、ある方向から、城に向かって直線を描くように、ごっそりと建物が壊れている。

　まるで、巨大な化物が城に向かって一直線に歩き、障害物を全すべて踏みつぶした後のような状態だ。

「あのシオンって子がね、やっちゃったのよ」

「え!?」

「ほら。貴方あなたが殺されそうになった場所から、この王都の外に向かって真まっ直すぐに城下町がえぐり取られてるでしょ？　これ、癇かん癪しやくを起こしたあの子が王城からこの外まで真っ直ぐに全力疾走した跡なのよ。死人がでなかったのは奇跡ね」

「……」

　俺は返事も出来ずに、口をパクパクと痙けい攣れんさせた。

「シオンはね、貴方が死んだと思ってプッツンとキレちゃったのよ。で、貴方の処刑命令を出したヤツを探しに城下町まで全力疾走して、町の住民から城にいるはずだって聞いたから、城まで戻ってきて命令したヤツを殺そうとした訳」

「なんだと!?　ま、まさか国王を殺したりしてないだろうな!?」

「その寸前までいきそうだったんだけどね。私が必死に追いかけて、貴方あなたが生きている事を教えたら、怒りを鎮めてくれたわ。後ちょっと遅れてたら、城も粉砕されてたかも」

「ヒースのバカは何やってたんだよ！」

「真っ先にシオンにぶん殴られて五十メートルは吹っ飛んで行ったわ」

「……ああ、そう……」

「鼻と顎あご骨ぼねが砕けて、吹き飛ばされた時に全身を骨折したみたいだけど、命は助かったわ。腐っても神しん剣けんを持ってたし」

「いや、別にアイツの安否はどうでも良いけどな……」

「その後が大変だったわよ。シオンは貴方の怪け我がを見て、まだ怒り狂ってたからね。最高の医者と設備でクロウを治療しろってさ。それで、城にいた連中全員で、『勇者様、どうか怒りをお鎮めください』って、必死に宥なだめたのよ」

「……あ」

　その時、展望台の下で、赤い燕えん尾び服ふくを着たカトレア教官と、刺し繡しゆうやフリルが大量にある、豪華なワンピースを着たシオンが並んで歩いている所を見かけた。

　俺はアイリスと一緒に展望台から降りた。

「あ！　お兄ちゃん！」

　すると、シオンが満面の笑みでこちらに走り寄り、そのままピタッと体を密着させ、抱きついてくる。

　その姿は、元の十歳児に戻っていた。

　あの変へん貌ぼうは、憑ひよう依いによる一時的なものだったらしい。

　シオンの背中には、鞘さやに収められた聖せい光こう剣けんがある。

　この期に及んで、俺は認識が甘かったようだ。

　冷静に考えればすぐに解わかる事だったのに。

　単独で、世界中にいる人間を全滅させる事が出来る魔王。

　その魔王を相手に、単独で勝負を挑んで勝利出来る勇者という存在は、少なくとも、魔王と同等か、それ以上の力を持っている事になる。

　世界を滅ぼせる魔王と同等か、それ以上。

　つまり、歩く大量破壊兵器に等しい存在なのだ。

　神剣に所有者と認められたアイリスとカトレア教官の、常じよう軌きを逸いつした身体能力と戦闘能力の一端を、間近で何度か見た事はあるが、それと比べても、目の前にいる少女が正真正銘の怪物にしか見えなくなってきた。

　俺の胸元で、顔をすりすりとさせているシオンを見て、アイリスとカトレア教官は目を半眼にしていた。

「良かったあ、お兄ちゃんが生きてて」

「あ、ああ。シオンのおかげだよ」

「えへへへ。これからも私がお兄ちゃんを守ってあげる」

「え？　あ、ありがとう……」

「あの王様とかいう偉そうなヤツに、お兄ちゃんを出世させろって命令したからね。お兄ちゃん、これからどんどん偉くなれるよ」

　国王に命令、という単語を聞いて、俺は本気で戦せん慄りつした。

「あ、あのな、シオン。王様ってのは、この国で一番偉い人だから、あんまり無む茶ちやな事を頼んだりしたら不ま味ずいんだよ……」

「え？　王様って、国で一番偉いの？」

「そうだよ」

「じゃあ、お兄ちゃんが王様になればいいじゃない」

「え!?　いや無理無理！　絶対に無理だから！」

「どうして？　私が王様に、今すぐ辞めろって言えば、すぐに交代出来るよ！」

「絶対に無理だから！　俺が無理だから！」

「そうなの？」

「き、君は魔王を倒す事だけを考えれば良いから。ほら、ホリーって名前のお姉さんの言う事を聞けって言っただろ？」

「うん！　練習も一杯したよ！」

　そう言ったシオンは、俺からぱっと離れると、ほら、と手の平を掲げる。

　すると、明らかにシオンの身長や手の長さでは鞘さやから抜けないであろう聖せい光こう剣けんが、忽こつ然ぜんと消えて、シオンの手の平に現れる。

　その聖光剣を、シオンは思い切り力を込めて投とう擲てきした。

　投げられた聖光剣は、見えなくなるほど遠くまで飛んでいった後に、彼女の手元に戻ってきた。

「もっと練習したら、いろんな事が出来るようになるって、ホリーは言ってたよ！」

「あ、うん……頑張れよ……」




　王城内の中庭で、カトレア教官から剣術の手ほどきを受けたというシオンと、士官学校内で随一の実力者であるアイリスが、木剣を使って模擬戦を行う事になった。

　二人の対戦に全く関心が無い……というより、無邪気でありながら最強である、というシオンという存在に戦慄している俺は、体調が戻りきっていないという事を口実に、寝室に戻る事にした。

　まだ本調子ではないので、とりあえずベッドに腰かける。

「……で？　お前これからどうするんだ？」

　寝室までついてきたカトレア教官が椅い子すに腰を下ろしながら話しかけてくる。

「理想は、適当な仕事について、左ひだり団扇うちわな生活に入りたいです……」

「ああ？　何言ってんだお前」

「いや、安あん穏のんと生きられるならどうでも良いって意味ですよ……」

「まあ、気持ちは解わかるがなあ……。お前、自分でも、今の状況が解ってんだろ？」

「はい……」

　これまで、魔王を討とう伐ばつしてきた歴代の勇者が、例外無く英雄視され、先代の勇者に至っては、王族の始祖にまでなれた理由が、完全に実感出来た。

　現代の勇者であるシオン。

　あの少女は既に最強の存在だ。

　彼女に逆らえる人間など存在しない。

　もう、王国の身分制度や、軍事力など何の意味も無い。

　人間同士の権力争いなど、完全に無意味だ。

　全すべてが、シオンというわずか十歳の少女の機嫌で決まる。

　シオンが望めば、この国に生きる人間全員は従わざるをえないだろう。

　彼女を利用しようとする権力亡者の存在を懸け念ねんしていたが、無意味な心配だった。

　誰が、あんな歩く大量破壊兵器を利用出来ると言うのだ。

　誰も、シオンには逆らえない。

　誰も、シオンには近づけない。

　──俺という、一人の例外を除いて。

「あの子、お前の言う事だけは聞くみたいだからな。お前が頼めば、魔王と戦う時以外は大人しくしてくれるだろうさ」

「はあ、まあ、そうですかね……」

「つくづく、お前が死んでなくて良かったぜ。下手すりゃ、魔王が復活する前に、世界が滅ぼされてたかもなあ。勇者の所せ為いで」

「怖い事言わないでくださいよ教官……。まるで俺に責任があるみたいじゃないですか」

「責任大ありだろ？　良く考えてみろよクロウ。今の所、あのシオンって子はお前の言いなりだ。さっき、シオン本人も言ってたが、お前が王様になりたいって言えば、あの子は何の躊ちゆう躇ちよも無く、王族を皆殺しにして、お前が王位につくのを邪魔する連中を黙らせるだろうぜ」

「そんなおっかない事俺には無理ですよ……」

「解ってるよ。お前がそういうゲスな事考えるヤツじゃないって事は。問題は、他の誰が見ても、今のお前の立場がうらやましいって事だ」

「やっぱり……そうなります？」

「なるね。勇者っていう、世界を支配出来る力の持ち主を、言いなりに出来る存在だぜ？　結果的に、今のお前には勇者本人と同等の権限や権けん威いがあるって事」

「でも教官……。それだっていつ無くなるか解わからないあやふやな立場ですよ？　そりゃあ、俺はシオンが奴ど隷れいだった状態から解放しましたから、多少は感謝してくれてるみたいですけど、これからしばらく一緒にいて、俺がいかにショボくて平凡なボンクラかって解れば、愛想を尽かすに決まってますよ」

「……そうか……あの子は奴隷で、お前が助けたのか……なるほど」

　カトレア教官は、何やら顎あごに手を当てて考え込むそぶりを見せる。

　小柄で童顔なので、その様子はどこか滑こつ稽けいだった。

　そこで、ふと俺はカトレア教官に対する罪悪感を思いだした。

「そう言えば教官。礼拝堂の地下にあった宝物庫の鍵かぎですけど……盗んでしまって、本当にごめんなさい」

「んあ？　ああ、気にするなよ。そもそも、お前が聖せい光こう剣けんの声を聞いたって話をアタシとアイリスが信用してれば、ここまで大事にはならなかったんだ」

「でも……」

「今回の件は、お前の事を信じる事が出来なかったアタシの責任が一番重い。アイリスとも話したんだけどな、もし、お前の言葉を信じてやれれば、シオンを探す旅も、聖光剣を王都の外に持ち運ぶ事も、ちゃんと王様の許可を貰もらって出来たんだぜ。お前も気付いてるんだろ？　この国の王様は、割と話が通じる人だからな」

「ええ、まあそんな感じでしたね」

「そうすれば、城下町があそこまで破壊される事もなかった。アタシがお前の事を信じなかったばかりに、お前はシオンを探す旅を、一人で、しかも無断で聖光剣を盗んでやる羽目になっちまった。謝るのはアタシの方さ」

「いや、俺が教官に説明する前から諦あきらめたのがまずかったんですよ。聖光剣の声が自分にしか聞こえないって事に、内心調子に乗ってたんでしょうね、俺は。だから、責任は俺にあると思います」

「……まあ、アタシもお前も自分が悪いと思ってるみたいだしよ、謝るのはこれっきりにして、この後どうするか考えようぜ、クロウ」

「この後？」

「この後シオンをどうするかだよ。今さらアタシとアイリスに丸投げして済む問題じゃねえぞ」

「……」

「シオンはまだ十歳だ。今でも十分に強いが、やっぱりまだ子供なんだよ。これから先、あの子の力を利用しようとする輩やからが何人近づいてくるか解わかったもんじゃねえ」

「……ご機嫌取って言いなりにしようとする貴族とか、地方の豪族が沢山いそうですしね……」

「ん？　ああ……」

「もっと危ないのは今の王家ですよ。シオンが魔王を倒した後、王家は間違いなく立場をシオンに奪うばわれます。最悪、シオンが魔王を倒した後、王家の連中は毒殺する程度の事は企くわだてるでしょう」

「……そう、だな……」

　その時、カトレア教官は何な故ぜか眉み間けんに皺しわを寄せて俺を見つめた。

「安直な解決策って言うなら、王家の血を引く男子……例えばヒースのバカとシオンを結婚させるように画策するかもしれない。いや、それ言いだしたら、貴族とか平民とか関係無く、ありとあらゆる男子が年頃になったシオンを誘惑するかもしれませんね。まあ、シオン本人が惚ほれた相手と結婚する分には何も問題はありませんけど」

「……」

「これからシオンを取り巻く厄介な状況から、損得抜きに守ってやれるのはカトレア教官とアイリスだけだと思いますよ？　二人でシオンを守ってやってくださいよ。ていうか、さっきシオンも言ってましたけど、教官は既にシオンに剣術を教え始めてるんでしょ？　その調子でどんどん仲良くなって、シオンに悪い虫が付かないようにしてくれれば良いじゃないですか」

「……」

　カトレア教官は、何故か返事をしない。

「……教官？　どうしたんですか？」

「クロウ……お前ってバカじゃなかったのか？」

「は？」

　なんで俺の知り合いは基本的に俺の事をバカだと思ってるんだろ。

「さっきから聞いてりゃあ、ちゃんと今後の予測が立てられてるじゃねえか。たのもしいぜ？　これからもアタシとアイリスと三人一緒にシオンを守ってやろうじゃねえの」

「はあ!?　いや、俺はもう身の程知らずにこの件に関かかわるのは嫌なんですよ！　て言うか、俺を利用してシオンを言いなりにしようとする輩が出てきてもおかしくないんですよ？」

「そういう意味じゃ、既に手遅れなんだよクロウ」

「え？」

「王様は、お前の意識が戻り次第、お前を正式に名誉貴族に加えるってお達しだ。勇者を発見した最大の功労者として、厚く遇するとよ」

「いやいやいや！　アイリスからも聞きましたけど、そういうのもう良いですよ！」

「……今の所だけだとしても、シオンが言う事を聞くのはお前だけだぞ？　それが世間に思いっきりバレたんだ。下手にアタシ達の傍そばから離れると、お前、誘拐、拉ら致ち、監禁とかされるかもなあ」

「うげ……」

「もうアタシらは一いち蓮れん托たく生しようなんだよ。これからも、精々無い知恵絞ってがんばりな」

「そんなあ……」

　ベッドの上で、頭を抱えながら深く項垂うなだれた。

「まあ、とりあえず、お前の意識が戻った事を他の連中に伝えてくるよ。謝罪と感謝の言葉を浴びまくる事になるから、心の準備くらいしときな。これから忙しくなるぜ？　お前の出世譚たんの始まりだな」

　そう言い残したカトレア教官は、笑いながら寝室を出て行ってしまう。

「……はあ」

　これから先の事を考えると憂ゆう鬱うつだ。

　せっかく、命拾いしたというのに、これからさらなる修羅場が待っているのかもしれない。

　依然、自分は凡ぼん人じんのまま。

　特殊能力に目覚めてもいないし、神しん剣けんは勿もち論ろん、聖剣も魔剣も無い。

　誰かに命を狙ねらわれれば即死する事請け合いの存在だ。

　この状態のまま、シオン達に関かかわっていて良いとは思えない。

　どうすればいいのだろうか。

「……アレ？」

　そう言えば、完全に失念していたが、そもそも自分がこういう目に遭った元凶の姿が見えない。

　地ち下か牢ろうにいた間も、処刑場でシオンが現れた時も、命拾いをして、アイリスとカトレアと話している間も、ずっとホリーの姿を見ていない。

「……ホリー？」

〈なんですか？〉

「どわ!?」

　背後から返事が聞こえたので、俺は思い切りのけ反ぞりながら前のめりに倒れた。

「いきなり後ろから現れるなよ！」

〈現れてませんよ。貴方あなたの意志が戻ってから、常に貴方の真後ろにいましたから〉

「気持ち悪いわ！」

〈それはどうも〉

「……？」

　久しぶりに会ったホリーは、何な故ぜか機嫌が悪そうだった。

「……なんだよ？　どうかした？」

〈別に。随ずい分ぶんおモテになるようで結構な事ですね。良かったですね。ああ、良かった良かった〉

「はあ？　……て言うかさ、シオンの傍そばにいなくて良いのか？　聖せい光こう剣けんの扱いを教えるんだよ？」

〈彼女、ものすごく覚えが良いので……〉

「へえ、良かったじゃないか」

〈もう教える事が無くなりました〉

「早っ！　え？　いくらなんでも物覚え良すぎるだろ！　まさか、面倒くさくて放置してるんじゃ……」

〈そんなわけないでしょ。まあ、これから体が成長すれば、もっと強くなると思いますけど、現段階で歴代の勇者の誰よりも強いですし……〉

「マジで!?」

〈あんな本物の化物が頻ひん繁ぱんに生まれてくる訳ないでしょ。今回の私の覚かく醒せいは例外が多すぎますよ。この分だと、魔王の方は一体どうなるんだか……〉

「え？　ちょっと待った。魔王の強さも毎回変わってるの？」

〈いえ……歴代勇者の個人差程度の差しかありませんし、結局魔王は必ず最後には勇者に敗北しているからこそ、この世界は存続しています。しかし、今回は今まで誕生した事の無い女勇者が現れた上に、その勇者は歴代最強。これで、これまで通りの魔王が誕生する、とは考えにくいですね。何だかんだで毎回必ず勇者は苦戦していますから〉

「うげ……最大最悪の魔王が誕生する事に備えて、運命が最強の勇者としてシオンを誕生させた……みたいな話か……」

　俺は、この期に及んでまだ失念していた。

　このままシオンに関かかわっていると、彼女を利用しようとする人間社会の闇やみと対たい峙じする事になる訳だが、五年後には魔王という、この世界の闇そのものとの対峙に巻き込まれる事になるのだ。

　本格的に、自分がどうにか出来る問題のレベルを超えている。

　ますます関わるのが嫌になってきた。

「なあ、ホリー。君からシオンに言ってやってくれよ」

〈何をですか？〉

「俺が、いかに凡ぼん人じんでショボイ人間かという説明だよ。あの子、俺に懐なついてるみたいだから」

〈……〉

「君は勇者を育てて導くのが役目だろ？　俺に懐なつく必要なんか無いって言いなよ」

〈嫌です〉

「そうしてくれたらさあ、俺もこんな……は？　え？　今なんて言った？」

〈嫌です〉

「何が？」

〈貴方あなたに対する誹ひ謗ぼう中傷をシオンに伝えるのは嫌です〉

「なんで？」

〈霊体である私は心にも無い事は言えませんので〉

「……はい？」

〈……〉

「……」

　俺とホリーは無言になった。

　そうしてしばらく佇たたずんでから、俺はおずおずと口を開く。

「心にも無い？　何を言ってるんだ？　今まで散々俺の事を……」

〈……〉

「いや、まさかとは思うけどさあ、俺に対する評価が上がったのかな？　聖せい光こう剣けん本体をシオンより俺に運んでほしいとか言いだした時からおかしいとは思ってたけど」

〈……〉

「……いや、え？　君って毎回勇者に恋してるとか、勇者に対する恋心が聖光剣の力の源とか言っちゃってたけど……まさか君って……」

〈……〉

「俺に惚ほれてはいないよね？　いくらなんでもそれは無いよね？」

〈……クロウは……私みたいに生身の肉体が無い女は嫌いですか？〉

　赤面し、モジモジしながらそんな事を聞いてくるホリーを見て、俺は半泣きになりながら天を仰いだ。

「もう……マジで勘弁して……」

　何な故ぜか、唐突に始まってしまった。

　何の才能も無いポンコツと、最強の少女と、最強の神しん剣けんによる、訳の解わからない三角関係が。












あとがき




　皆さんはじめまして。本作でデビューする事になった藤ふじ川かわ恵けい蔵ぞうです。

　本作は新人賞の応募作が元になっていますが、作品のコンセプトは、何の役にも立たない主人公とヒロインをいかに活躍させるか、というものでした。クロウの無能ぶりが目立ちますが、クロウとシオン以外に姿が見えないホリーも相当役立たずですからね。

　単独では無力なクロウとホリーが、信頼関係を築いて協力する事で大きな事を成し遂げるというのは、素晴らしいじゃありませんか（信頼関係と言えるかは微妙ですけど）。

　と、短いあとがきで恐縮ですが、残り少ないので最後に謝辞に入らせていただきます。

　審査員の先生方、審査に関かかわってくださった方。この作品が世に出たのは間違いなく皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　イラストを担当してくれたぐれーともすさん。僕の想像を絶するくらい可愛かわいいイラスト、本当にありがとうございます。貴方あなたのイラストがもっと見たくて続きを書きたくなります。

　担当編集さん。改稿作業等では本当にお世話になりました。さぞかし扱いにくいヤツだったでしょ？　これからもよろしくお願いします。

　最後に、この本の出版に関わってくださった全すべての人と、手にとってくれた読者の皆様に、心からの感謝を。少しでも楽しんでもらえれば幸いです。









　著者

　藤川恵蔵（ふじかわ・けいぞう）

　　４月30日生まれのＡ型。

　　異能バトルとＲＰＧをこよなく愛する。

　　本作『ポンコツ勇者の下剋上』にてデビュー。




　イラストレーター

　ぐれーともす

　　ぐれーともすと申します、最近一人暮らしをはじめました。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／ぐれーともす

　　装丁／伸童舎
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[image: ]

『君たちプレイヤーは、とある強大で理不尽な帝国に反旗を翻ひるがえした大馬鹿者だ。

　戦力差は歴然。付け入る隙など微み塵じんもないが──しかしそうだな、君たちの勇気に敬意を表して、とっておきの情報を提供するとしよう。




　勝利を摑つかみたいのなら、姫を殺せ。

　愚かなれど頂点さいきようたる現王が溺愛する〝愛まな娘むすめ〟を、彼の唯一の〝弱点〟を──叩たたき潰つぶせ。




　──ここに、そのための道筋ルートを三つ用意した。




　一つ。

　城下に散らばった五つの〝呪われし秘鍵〟を揃そろえ、古いにしえの祭壇に捧ささげよ。

　さすれば、建国の王が封じた〝緋ひ剣けん〟が目を覚まし、迷いなく姫を穿うがつだろう。




　一つ。

　微かすかな反意を抱く〝王の腹心〟四名を唆そそのかし、味方に引き入れ〝反乱軍〟を結成せよ。

　さすれば、姫は孤立する。父と違い繊細に過ぎる彼女は、そこで自ら逝ゆくだろう。




　そして一つ。

　君たちの手で直接──姫の首を刈り死骸を晒せ。




　以上だ。いずれかの条件を最も早く満たした者が、この内紛ゲームにおける勝者となる。




　反逆者プレイヤーは合計百名──君を含めて百名ちょうどだ。協力してもいい、対立してもいい、不干渉も手の内だろう。とにかく、あらゆる手を尽つくして姫を殺せ。

　死に物狂いで死なせてみせろ。




　……さて、そろそろ理解していただけただろうか。

　もし君たちがこの質問に肯定を返すなら、僕はここらでお暇いとますることにしよう。充分に説明はしたことだし、それに、ＧＭがいつまでも出張っているのは美しくないものだ。

　さあ──それでは。




　ゲーム、スタートだ』
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　　　♭



『────』

『────けて』

『────たすけて、ください』





　　　♯



　声が聞こえた気がした。

　内容はうまく聞き取れなかったし、俺に向けた発信なのかも微妙なところだし、そもそも幻聴の類たぐいかもしれないけど、とにかくそう感じた。

「……気のせいか？」

　部屋の中を一周した視界には、特に妙なものは映っていない。ＰＣやノートで埋まった勉強机、それなりに清潔なベッド、漫画と小説と参考書（のカバーに包まれた成年コミック）が雑多に並んだ本棚。

　いつも通りだ。座ざ敷しき童わらしが潜んでいる様子もない。

　……いや、それは当たり前なんだけど。

「じゃあやっぱり幻聴か。疲れてんのか俺？　若いってのに情けない」

　はーやれやれ、と肩を竦すくめてから、俺は机の上に置いてあるスマートフォンに手を伸ばした。実際のところ、疲労が溜たまっているとしたら昨夜からの徹夜が原因だ。三連休だからって五十冊近い漫画をレンタルしたのは失敗だったか。

「あんまり面白くなかったし……っと」

　本棚管理アプリを起動し、未所持コミックの欄にタイトルと点数を打ち込んでいく。

　星一つ、二つ程度の辛口評価を終え、大きく伸びをしてから漫画を片付けようと腰を浮かしたところで──ふと気が付いた。

「そうだ、確かこれはまだ記録してなかったよな」

　積み上げられた塔の一番上、一昨日おとといＴＳＵ〇ＡＹＡから戻ってきてすぐに読破した異世界系ラブコメに視線を向ける。うん、そう言えばこれは当たりだった。星四つくらいはくれてやらねば。

　ついさっき充電台に戻したばかりのスマホにもう一度触れる。電源ボタンを軽く押し込み、現れた３×３のパターンロックを解除する。

　解除……ん？

「やべ。間違えた」

　操作ミス。多少テンションの上がっていた俺の人差し指は、勢い余って正しい軌道から逸それていた。結果完成した図形はアルファベットのＺに似た形状で、俺が設定しているパターンとは全然違う。

　ただ、まあ、そうは言ってもこんなのはよくあることで、スマホだってロック解除を間違えたくらいで機嫌なんか損ねない。すぐに再入力を要求する画面に戻るはずで、だから俺はじっと手の中の液晶を見つめていた。

　──異常はそこからだった。

「え？」

　ぐにゃり。アニメ映画の背景を加工した壁紙の画像が突然歪ゆがみ始めた。中央に描かれていた建物が渦に吞のみ込まれ、外縁部の青空や自然も見る間に侵食されていく。

「って、お、おお……っ!?　なんだこれ。動けねえ、ぞっ」

　拘束されているわけでもないのに、強烈な力に抑え込まれて指一本すら動かせない。

　いや、抑え込まれると言うより……吸い取られている？　吸い込まれている？　もしそうだとしたら、一体どこに？　瞬まばたきを禁じられた視界で変わり続ける画面を睨にらみ付けながら、必死に思考を働かせる。

　しかし。

　無情にも、と言うべきか──その足あ搔がきはどこに届くこともなく。

　ほんの数秒後、俺の意識はぱったりと途と絶だえてしまった。

『……──ようこそ』

　だから、真っ暗な闇に覆おおい尽つくされた端末の中心に、ぼんやりとした白抜きの文字列が浮かんでいたことになんて、気付くはずもなかったんだ。

『ようこそ、新たなプレイヤーWelcome to the underworld.』





　　　♯



「…………」

　刹那の暗転を経へた俺が怖こわ々ごわ目を開くと、何な故ぜかそこは自室ではなく近所の公園だった。

　やけに閑散としている。祝日の昼前だというのに親子連れの一組も見当たらない。

　どちらかと言えばブランコの脇で所在なさげに立ち尽くしている俺の方が妙だ、という意見には全面的に賛同するが、そんなのは俺に言われたってどうしようもない。

「夢遊病なんてオチだけは勘弁だぞ」

　茶ちや化かすように口を開いて──途端に痛烈な違和感に襲われた。

　なんだ？　おかしい。絶対に、決定的に何かがズレている。それなのにその〝何か〟が分からない。もどかしさは瞬またたく間に気持ち悪さへと変わり、俺は思わず首を振る。

　その拍子に長い髪が腕を撫なでた。……な、長い髪？

　ああ、くそ。分からないことだらけだ。一体何がどうなってやがる。

　心の中で毒づいて、それから思考を切り替えた。まずは情報の収拾だ。この意味不明な状況を脱するには、とにかく正確に現状を把握するのが先決に違いない。

　公園内をぐるりと一周する。……それだけで、異常はいくつも見つかった。

　まず、どう考えても人ひと気けがなさすぎる。視界にただ一つの人影すらも映らない。

　第二に、その〝視界〟とやらがどうもおかしい。

　妙な話だけど、記憶にあるそれより低いような気がしてならないんだ。

「そして三つ目が、これ」

　あえて声を出してみた。

　やっぱりそうだ。今まで確証を持てなかったけど、もう間違いない。俺の口から発せられる声がやたら可愛らしい美少女ボイスに変換されていらっしゃる。

　どうなってるんだってばよ、とソプラノ声域で呟つぶやきながら、右手を喉仏に近づけた。

「めっちゃすべすべしてるし……」

　結論──俺の首筋に触って分かるほどの凹おう凸とつはない。ついでに、おっかなびっくり伸ばした右腕は一点の染みもない白磁の器みたいに艶やかだし、さっきからチラチラ見え隠れしている髪の毛は腰付近まで伸びるプラチナブロンドのストレート。

　どう考えたって男子高校生のそれでは有り得ない。

　元々の俺より二回りは小柄な体格。視線を下に向けてみれば年相応に膨らんだ胸が強烈に自己主張していて、さらにその下ではひらひらとフリルの付いたスカートが細い両足を包み込んでいる。

「…………噓うそだろ」

　ほとんど正解に近付いた推測を信じ切ることが出来ず、俺は頼りない足取りで公園の外へと向かった。確か向こうにカーブミラーがあったはずだ。

　なあ戻ってきてくれ現実。こんなの夢だと一いつ蹴しゆうしてくれ。

　祈るような心持ちで、というか実際片手で十字を切りながら、キリスト教徒でもなんでもない俺は鏡の前に辿たどり着いて──

「っ!?」

　──絶句した。そりゃもう絶句した。

　自分の姿をありのままに映し出してくれる鏡……そこに映っているんだから、あれは俺自身に間違いないはずだ。

　それなのに、あまりにも現実と食い違う。丸鏡の中で驚きよう愕がくに目を見開いているのは、どう見ても十七年間付き合ってきた垂たる水み夕ゆう凪なぎその人じゃない。

　お伽噺から飛び出してきたような、お姫様みたいに愛らしい、見知らぬ金髪の美少女。

「ど──どうなってんだこの野郎！」

　とてもじゃないけど情報を処理しきれず、俺は思わず（とても愛らしい）顔をひくひく歪ゆがませながら（鈴を転がしたような声こわ音ねで）荒々しい悪態を吐つき、（ロングスカートに覆おおわれた華きや奢しやな）膝を地面に突いて（か細い）唸うなり声ごえを上げた。















　──それからおよそ十分後。

　四よつん這ばいの体勢に疲れた俺は、渋々ながら辺りを探索してみることにした。

　身体からだに関しては何がどうなっているのか分からないものの、幸い現在地には見当がついている。自宅から徒歩三分の近場だ。一度家に戻ってみるのも良いかもしれない。

　ただ。

「帰ったとしても、多分誰もいないよなあ」

　いい加減慣れてきたアニメ声でそう言って、溜ため息いき。

　こうまで見事に〝他人〟を感じない空間に置かれたら、誰だって諦観くらい抱くだろうと思う。探索って言ったって、この薄気味悪い世界でじっとしているのが嫌だから動いているだけだ。成果なんて期待していない。いや、いなかった。

　だから俺は、突然現れた彼女の気配に気付くことが出来なかったんだろう。

「──あ、可愛かわいい子みっけ。ね、ね、あたしとお仲間になってくれない？」

　明るい声は真横から。

　咄とつ嗟さにそちらへ顔を向けた俺の視界は、どういうわけか次の瞬間、真っ暗闇に覆われた。

「え？　わ……ぷっ」

　胸。圧倒的ボリュームの、おっぱいだ。どこぞの制服に包まれた豊かな丘陵が俺の顔面にむぎゅーっと押し付けられている。そう押し付けられている。……やばい、混乱しすぎて何がなんだか分からなくなってきた。押し返そうにも非力なこの身体じゃどうにもならない。ああ、脳髄が蕩とろけそうなくらい気持ちいい。違う逃げなきゃ。

「うわー！　かーわーいーいー！」

　じたばた、という効果音が似合う俺の抵抗など気にも留めず、少女は鮮やかな紅のツインテールをぴょこぴょこ揺らしてはしゃぎ始めた。片手で俺の体たい軀くをホールドしつつ、遠慮なく髪を弄もてあそんでは身み悶もだえる。

「くぅあーっ！　間近で見るともっと可愛くあいい、可愛くああいいじゃんかよーこのこの！　どうなってんのよこの髪さらっさら過ぎてビビるんですけど！　撫なでていい？　メチャクチャに撫でていい？　あたしに全身預けてくれるかーっ？」

「や、めろ……って！　息出来ねえぞこのっ」

「あ、口悪いんだー。いけないぞ？　せっかくこんな美お味いしそう、じゃないや、キレカワな見た目してるんだから。もっともっと活いかさないともったいないぞー？」

「は？　ちょっとおま、え、何やってんのマジで」

「にひひ。……イ・イ・コ・ト♪」

「ちょおおおおお！」

　耳元に艶たっぷりの吐息を吹きかけられ、危機感を覚えた俺はいわゆる火事場の馬鹿力を捻ひねり出して彼女の拘束から抜け出した。

　……噓うそみたいだろ？　こいつ胸のボタンに手かけてきやがったんだぜ。

　女子になった途端に同性から襲われかけるなんて俺の人生どうかしてる。

「なんだよー、ノリ悪いなーハルちん。あたしのことが嫌いなのかよー？」

「少なくとも好きではねえよ。てか……ハルちん？　なんだそれ」

「ん？　ああえっと、雲くも居い春はる香か、だからハルちん。今決めた。──あ、もしかしてプレイヤー情報ステータス見られるの嫌だったり？　許せよー。にひ、あたしとハルちんの仲じゃない」

「雲居、春香……？」

　鸚おう鵡む返しに口を動かす。──知らない名前だ。俺の名前は垂たる水み夕ゆう凪なぎで、雲居某なにがしじゃない。なのに、目の前の少女は俺をそう呼んでいる。

　……気になったのは〝プレイヤー情報〟という単語だった。

　プレイヤー、というのはつまり、何かをプレイする人、あるいはモノだ。日本語訳は演技者、演者、奏者、選手。ＣＤなんかの再生機器を指したりもする。

　だけど、彼女の言葉からは、それよりももっと相応ふさわしい意味合いが推測出来た。

　それはもしかしたら、この馬鹿げた状況を完璧に説明できるかもしれない唯一の仮説で。

　それはもしかしたら、最初から気付いていたのに無意識に避けていた無二の正解。

「ゲーム。……この世界ここ全体が、一つのゲームフィールドだって言うのか？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく俺の表情を、少女はきょとんとした顔で見つめていた。





　　　♯



「なんだー、ハルちん初めてだったんだ。だったらそう言ってよ水みず臭くさいなー。あたしが優しくやさーしくリードしたげるね？　手取り足取りみたいな？　それ以上も稀まれにある、みたいな？　ほらほら遠慮すんなってー」

　姫ひめ百ゆ合り七なな瀬せと名乗った例の少女は、俺が初心者ビギナーだということを知るや否いなや、舌なめずりしながら近づいて来た。……ちなみに、比ひ喩ゆじゃない。本当に涎よだれでも垂らしそうな勢いだったんだ。逃げなきゃ処女を散らされると本能が警告していた。

　もちろん全力で逃走した。

　身長差が多少あるとは言えお互い身体からだは女子。土地勘もあるし、充分逃げ切れると踏んだのだが──結果として、その読みは見事に外れることになる。

「あたしから逃げようなんて百年はやーい！　《停滞》発動オープン！」

「っ!?」

　背後の姫百合が何事か呟いたと思った瞬間、俺の身体は急激に推進力を失った。がくりと走行速度が落ちる。全く動けないわけじゃないにしても、異様に体が重たくなる。足を持ち上げるのさえ億おつ劫くうなくらいだ。なんだこれ。

　くおおお、と、その後もしばらく〝重力への抵抗〟を続けていた俺だったものの、

「──にひ。ハルちんゲット」

　悠々と追いついて来た姫ひめ百ゆ合りにあっさりと捕まってしまった。

　彼女はわざとらしく両手を腰に当て、頰ほおをぷくりと膨らませている。

「もう、ハルちんってば。人の好意はありがたーく受けなきゃダメなんだぞー？」

「……うるせえよ、ってかさっきからなんなんだお前。何が目的なんだよ」

「はい口悪いー。だから、リードしたげるって言ったじゃん。ハルちん、これがゲームだってことしか知らないんでしょ？　にひひ、あたしが色々教えたげるっ」

「いらない。離せ。──くそっ、どうして動けないんだよ！」

「だーかーらー、それもゲームのルール知らなきゃ分かんないんだって。さてはハルちん頑固だな？　それか頭悪いな？　あたし以下なんてよっぽどだぞー？」

「……っ」

　にひひ、という姫百合の笑い方は、好意的に見れば小悪魔チックで可愛かわいいんだろうけど、同時に煽りにも相当な適性がある。端的に言うとめっちゃうぜえ。

　ただ──それでも、その言葉に一定の説得力があるのは間違いない。

　ゲーム。

　このあまりにリアルな世界が〝造り物〟だとはとても信じられないけど、その上でこれが〝ゲーム〟だと言うなら、確かにルールも目的も分からない現状は危うすぎる。

　……頼って……みるか？

「──いや」

　小さく首を振ってその生なま温ぬるい思考を打ち消した。

　理性的には、素直に頭を下げるのが正解だったのかもしれない。だけどそれでも、姫百合にゲームチュートリアルを依頼する気にはなれなかった。

　ああそうだ、見ず知らずの人間に借りを作るほど俺は楽観主義者じゃない。

　早々に立ち去ろうと決意し、毅き然ぜんとした態度で口を開いた。

「離せ」

「よーし、話す！」

　…………。

　満点の迫力で放ったはずの脅しは自分でも分かるくらいあどけなくて、可愛らしくて、お節介な姫百合をさらに調子づかせる結果にしかならなかったようだ。




「スフィアの都市伝説、知らない？　結構有名なんだけど」

　姫ひめ百ゆ合りの口から飛び出した名前は、とある世界的大企業のそれだった。

　株式会社スフィア。創立は今から二十二年前、元はたった数人のエンジニアが立ち上げた零れい細さいゲーム制作会社だったらしい。そこまでは良くある話だ。そして大概は淘とう汰たされる。

　ただ、彼らの才能は本物だった。

　超人的、いや、おそらくそれ以上──いっそ悪魔的なまでに〝天才〟だった。

　ゲームの小型化携帯化、三次元没入視覚機能、投影フルビジョン、仮想現実空間、脳内信号擬ぎ似じ抽出法、完全自立型ＡＩ……進化し続けるスフィアは、今や世界一と言っても過言じゃないほどにその規模を拡大している。付いた呼び名が〝魔術師メイガス〟だ。実際、スフィアが有する一部の技術について、現代の物理学者は軒並み解説を放棄しているらしい。

　そんなスフィアには、ネット上でまことしやかに囁ささやかれている〝噂うわさ〟があった。

　曰いわく──スフィアは不定期・非公認で〝裏ゲーム〟なる催しを開いている。

　それに勝利すると、一生遊んで暮らせるような大金か、あるいは不老不死か、あるいは極上の恋人か、とにかく望むものがなんでも一つ得られるんだそうだ。

　もちろん根拠はどこにもない。であればこその〝都市伝説〟。

　しかしスフィアというネームバリュー、内容の突飛さ、そして彼らなら案外本当にやってしまうのではという勘繰りが重なって、その噂は長い間消えずに残り続けていた。

　今でも匿とく名めい掲示板やＳＮＳなどには大量のデマが散乱しているし、オークションサイトでは〝裏ゲームの参加権利〟なるものが高額でやり取りされている。そこにたとえ真実が混じっていたとしても、それを選別するのは容易なことではないだろう……。

　云うん々ぬん、かんぬん。

「あー、もういい。もういいよ。で、これがその裏ゲームだって？」

　べらべらと解説を続けていた姫百合の言葉を、俺は少しだけ苦々しい声こわ音ねで遮った。

　姫百合はそんな俺の頭を抱きすくめ、プラチナブロンドの長髪に鼻やら口やらぐりぐり押し付けながら「そういうこと！」と答えを返す。……いや、まず体勢がおかしい。全方向から否いや応おうなく襲い掛かる未知の感触でそろそろ理性が飛びそうだ。

「にひひ、抵抗弱くなってきたじゃんハルちん。さてはあたしのテクにメロメロだな？」

「ばっ、ちっげーよ！　お前が妙なスキルみたいなので動きを──って、あれ」

　拍子抜けしたような声と共に、俺は足を縺もつれさせながらも距離を取った。

　……ろくに身動きが取れない、と証明するつもりで手足をばたつかせてみたのに、どういうカラクリなのか、拘束はいとも簡単に解けてしまったのだ。

　訝いぶかしげな視線を向ければ、姫百合はちえっとかなんとか言いながら口を尖とがらせている。

「惜っしい」

「何がだ。……じゃなくて」

　もう一度動いてみても、やはり全身を蝕むしばんでいた〝重さ〟は噓うそのように消えていた。







　この続きは現在配信中の『クロス・コネクト　あるいは垂水夕凪の入れ替わり完全ゲーム攻略』にてお楽しみください


(C)Haruki Kuou 2017
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プロローグ









　俺が初めて天才美少女と呼ぶに相応ふさわしい存在に出会ったのは高校一年生の時だった。

　クールで完全無欠な優等生、二年生になって……厳密に言えば一年の三月からこの君きみ島しま学園の生徒会長を務めることにもなったその少女の名は氷ひ室むろ涼すず葉は。

　編み込んだ髪をカチューシャ状に結び、後ろを長く背中まで伸ばしたヘアスタイル。白くきめ細やかな肌に、彼女の凜りんとした性格を印象づける切れ長の瞳ひとみ。そして整った鼻筋と──きっと誰がどう見ても美少女と認定すること間違いない。

　そして、秀でているのがその容姿だけにとどまらないのがこのお方の凄すごいとこ。勉学はもちろんのことスポーツも万能と来ている。……まぁ体力には自信がないみたいだけど。

　去年の遠足での登山とか、まるで敗残兵のようにやつれた顔で本気で死にかけてたし。

　その他も何でも涼しい顔でそつなくこなす彼女の欠点を、体力以外であえて挙げてみるとすれば、それはあのクールで感情の起伏が乏しい見た目が与える取っつきにくい印象イメージと、高圧的で毒舌を吐くキツい性格ぐらいだろうか。

　普通に生活しているだけでも目に留まるのに、生徒会長となった今、完全に学園のシンボルになっている彼女。

　そんな氷ひ室むろ涼すず葉はと俺──田た島じま愛あい斗とは、学園において何かと関かかわる機会が多かった。

　最初のきっかけは一年の時、男女別に入試の成績がトップということで選ばれたクラス委員。そこから氷室と一緒にいることが段々と多くなって──二年になった今でも、クラスこそは別になったものの、氷室が俺に与えた、生徒会副会長という肩書きが二人の接点を保っている。

　初対面での氷室の印象は、美人だけど性格のキツい人。

　でも一年過ぎた今では──その、キツい所もかわいいと感じるようになっていた。あばたもえくぼとはよく言ったもの。……そのつまり、




　去年、俺と氷室の間にあったとある一件から彼女に惚ほれてしまった俺は、気がつくと氷室涼葉のこと目で追うようになっていたのである。




　その時の氷室が、とびっきりにかわいくて。

　もう気が付けば、常に氷室のことを考えているほどに。

　でも、そんな俺の恋心が叶かなう可能性は、限りなくゼロに近かった。

　氷室と恋人同士という、学園の誰もが羨うらやむだろう特別な関係には──きっとなりえない。

　それは彼女の側そばにいればもうどう考えても明らかだった。毎日のように氷室から向けられるのは冷ややかな視線に嘆息。それから毒気たっぷりの辛しん辣らつな言葉の数々。うん……思い返してみるだけでも、もう自尊を忘れていないのが不思議なレベルにほんとヒドイ。

「ドイツの偉い軍人曰いわく、組織にとって一番害悪なのは無能な働き者らしいわ。……まぁ、特に私には関係の無い話だけれど」

「ふふ、その様子じゃやはり誰からもチョコをもらえなかったようね。来年はそうならないよう私も応援しているわ。ま、私があげれば早い話なのかもしれないけど」

　これが氷室涼葉の俺に対する日常会話。

　告白──なんて、とてもじゃないができるはずがない。

　ま、氷室がこんな態度なのは当然といえば当然だった。

　なにせ凡才の俺は、天才である生徒会長様のお手を煩わせることが多かったのだから。

　副会長に俺が選任されたのも、氷室曰く、クラス委員を一緒に務めた経験上、無難で遠慮なく文句を言っていい相手だったからって理由らしいのだ。

　氷室涼葉からすれば、俺はちょっとどころじゃなく手間のかかる部下でしかない。誰の目から見たって完全な脈なし。もう異性として見られているかすら不安なレベルだ。

　でも想おもうだけで、生徒会で一緒にいられるだけで充分なのだ。

　そこに幸せを感じている以上、全すべてを失うのを覚悟して駄目元で告白するのは……やっぱり怖かったから。

　これが俺、田た島じま愛あい斗とが見み出いだした答え。




　それで、合っていたはずなんだけど……。




　生徒会室に厳かな空気が流れた。

「はぁ……全然駄目ね。誤字脱字が多すぎるわ」

　生徒会長の立て札が置かれた席に座る黒髪の少女が、手に持つプリント用紙にため息をかけると、冷たい眼まな差ざしで目の前に立つ俺を見据えた。

「まったく……これをそのまま職員室に提出しに行ったら私はいい笑われ者。生徒会長は貴方あなたの盾ではないのだけれど」（ごめんね田島君。貴方に注意するのは心苦しいことだけど。修正の必要がある以上、黙っていたら貴方のためにはならないと思うの）

　非難と配慮、これら二つの声が聞こえてきたのはほぼ同時だった。

　氷ひ室むろ以外でこの場にいるのは、彼女の厳しい視線を受けて顔を苦くした俺のみ。

　冗談──にしか聞こえないかもしれないけど、この声の主はどちらとも目の前でお冠な氷室涼すず葉はのものである。

　一つ目は紛まぎれもなく氷室が実際に喋しやべった言葉で……もう片方は何かというと、












　俺にしか聞こえない、氷ひ室むろ涼すず葉はの本音らしい。




　いわゆる心の声ってやつだ。〝らしい〟というのは、俺にこの非科学的な能力が身についたのは二日前のことで、こんな超常現象など信じられなかったからだ。そこから紆う余よ曲きよく折せつを経て──つい一時間ほど前にようやく、俺はこの声の正体について確信を得ることができた。

　そう、あの申し訳なさそうな声が氷室涼葉の本心であるという衝撃の結論に。

　もちろん、澄ました顔の氷室はそれを知るよしもない。

　はは、本音がダダ漏れになっているぞ──だなんて絶対に口にできるわけがなかった。

　だから俺は『普通』を心の中で復唱しながら、普段通り生徒会活動に励んでいたりする。

「盾って……そ、そんなに、酷ひどいのか……？」

　現在、頼まれていた川原清掃ボランティアの日程表を提出しているのも、その活動の一環だった。

　提出に行った俺を待ち受けていたのは、失望の混じった厳しい視線。下校時間が迫っていたこともあり、ペースを無理に上げたのが仇あだとなったみたいだ。これは要反省。

「ええ、やはり貴方あなたに任せたのは失敗だったかしら」（ありがとう田た島じま君。誤字脱字以外は完かん璧ぺきよ。簡潔に要領が纏まとめられていてとても素晴らしいと思うわ。お疲れ様）

　氷室がクスリと冷笑する。

　それに反して心の声は凄すごく温かいんだけど……生徒会の活動を円滑に進めるためにもここは一いつ旦たんスルーするしかない。

　というより、いちいち反応してたら、ニヤニヤして悶もだえ死んでしまう。

「すまん。次はそう思われないよう、頑張るよ。んじゃ、直してくるから」

　俺は氷室の手からプリントを受け取るとそのまま丸めて付近のゴミ箱に放ほうり投げた。そして、生徒会長の机から少し離れて左手側に設置された副会長のデスクへと腰を下ろす。

　こちらは会社の社長席ばりに豪勢な彼女の席とは違って、職員室にある教員のそれと同じ物。椅い子すに座ると同時に、今日一日色々あったからか、つい小さく息が零こぼれ出てしまう。

　氷室が冷え冷えとした表情で紅茶を口元へと運んでいく。それを横目に、俺はノートパソコンを起動させ、早速手直しに取りかかった。のだが──

「──にしても、なんで貴方はいつもそうどこか抜けているのかしらね」（ふふ、今日はさっき田島君にたくさん褒めてもらって気分がいいからもう少しおしゃべりしたいなー）

　……氷室に話しかけられ、わずか五秒で作業を中断せざるをえなくなってしまった。

「そ、そうか？　自分自身ではまったくそんなつもりはないんだけどな」

「はぁ……自覚がないって時点でもうかなりの重症よ。そうね、そんな貴方を一言で総評するとするのなら──」（ああ、なんで頑張る田島君は、こんなにも素敵なのかしら？）

　手にしていたカップを置いた氷ひ室むろは、悠然とした態度で言葉を紡いだ。




「ええ、ダメ島君って言葉がピッタリかしら」（ふふ、田た島じま君だーい好き！）




　屈くつ託たくの無い冷たい笑みと共に、メジャーリーガーですら真っ青な渾こん身しんのストレートを。

「お、おう……」

　耐たえきれずに顔を引きつらせてしまったのは──もちろん、喋しやべるナイフと言わんばかりな氷室のキレッキレな毒舌に心が耐えきれなくなったからではなく、

「たまに思うのだけれど、将来こんなダメ島君なんかとお付き合いしたい人なんか現れることがあるのかしら。まぁきっと、それは街中で絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆと出くわすレベルでの確率論なんでしょうけど。それでもゼロではない以上、絶望するには早いとは思うわ」（はいはーい。そんな心配しなくても、貴方あなたの未来のカノジョならここにちゃんといますからねー）

「そ、そうだな。たとえその可能性が１％を切っていても、ゼロじゃない以上は確率としてありえるもんな。それが宝くじの一等を当てる以上に困難な値であったとしても、可能性は可能性だし」

「あら、今日はやけに素直ね。もしかして普段気にしていた点をズバッと指摘されてやけになっているといった、そんな状態なのかしら？」（安心していいのよ田島君。ここ！　ここに貴方のカノジョになりたいって人がいるから。ふふ、貴方専用の氷室涼すず葉はくじ一等は、私自身がプレゼントよ。なーんちゃって）

　も、もう……どう反応するのがベストなのかわかんないや……はは。

　好きな人からのラブコールって、それだけだと限りなく天国に近いシチュエーションなんだろうけど、これが氷室本人からは秘密裏に伝わってくるのだから結果的には生き地獄って感覚だ。

　そして、この氷室による塩辛いと甘いの連続攻撃は、この日の生徒会が終わるまでの間ずーっと続いたのだった。

　これが、クールで通っていたはずの氷室涼葉の本音。

　一年間以上一緒にいて、一昨日おとといまでは──心の声が聞こえるようになるまでは全く気づくことのなかった衝撃の事実。

　あの（）の内の言葉こそが、彼女が本当は口に出して伝えたい言葉、らしい。

　辛しん辣らつでキツい態度や毒舌の何もかもが建前で、




　本当の氷室涼葉は俺にべた惚ぼれだったのである！






一章　両りよう想おもいで迎える氷ひ室むろさんとの告白エンディング









　生徒会室の扉の前で一いつ旦たん止まって深呼吸。

　──事件の発ほつ端たんとなった一昨日おとといの生徒会活動も、副会長である俺の活動は、普段通りにその日課を繰り返すところから始まった。

　この扉を開けた瞬間から、我が生徒会長のキレのある毒舌が飛んで来る。それに身構えるための心の準備ってやつだ。

　なんせ生徒会長こと、クールで天才肌の氷室涼すず葉はは、勉強以外は極めて凡才な俺に対する当たりがそりゃもう強い。

　こんな傍はた目めから見たらパワハラに怯おびえる人にしか見えない状況を、俺が平然と受け入れているのは、それは俺が氷室に特別な感情を抱いてるからに他ならなかった。

　そう、改めて言うが、俺は氷室涼葉のことが好きなのだ。

　いつも見ているからこそわかる……あの冷徹な彼女が時たま見せる、はにかんだ一面や、ちょっとした女の子らしい仕草の氷室に、ドキッとさせられるというか、そんな氷室がもうかわいくてかわいくてたまらない。

　ほとんど見ることはできないけれど、でもいつも、またあのかわいい氷室が見たいって思いが、たまに毒舌が強すぎて挫くじけそうになる俺をやる気に戻させてくれている。何とか心が折れずに今までやってこれている。

　──だけど、恐らく今日はその毒舌が、一段と厳しくなりそうなんだよな……。

　何な故ぜかって言うと──昨日、早く来ると氷室と約束したにも拘かかわらず──俺はクラスメイトの砂さ城じよう雅みやびからお願いされた、掃除の手伝いを断り切れず……結果的には四十分も遅刻してしまっているのだから……うん、十割俺が悪いんだよね。

　すぐに終わると思ってたのにまさか三十分以上もかかるだなんて……ああ、こんなことなら氷室に遅れるって連絡いれとくんだったよ。こういうのが氷室によく言われる、「貴方あなたは抜けている」って部分の一つなんだろうな。とほほ……。

　思わず零こぼれ落おちる深いため息。俺は、手に汗を感じながら扉を開いた。

「氷室、遅れてすまん！」

　まずは謝るべき。俺は前まえ屈かがみになって手を合わせる。すると、

「遅れるなら、そうと連絡をいれる。それが常識よね田た島じま君」

　突風の如ごとく飛んできたのは、やはり何の連絡もせずに遅刻した俺を糾弾する、冷たい挨あい拶さつだった。

　まさに想像通りの光景。ノートパソコンを操作する手を止めた氷室涼葉が、切れ長の瞳ひとみを咎とがめるようにさし向けている。

　ところが──




（よかったあ。ちゃんと来てくれて）




　何だか、待ち合わせの時間になっても来なかったデート相手が現れてホッとするような、そんな甘い嘆息も真正面から聞こえてきていて──

「……………………ん!?」

　あの……想像してたのとは全然違う展開というか……え、なんなの、これ？

　まったく性質の違う二つの声がやってきたのはほぼ同時だった。

　その二つの声は、間違いなくどちらも氷ひ室むろの声。

　もちろんこの場にいるのはいつも通りに二人だけだ。

　今のは単なる空耳、なのか？　それとも幻聴の類たぐい？

　だが、妙にリアルだったのは事実だった。

「あ、ああ。氷室の言う通りだ。今度からは気をつけるよ」

　そう言った俺は小首をかしげながらも、とりあえず副会長席へと腰を下ろした。

「貴方あなたが砂さ城じようさんと青春の１ページを刻んでいる間に、私は清掃の書類を３ページ処理してきざんでいたわけだけども、どうにもペースが芳かんばしくないわね。下校時間ギリギリでどうにか明日の打ち合わせまでには間に合わせられるといったところかしら。……もちろん、これは貴方がちゃんと私の計算通りの成果を上げてくれれば、の話よ」

　氷室から飛ぶ厳しい言葉。

　ちなみに清掃の書類というのは、来週の土曜に生徒会と美化委員が主体となって行う、川原清掃ボランティアについての資料だ。

　ようするに、勝手な用事で遅れたくせにできませんでしたでは許さない──という、解釈であっているはずなのだが……ってかなんで氷室、俺が砂城と階段掃除してたの知ってるんだ？　さっきいきなりのお願いされたことだったのに。

（うぅ……田た島じま君がこのまま砂城さんと二人きりで遊びに行ってしまわないか気がかりで全然仕事に手が付けられなかったじゃない、田島君のばかぁ。でも──ふふっ、ちゃんと来てくれたから許してあげる。まぁその代わり、下校時刻を延長して、私と一時間お喋しやべりの罰は受けて貰もらうからね）

　──その声はまるで約束に遅れたカレシに拗すねて甘えるカノジョのようだった。

　目の前の氷室の発言とは思えず、空耳か何かかと思ったが、なまじ質感があるだけに無視できなかった。

　俺は思わずキョロキョロと室内を見回す。

「……そう、だよな」

　うん、やっぱり誰もいない。ここにいるのは俺と氷ひ室むろだけだ。

　じゃあやっぱり彼女がこのトンデモ発言の主？

　いやいやそんな馬鹿なことあるわけないだろ。だってあの氷室が俺と喋しやべりたいから一時間下校時刻を延長させるって言ってるんだぞ。第一、そんな私的理由で下校時刻の延長申請が通るはずがないし──

　ああ、視界の中の氷室はいつも通りにクールな無表情なんだ。それが何よりも確かな証拠ってやつじゃないか。少なくともあの甘えた声は氷室のでは無いっていう──

「一応、万全を期すということで、既に学園側には時間外滞在の申請を一時間しておいてあるわ。ええ、保険をかけるに越したことはないものね」（流石さすが私、ぬかりないわ！　だからさっさと終わらせてお喋りタイムに入りましょうね。ふふ）

「はっ!?」

　ガタン！　と、椅い子すがずれる。俺は驚きを隠せずにはいられなかった。

　偶然……なのか？　さっきの「一時間私とお喋りの罰」というやつと、氷室の今の淡々とした残業発言が、意図は百八十度違うものの一時間多く滞在するという結果自体は完全にマッチしているではないか。

「い、一時間、して、あるのか……その、時間外申請を……」

「……何かしら？　その異様な驚きよう。もしかして、用事があるから無理……とは言わないわよね」（それとも……私とこれ以上いるのは嫌、かしら……）

　そして響いたのは、普段の氷室にはありえないほどの躊躇ためらいがちで弱気な声。

　チワワのような、そんなウルウルとした氷室の上目遣い姿をふと思い描いてしまった俺は、胸中でブンブンと頭を振って速やかにその幻想を消滅させる。

　この不思議な声の正体はなんなんだ？　それと一体どこから……やっぱり目の前に座る氷室涼すず葉はからなのか？　一番現実的に考えて──とにかく、もっと情報が欲しい。

　そう思った俺は、平然という言葉を心の中で何度も唱えながら口を開いた。

「いや、大丈夫だ。急だったからちょっと驚いただけだ」

「そう。ならいいのだけれど」

　アレ……？　声が一つだけ……？

　そこについて考えるよりも先に氷室の口が再び動き出す。

「なら、早速だけど先週提出してもらった清掃ボランティアの計画資料、一つ重要な問題点があったの。すぐに修正してもらえるかしら」（ごめんなさい、田た島じま君。いつも通りの完かん璧ぺきな仕事ぶり、大変感謝しているわ。でもどうしても一つ、これだけは気がかりというか、ちょっともの申さずにはいられないというか──）

「先週の計画書……？　そんなにマズイところあったか……？　どの部分についてだ？」

　状況がわからない以上、考えるのは後回しにするべき。







　この続きは現在配信中の『あまのじゃくな氷室さん　好感度１００％から始める毒舌女子の落としかた』にてお楽しみください
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